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プロローグ







　夜の闇やみにまぎれながら、男は人目を避さける様に地味なフード付きのマントを被かぶり、帝てい都との北に広がる歓かん楽らく街がいを進む。

　酔すい客きやくの怒ど鳴なり声ごえと酌しやく婦ふ達たちの嬌きよう声せい。そしてアルコールと煙草たばこの煙けむりが混じった何とも言えない匂においをかき分けながら、男は目的地へと急いだ。

　表向きの上司である皇こう帝ていへの報告は既すでに終わっているが、これから行うのは裏の上司への報告。

　皇帝への報告はシャルディナの口からされており、斉さい藤とうはただ謁えつ見けんの間で神しん妙みような顔を作りながら跪ひざまずいていただけで済んだが、これから会う裏の上司には自分の口から詳しよう細さいな釈しやく明めいを行わなくてはならない。

　組織。ただ、仲間内でそう呼ばれている集団がこの大地世界アースには存在している。

　地球からこの世界に迷い込んだ哀あわれなる迷い子達たちが寄より添そう場所。そして、限りない憎ぞう悪おの炎ほのおにその身を炙あぶられる人間が集つどう場所だ。

「ふぅ……頭の痛い事だ」

　上司の顔が脳のう裏りに浮うかび、斉藤の唇くちびるから重苦しいため息が零こぼれた。

　斉藤の裏の上司である須す藤どう秋あき武たけは決して話の分からない理り不ふ尽じんな上司でもなければ、人格的に歪ゆがんだ付き合いにくい人間でもない。

　また、斉藤が組織に属する事になった機会を作った人間である事を考えれば、須藤はまさに恩人と言っても良いだろう。

　多少皮肉屋で人をからかう事が大好きと言う点を除けば、ほぼ満点と言える上司だ。

　ただし、甘あまい人間かと問われれば首を横に振ふるしかない。

　夢魔騎士団の副団長という立場であれば、今回の一件は決して斉藤の失態とは言えない。

　御み子こ柴しば亮りよう真まを一度は捕とらえながらも結果的に取とり逃にがしたのは確かに失態ではある。だが、捕ほ縛ばくできる可能性はもともと無いに等しかった上に、この一件の責任は団長であり、捕縛の指揮を執とったシャルディナが負うべきものだ。

　実際、謁見の最後に斉藤は個人的に皇帝から労ねぎらいの言葉すら掛かけられている。帝てい国こくに仕える夢魔騎士団の副団長として、シャルディナの補ほ佐さと言う役割を十二分に全まつとうしたと言って良いだろう。

　だが、組織の一員としての立場から見た場合、今回の一件を許容するかどうかは微び妙みようなところだ。

　シャルディナの政治的地位を向上させる事。それが斉藤に課せられた任務の一つなのだから。




　入室を許可する言葉を聞き、扉とびらを開けて入った斉藤の目に映ったのは、部屋のソファーに悠ゆう然ぜんと腰こしかけながら、テーブルに置かれた酒と料理に舌した鼓つづみを打つ須藤の姿だ。

「随ずい分ぶんと大変だったようですねぇ。いやいや、ご苦労さまでした」

　からかいの混じった形ばかりの労いに斉藤は軽く顔を引きつらせるだけに留とどめる。

　言いたい言葉は色々と湧わき上あがってくるが、どれほど性格の悪い根こん性じよう曲がりな人間でも目の前で悠然とグラスを傾かたむける人間は上司。無礼を承知の上で、無言の抗こう議ぎとばかりに斉藤は、許しも請こわないまま、向かいのソファーへと腰を下ろした。

　そんな斉藤の態度を楽しそうに見ながら、須藤は斉藤の前に置かれたグラスへワインを注ぐ。

「おや、これは少し意外ですね……その顔から察するに、どうやらシャルディナ殿でん下かが御子柴君を逃がしたのは君の策略ではなかった様ですねぇ。私はてっきり、君が意図的に隙すきを見せて逃がしてやったのかと思っていましたが……」

　須藤の目が一いつ瞬しゆん、全てを見通す様な鋭するどさを放ち、斉藤は思わず背筋に冷たい物が流れ落ちるのを感じた。

「須藤さんは私が任務に私情を挟はさむと？」

　内心一番恐おそれていた言葉を耳にして、斉藤の腰がソファーから僅わずかに浮き上がる。自分の問いに須藤がもし「そうだ」などと答えれば、それは彼かれにとって死し刑けい宣告にも等しい。

　組織は基本的に、あまり失敗に対して寛かん容ようではない。また、意図的に任務に支障をきたすような行動をとれば即そく座ざに殺される。

　それは非合法的な組織としては極きわめて当然の自衛手段だ。

　組織が斉藤に命じた任務はシャルディナの補佐。より正確に言えば、実績を積ませシャルディナの発言力を高める事だ。

　そういう意味からいえば、組織にとって今回の一件は非常に痛手だ。

　確かに皇帝はお気に入りのシャルディナを庇かばいザルーダ王国攻こう略りやくと言う機会を与あたえた。だが、オルトメアの貴族の中にシャルディナの能力を侮あなどる人間が出てくるのは避けようがない。多少ではあるがシャルディナの発言力が低下した事は紛まぎれもない事実。

　しかし、斉藤としては八割方おとがめなしで済むだろうと予測していた。

　シャルディナの発言力と言う視点で見れば確かに今回の一件は手痛い失態だ。

　だが、早期の国境封ふう鎖さを実現させ、シャルディナの計画通りに御子柴亮真を森林地帯へと誘ゆう導どうした事、皇帝の意向を理解しながらも、捕ほ獲かく後すぐに殺すべきだと進言した事、そして何より、野営地を文法術の風が襲おそった時、身を挺ていしてシャルディナを守った事。斉藤がとったこの一連の行動はシャルディナから深い信しん頼らいを勝ち取った。

　今この場で斉藤を殺した場合、組織はシャルディナの下へ代わりの人間を派は遣けんしなければならない。だが、新たに送り込んだ人間が今の斉藤と同じだけの信頼をシャルディナから勝ち得るには相当の時間が掛かるだろう。

　実利的な面から見ても斉藤が今回の一件で命を奪うばわれる可能性は低いとみてよい。

　だが、それも全ては斉藤が御子柴亮真の捕獲に最善を尽つくしたと組織が認めてくれた場合の話だ。

　斉藤は組織の工作員であり諜ちよう報ほう員いん。私情に流され任務に支障をきたす行動をとるなど許されるはずもない。

　結局、今回の一件を組織が不ふ可か抗こう力りよくであると認めるかどうかは、直属の上司である須藤の胸むね三さん寸ずん次し第だい。須藤の言葉を聞いた斉藤の顔色が変わるのも当然だった。

　だが、そんな斉藤の警けい戒かいを見て、須藤は愉ゆ快かいそうに笑い声を上げた。その目にはさっきの鋭さなど欠かけ片らも残されてはいない。

「おっと、これは少し脅おどし過ぎましたか……まぁ、そう緊きん張ちようする必要はありませんよ。私が本気で始末する気なら、君はとっくの昔にこの世からおさらばしていますからね」

　無言のまま両者の視線が絡からみ合あう。

「でしょう……ね」

　ようやく納なつ得とくしたのか。斉藤は大きく息を吐はき出だすと、再びソファーへ腰を深く沈しずめた。

（怖こわい人だ……俺おれが報告する前にあらかた状じよう況きようを把は握あくしているなんて）

　須藤の言葉が冗じよう談だんである事は理解したが、それは彼の力が帝国の奥おく深ふかくにまで浸しん透とうしている事を意味する。

　そう、皇帝との謁えつ見けん内容を詳細に知る程ほどに。

　緊張でカラカラに渇かわいた喉のどが水分を求める。斉藤は目の前に置かれたグラスを一息に傾けた。

　赤ワイン特有の酸味と渋しぶ味。年月を掛けて熟成された風味が口いっぱいに広がる。本来であればもっとじっくりと味わいたい一品だが、今の斉藤にとっては喉を潤うるおす為ための水分でしかない。

　一息に呷あおった斉藤がむせるのを見て、須藤は笑えみを浮かべながら水の入ったグラスを差し出す。

「まぁ、今回の一件でシャルディナ殿下の発言力に傷がついたのは確かですが、その分、君への信しん頼らい度どは高まった。主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであるガイエス・ウォークランドが殺されたのは予定外ですが、それも当初の予定が少しばかり早まっただけの事。まぁ、ガイエスを自分の手で殺したかった方々にはお気の毒ですがね」

「では？」

「えぇ、私としては今回の斉藤君の判断を問題視するつもりはありません。半月後の定例会でも同じ様に説明するつもりですよ……そうそう、せっかく用意したんですから、存分に食べてくださいよ」

　その言葉に斉藤は胸をなで下ろすと、目の前に置かれた料理へ手を伸のばした。

「しかし、斉藤君ほどの男が裏をかかれたとなると……その御子柴君は若いのに相当な人物のようですね」

「えぇ……強いと言うよりも怖い男ですね……彼は」

「怖いですか？」

　探さぐるような視線を受け、斉藤は手にしていたスプーンの動きを止める。

「えぇ、あの容よう赦しやのなさと状況判断の確かさは正直言って怖いですね」

　単純に筋力や敏びん捷しよう性せいなどの身体的能力を比ひ較かくした場合、斉藤は御子柴亮真を圧あつ倒とうする。八年近くもこの世界で暮らし、幾いく多たの戦せん闘とうを潜くぐり抜ぬけてきた彼は、この世界特有の武法術を既に習得しており、人間が持つ筋力以上の力を発揮する事が出来るからだ。

　御子柴亮真と斉藤の二人を比較した場合、斉藤の方が強い事は客観的に見て間ま違ちがいない。

（しかし、殺し合いをした場合は……俺も修しゆ羅ら場ばは幾いくつも潜り抜けてきた。そこいらの若造に負ける筈はずがないと言い切れるだけのものを持っているつもりだが、アイツは……）

　御子柴亮真の怖さは、肉体的な強さでも、卓たく越えつした武術でもない。最も恐ろしいのはあの常識に囚とらわれない発想と、敵に対しての容赦のなさだ。

　それは斉藤が心から追い求める強さ。若き日の自分が持たなかった強さだ。

「なるほど……心の強さですか」

　須藤は斉藤の表情から彼の心の内を全て読み取ったのだ。

「しかし、そうなるとまさに彼は逸いつ材ざいと言う事ですねぇ。あの若さで末すえ恐おそろしいとは彼の様な人間を指すのでしょうねェ」

「と言うと？」

　言葉の意味が分からずに疑ぎ問もん符ふを浮かべる斉藤の顔を見ながら、須藤は悪戯いたずらっ子この様な笑みを浮かべた。

「斉藤君は実際に御子柴君と話をして、彼を何なん歳さいくらいだと思いました？」

　思いもよらない問いかけに、斉藤はいぶかしさを感じながらも、自分の感想を正直に口にした。

「そうですね……まぁ、自分と同じくらいか少し下と言ったくらいですか？」

「なるほどなるほど、二十代半ばくらいと見ましたか……そうですかそうですか」

　それは極めて当然な意見だろう。もし仮に誰だれかから同じ問いを投げかけられたとしたら、須藤も斉藤と同じ答えを返したはずだから。もし、答えを知っていなければ……

「十六歳さいだそうですよ」

　須藤の口にした言葉は、斉藤の耳にやけにはっきりと響ひびく。だが、その言葉の意味を理解することは出来なかった。いや、正確に言えば理解したくなかったと言うべきだろうか。

「何ですって？」

　そんな斉藤の顔を見ながら、須藤は手にしたグラスを傾ける。彼自身、心のどこかで斉藤と同じ気持ちなのだろう。

「勿もち論ろん、御子柴君の年ねん齢れいですよ」

「まさか……それは本当なんですか？」

「彼が帝都のギルドへ提出した書類を取り寄せて確かく認にんしましたからね。まず間違いはないと思いますよ」

　須藤の言葉に斉藤は言葉を失った。

（十六？　まぁ、確かに多少老ふけ顔の十代だと言われればそんな気もするが……しかし、十六だと？　いや、待てよ。今思い返してみれば、あの時確か彼は自分の事を高校生だと……）

　見た目の年齢は、顔の表情や印象で幾らでも変わって見える。化け粧しようや服装でもだいぶ年齢は変わって見える。場合によっては五十代の男性が三十代に見える場合だってあり得るし、その逆もまたしかりだ。

　あの時は想定外の事こと柄がらが重なった上に、帝都に帰き還かんしてからは後始末に追われてしまった所せ為いですっかり記き憶おくの片かた隅すみに押おしやられていたが、須藤の言葉によって記憶の断だん片ぺんがぴたりと合わさった。

「そう言えば確かに、彼もそんな事を口にしていましたが……もし、その話が本当なら……彼は本物の化け物ですね」

　斉藤は己おのれの心の中に沸わき起おこってくる恐きよう怖ふを素す直なおに口にした。

（その話が本当なら、彼は日本で一体どんな人生を歩んできたんだ？　これは単に性格とか才能という言葉では説明がつかない……まるで、ずっと以前から召しよう喚かんされる準備をしてきたような気すらしてくる）

　高校時代の斉藤自身と比べて、御子柴亮真と言う人間はあまりにも規格外過ぎるのだ。

　長い長い沈ちん黙もくが部屋を支配した。斉藤は無言のまま考え込む須藤をジッと見つめ続ける。

「良いでしょう……今後の事を考えて色々と考えてはいましたが、やはり御子柴君の事は一いつ旦たん様子見にしましょう」

「と言うと？」

「下手へたに手を出すと痛い目に遭いそうですからね。場合によっては猟りよう犬けんに始末させる事も考えましたが、斉藤君がそれほど評価しているなら、組織には彼に手を出さないように通達を出します……斉藤君の話を聞いて少し思い当たる事もありますから」

　その言葉に斉藤は苦笑いを浮かべた。

（猟犬……ギルドの誇ほこる精鋭。Ｓランクを超こえる化け物共の投入も考えていたのか……）

　それは召喚したての青年一人を殺すには過か剰じようともいえる戦力だ。須藤は何気ない風を装よそおっていたが、今回の一件は組織としてもかなり重要視していたのだろう。

（まぁ、組織の計画が順調に進んでいる今、不確定要素の排はい除じよは当然か……だが、そうすると？）

　しかし、須藤は今の斉藤の話を聞いて計画を変へん更こうしたらしい。

「どちらにせよ、帝国から逃のがれた彼がまず行うのは地球へ帰還する手段を探す事でしょう」

　須藤の言葉に、斉藤は無言のまま頷うなずく。地球への帰還は組織に属する全ての人間が追い求めてやまない夢だ。

　しかし、夢は手に入らないからこその夢。その事は須藤も斉藤も嫌いやと言うほど理解している。

「御子柴君には遠からず絶望が訪おとずれる。その時、彼はどちらかの道を選ぶ事になります。彼の処しよ遇ぐうはその決断を見てから決めても遅おそくはないでしょう。私としても前ぜん途とある有望な若者とむやみに敵対したいとは思いませんからね」

「組織に引き入れると？」

「それは今の段階では何とも。全ては御子柴君次第ですが……ね」

　斉藤の問いに須藤はにやりと笑みを浮かべると話題を変えた。

「まぁ、御子柴君の事はさておき、私達の今後も少し打ち合わせをしておきましょうか」

「帝都を離はなれるのですか？」

「えぇ、斉藤君の想像通りです。実はザルーダ王国侵しん攻こうの前準備として、ガイエスと進めていた例のアレですが、早く進めろと皇帝陛下から直々にご下命を受けてしまいましてね」

　その言葉に斉藤の表情が変わる。

「ローゼリア王国にくさびを打ち込むと……」

「えぇ、しばらく帝都を離れる事になりました。私も久しぶりの現場で実に楽しみですよ」

　そう言うと、須藤は楽しそうに笑い声を上げた。




　黄こう砂さが吹ふき荒あれるドーシュ砂さ漠ばくを、薄うす汚よごれた三人の旅人が進んでいた。

　西方大陸北部に覇はを唱える大国、エルネスグーラ。

　その中央部に位置するドーシュ砂漠は、国の面積の十分の一を占しめる砂と風が支配する土地ではあったが、各地に点在するオアシスと、南の山さん岳がく地帯から中央を横切るように海へと流れこむアブール河のおかげで、植物の育たない全くの不毛の土地と言う訳ではない。

　少なくとも、オアシスやアブール河の沿岸では豊かな緑に覆おおわれ、農業や牧ぼく畜ちくも盛んに行われていた。

　また、砂漠を迂う回かいすると日数が余計にかさむ為、広大な砂漠地帯を横切る交易路が現在では主流だ。そう言った商隊の為に各地に点在するオアシスの周りに造られた街は、交易の中ちゆう継けい地点としてそれなりに栄えている。

　しかし、決して安全な土地ではない。

　三人が纏まとったマントが、彼らの旅が決して平へい穏おんではなかった事を示していた。

「この砂さ丘きゆうを越こえた先です」

　ローラは照りかえる日差しを手で遮さえぎりながら、三人の目の前に悠然とそびえる砂丘を指し示す。

　砂丘を越えた先に存在するオアシス。その周りに発展してきた街こそが、三人が目指す目的地。交易の中心地として栄えるミレイシュの街だ。

　アブール河を使った交易によって、河口の港街とも密接に繋つながったこのミレイシュの街は、エルネスグーラ国内でも指折りの規模を誇っている。

　物資が集まる場所に人が集まるのは道理。

　そして、人が集まる場所には情報も集まる。

「そこに居いるんだな？　そいつが……」

　砂から守る為に目ま深ぶかに被っていたフードを外すと、精せい悍かんな顔つきの男が顔を砂丘の先に広がる空へと向ける。

　男の瞳ひとみは、深い絶望とほんのわずかの希望が入り混じった悲しい光を宿していた。

　彼の名は御子柴亮真。

　今は亡なきオルトメア帝国の宮廷法術師、ガイエス・ウォークランドの手によって、平和な日本よりこの混こん沌とんと戦乱の異世界へと召喚された不幸な青年の名だ。
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「結論から言いましょう。本当にお気の毒な事と思いますが、貴方あなたが元の世界へ帰る事はまず不可能でしょう」

　薄うす暗ぐらい部屋の中には、黄ばんだ羊皮紙や書しよ籍せきがいたる所に山積みとなっていた。

　まるで学者の様な部屋。

　腰を降ろす場所すら見つからずに机の前に立ち尽くしたまま縋すがる様な視線を向ける亮真達へ、部屋の主は椅い子すに腰かけながら無む慈じ悲ひとも言える言葉を口にする。

　かび臭くさく、どこか湿しめったような空気に満たされたこの部屋の主は、麻あさの上下を着込んだ女性。

　年としの頃ころは三十代半ばから四十代前半といったところだろうか。取り立てて美しい訳でも醜みにくい訳でもない顔立ち。あまり特とく徴ちようのある容姿とは言えない。

　服装にしてもそうだ。

　彼かの女じよの身に着けた服は、平民の間で一いつ般ぱん的てきに使われる物でしかない。

　強しいて特徴を上げるとすれば、長い艶あでやかな黒くろ髪かみが多少人目を引く位だろうか。

　どこにでも居る平へい凡ぼんな女性。

　それが彼女に対して、その姿を見た多くの人間が感じる感想だ。

　しかし、この女性の真価は平凡な見かけからでは決して窺うかがい知しる事の出来ない物だ。

　この女性の持つ価値。それは彼女の脳裏に刻まれた西方大陸でも屈くつ指しと謳うたわれる法術に関しての知識。それこそが彼女の価値を決めるのだ。

　それゆえに、亮真は危険な砂漠を越こえてミレイシュの街を訪れた。

『ミレイシュの隠いん者じや』と謳われるアナマリアに会い、彼女の知識から自らが日本へ帰る為の手段を探し出す為に……




「それは、今は技術が無いって事だろう？」

　亮真の目に嘲あざけりの色が浮かぶ。

　シャルディナの追つい撃げきを逃れてから二ヶ月の間、亮真は方々を訪ね歩き高名な法術師を探していた。

　アナマリアの言葉は、その法術師達が口を揃そろえて言った言葉と同じだったからだ。

（こいつも同じか……クソッ）

　再び徒労に終わりそうな予感に、亮真は小さく舌打ちをする。

　だが、続けて彼女の口から放たれた言葉は、亮真の予想を超えていた。

「いえ。送そう還かんの技術がないから帰れないのではありません。送還の技術を作れないから帰れないのです」

「なんだと！」

　思いがけない言葉に、亮真の口から怒ど声せいが飛び出す。

　それは、マルフィスト姉妹がこの二ヶ月の間共に旅をしてきた中で、一度も目にした事が無いほどの怒いかりだった。

　この二ヶ月の間、亮真達三人はギルドの仕事を一いつ切さい無視し、地球へ帰る方法を見つけるため高名な法術師を訪ね歩く旅を続けてきた。

　勿論、ガイエスを殺害し、オルトメア帝国から追われている亮真が帝国の勢せい力りよく圏けんに住む法術師達を尋たずねる訳にはいかないので、彼らを除いてではあったが……

　そして各地を訪ね歩いた結果、全ての術者から同じ答えを返されたのだ。

　すなわち、帰る方法などないと。

　しかし、こうも言われていた。

　技術を開発していないのだと。

　だから亮真は彼らに尋ねた。「貴方はその方法を開発出来るのか？」と。

　しかし、彼らは口を揃えて言った。

「自分達では無理だ」と。

　元々、異世界召喚の術式は、ただでさえ数の少ない文法術師達の間でも特に秘ひ匿とくされてきた術だ。その存在は知っていたとしても、詳細を知る術者は極めて数が限られる。ましてや、亮真の願いはさらにその術式を解かい析せきし、新たなる術式を作り出せと言う物。誰もが二の足を踏ふんで当然だった。

　幾たびも繰くり返かえされる無情な答え。そんな中、彼らの一人が新たな術式の開発が出来るかもしれないと言って幾いく人にんかの術者の名前を挙げた。

　その名前を挙げられた術者の一人が目の前に座すわる女、アナマリアだ。

　技術がないのならば作れば良いだけの事。亮真は単純にそう考えていた。勿論、言葉にするほど簡単な事でない事は自覚している。

　開発に年単位の時間が掛かる可能性も、莫ばく大だいな資金を要求される事も覚かく悟ごはしていた。

　しかし、技術自体を作れないとなれば、話が全く変わる。

　シャルディナの追つい跡せきを警戒しながら、必死で追手の追撃を避け、各地を放ほう浪ろうした意味が全て失われてしまうのだ。

　亮真の顔色が変わるのも当然の事だった。

「落ち着きなさい。興奮しても結論は変わりません」

　亮真の怒声を聞いてもアナマリアの表情はまったく変わらなかった。

　元はどこかの国の文官を務めていたらしいが、国政に関して大臣と対立した所為で職を辞したと噂うわさされているのも頷うなずける。

　亮真の巨きよ体たいが発する威い圧あつ感を前にしても、彼女の表情に揺ゆらぎはない。

　女性とは思えないほどの胆たん力りよくだ。

　威圧に意味がない事を理解した亮真は口調を改めた。

　今ここで、アナマリアの不興を買う訳にはいかなかった。

　少しでも情報を集め、地球へ帰る為に役立てなければならないのだ。

「取り乱してしまい失礼しました……大だい丈じよう夫ぶです。何な故ぜ帰る事が出来ないのか、理由を説明して貰もらえますか？」

　胸の奥おく底そこから吹き上がってくる憎悪と怒りを必死で押さえ込み、亮真はやっとそれだけを口にした。

　今ここで叫さけんでも、事実は何も変わらない。

　一歩でも前へと進むために、必要なのは怒りではなく理性。

　強く唇を噛かみ締しめた所為だろう。亮真の口の中に錆さびた鉄のような味が広がった。

「理由ははっきりしています……その理由を説明する前に確認したいのですが、貴方は法術と言う物をどのように理解していますか？」

「法術についての理解……ですか」

　アナマリアの問いに、亮真の脳裏にマルフィスト姉妹から教えられた法術に関しての知識が浮かんだ。

　法術とは、この大地世界に存在する生命体が持つ生気プラーナと呼ばれる固有の力を使う技術の総そう称しようである。

　そしてその技術は、どのように使うかにより更さらに三つの系統に分けられる。

　一つ目は自らの体に宿る生気を自らの体に作用させる武法術。

　詠えい唱しようを必要としないこの技術は、自らの身体能力を増強させるため、接近戦において圧あつ倒とう的てきと言える猛もう威いを振るう。

　欠点としては、人間の持つ基本的な力の増強に留まると言う点だろうか。

　つまり、筋力や持久力を強化する事は出来ても、何もない空中に炎を産み出すといった事は出来ないのだ。

　二つ目はファンタジー小説に出てくるような魔ま法ほうに近い存在である文法術。

　これは神や魔ま、精せい霊れいと言われる人外の存在に自らの生気を捧ささげる事で、力の一部を一時的に借り受けるといったものだ。

　詠えい唱しようが必要とされるが、何もない空中に火を産み出し、電でん撃げきを放つといった、本来、人間には出来ない現象を起こす事が出来る。

　人の力では不可能な何かを実現する事の出来る手段。それが文法術の利点だろう。

　欠点としては、やはり詠唱が必要な点が一番に挙げられるだろう。

　術者の力量しだいで、必要な詠唱を省略する事が可能であるとはいえ、白兵戦において悠ゆう長ちように詠唱などしている時間はない。しかし、文法術師がその真価を発揮するにはどうしてもある程度の敵との距きよ離りというものが必要になってしまう。

　また、神や魔と言った他者へ助力を願うという事は、その対象についての知識とくみ上げられた術式が必要だ。

　しかし、奥おう義ぎと呼ばれる物の殆ほとんどは国家や一部の有力者に秘匿され、そう簡単に学ぶ事は出来なかったし、そもそも識字率が低く書籍が非常に高価である事から、本を読んで勉強するという事を選せん択たくできる人間は極めて限られてしまっている。

　つまり、文法術は武法術に比べて、戦場で力を発揮するまでのランニングコストが大きく嵩かさむのだ。この事実が、数多く居る術者の中で文法術の使い手の数を限られた存在にしてしまっていた。

　そして最後が付ふ与よ法術。

　これは術式を彫ほり込んだ剣けんや槍やりといった生気を持たない物質に、使用者の生気を纏まとわせる事で強度を向上し、特定の効果を物質へ付与する技術である。

　詠唱を必要としない半面、事前に職人の手で紋もん様ようを彫りこむなどの準備をしなければならない上に、効果も事前に決められた物に限られる。

　ただし、紋様を彫りこむ事は術者でなくとも可能である為、道具の生産数自体はそこまで限られてはいない。

　勿論、性能や材質によっては非常に高価で希少な品物ではあったが、それは裏を返せば金の力で補完する事が出来る事を示してもいた。

　つまり端たん的てきに言ってしまえば、どの系統にも優すぐれた利点と大きな欠点が混在しているという事。結局、術者の置かれた環境や本人の力量次第だという事だ。

　亮真の説明を聞き、アナマリアの表情がほころんだ。

「そう。基本は分かっているようね……では尋ねますが、異世界から人を召喚する技術はどの系統に属するか分かりますか？」

　まるで、出来の悪い生徒を試ためす教師のような微び笑しようを浮かべるアナマリアの質問に、亮真は吐き捨てる様に呟つぶやいた。

「文法術……だ」

　その答えを聞き、アナマリアは大きく頷く。

「その通りです。そして異世界への帰還に関して、最大の問題となるのは何へ生気を捧げるかって事なのよ」

「それはどういう意味だ？　俺はこの世界に居る。俺がここに呼ばれたのはこの世界の法術の所為だ！　俺をこの世界に召喚した時に頼たのんだ神へ祈いのれば済む話じゃないか！」

　亮真の言葉使いが荒あらくなる。

　いつも感情を押し殺ころしたように冷静なその顔には、珍しく焦あせりと苛いら立だちが浮かんでいた。

　ある意味それも仕方のない事だ。

　亮真がこの世界に召喚されてから、既に二ヶ月近くが経過している。彼の忍にん耐たいが限界に近づいて当然だった。

　しかし、アナマリアの表情は変わらない。

「確かに、この世界からは出る事は可能です」

「なら！」

　勢い込む亮真を、次にアナマリアの口から出た言葉が絶望の底へと叩たたき落おとす。

「ただし、永遠に時空の狭はざ間まを漂ただよう事になりますが」

「何だと……？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、マルフィスト姉妹の肩かたが震ふるえた。

　しかし、荒あら々あらしい憤ふん怒ぬが籠こもった亮真の言葉と視線を向けられても、アナマリアは眉まゆ一つ動かさずに言ってのける。

「永遠に時空の狭間を漂うと言ったの……つまり貴方は死ぬ事になるか、死んだ方がマシな目に遭あうって事よ」

「ふざけるな！」

　その瞬間、この異世界に召喚されてからずっと亮真の中で押し込められていた何かが音を立てて弾はじけ飛とんだ。

　激しい打だ撃げき音おんが部屋に響き渡わたる。

　堅かたく握にぎりしめた亮真の拳こぶしが木製の机にめり込み、無数の亀き裂れつが走った。

　かなり高価そうな机だが今の亮真にとっては関係ない。

　何かにぶつけなければ、亮真の拳は目の前に座るアナマリアの顔を砕くだいていただろう。

「亮真様！」

「お手が！」

　亮真の後で黙だまって控ひかえていたマルフィスト姉妹が悲鳴を上げる。

　皮ひ膚ふが裂さけたのだろう。手加減をせずに机へ叩きつけられた亮真の拳から、赤黒い血が床ゆかへと滴したたり落ちた。

「亮真様！　お手を。サーラは綺き麗れいな布を出して！」

「うるせえぇぇ！　邪じや魔まだ！」

　治ち療りようの為に駆かけ寄るマルフィスト姉妹を振り払はらい、亮真は血の滴りを無視してアナマリアを睨にらみつける。

「おい、もう一度言ってみろ」

　地の底から響くような、押し殺した低い声。

　亮真の瞳には暗く冷たい憎悪が宿り、その声には明確な殺意が含ふくまれていた。

　年長者への礼れい儀ぎも、心配げに見つめるマルフィスト姉妹の視線も、今の亮真にはなんの意味もなかった。

　今まで必死で押し殺してきた感情が亮真の体を震わせる。そこに居るのは、目を血走らせ、猛たけり狂くるう一匹ぴきの鬼おにだ。

「どれだけ脅されても結論は変わらないわ。あなたは元の世界、つまり裏大地リアースへ帰る事は出来ない」

「裏大地だと？」

「そう。あなたが元居た世界。それを私達は裏大地と呼ぶの。私達が暮らすこの世界、大地の裏側って事ね」

　全く顔色を変えないアナマリアの言葉に、亮真の心が冷静さを取り戻もどしていく。

　どれほど激げき昂こうしようと結論は変わらないのだ。

　ならば、今はアナマリアの話を聞く事が最優先だ。

（落ち着け。今、俺に必要なのは情報だ）

　アナマリアに非はない。その事は、十分に理解している。

　それでも、心に沸き上がるのは、無慈悲な言葉で亮真の希望を打ち砕いたアナマリアへの怒りと憎悪だ。

　だから亮真はアナマリアを生かすだけの利を思おもい浮かべた。

　自分が生き残る為には、アナマリアの情報が必要なのだと必死で頭を切きり替かえる。

（この世界が大地世界アースで、地球が裏大地世界リアースか……まぁ、当然だろうな。この世界の人間がつけた名前だから……）

　これは現実世界でもよくある話。

　どの国にも太陽は平等にその光を与えるというのに国名に日の本の国などとつけたり、地球は丸いのに世界の真ん中という意味で中ちゆう華かと国の名前をつけたりするのと同じ。

　名前をつける時に裏と表が存在するのであれば、自分の住む世界を表とするのは人間の心理として当然の事だ。

　亮真の顔から怒ど気きが薄うすれたのを見て、アナマリアは話を続ける。

「勿論、物理的に裏表がある訳ではないわ。人間が住む異世界が貴方あなた達たちと私達の住む二つしか見つからなかったから、昔の人間が便べん宜ぎ的てきにつけただけの話よ」

「どっちが表でも関係ない。俺が帰れない理由って言うのは？」

　亮真の問いにアナマリアは肩を竦すくめて答えた。

「簡単な話よ。裏大地から大地へ人間を召喚するには、大地に存在する神へ生気を捧げて召喚を許可して貰う必要があるの。それは世界には結界が張られていて、外からの侵しん入にゆうを阻はばんでいるからなのだけれども、その結界は裏大地側にも張られているのよ」

「ちょっとまってくれよ……結界が張られているのは良いとしてだ。現実に俺はこの世界に召喚されたんだぞ。俺をこの世界に入れた神へ祈れば済む話じゃないのか？」

　普ふ通つうに考えれば一度入る事が出来たのだから、出る事も出来る筈だ。

「いいえ。結界内へ入れるかどうかはそれぞれの世界に存在する神が許可するかどうかなの。つまり大地から出た後に裏大地へ入る為には、裏大地側の結界を張っている神へ許可を貰わなければならないって訳よ」

　亮真の頭がアナマリアの言葉を分かりやすく変へん換かんしていく。

（出るのは自由。でも、入るのは許可制……これってオートロックのホテルで部屋から閉め出されるって状況と同じじゃないか？）

　ホテルなどでよくあるオートロックシステム。

　中からは簡単に開くが、扉が閉まると自動で鍵かぎが掛かり、外からは入るには鍵が必要になると言うあれだ。

　二つの世界をホテルの部屋に、時空の狭間をホテルの通路に置おき換かえるとイメージがしやすいかもしれない。

（なら、ルームキーは神の名前って事か……厄やつ介かいだな）

　ホテルとの違ちがいは、フロントに電話して部屋の鍵を開けてもらうと言う事が出来ない点と、時空の間を漂う事になった場合には命の保証がない点の二つだろうか。

「つまり大地側の結界を越えるだけなら可能だが、裏大地側の結界を越える事が出来ない。結果的に時空の狭間に漂って死ぬ事になるって事か……」

「まぁ、そう言う事ね。生あい憎にく時空の狭間から生せい還かんした人間が居ないので、実際にどうなるかは不明ですけどね。概おおむねその理解で良いと思うわ」

　亮真の問いかけに、アナマリアは顔色一つ変えずに頷いた。

「だが、それなら裏大地の結界を張っている神の名前が分かれば？」

　亮真はそうアナマリアへ反論しつつも、返される答えを頭の片隅で予想していた。

　一体いつから大地アースの人間が地球人を召喚していたかは分からないが、十年や二十年などと言う年月でない事だけは確実だ

　恐らく、百年や二百年と言った歳さい月げつでも足りないだろう。

　つまり数百年の間、下手をすれば万単位の人々が地球からこの大地世界へと無理やり召喚されて来たという事になる。戦争で使う都合の良い駒こまとされる為に。

　しかし、その召喚された人間のうち、何人かは亮真と同じように召喚者から逃げ出し、地球へと戻ろうとしたのではないだろうか？

　少なくとも、亮真が地球へ戻ろうとする地球人の第一号ではない事だけは確実だろう。

　アナマリアはヒビの入った机の上に、本ほん棚だなより取り出した色あせた一冊の分厚い本を置いた。

「これは、今まであなたがた異世界人が元の世界に戻ろうとした記録です」

　広こう辞じ苑えんに匹ひつ敵てきするかと言うほどの分厚さを誇る本を開き、アナマリアは静かに続ける。

「送還術式を組む事自体はそれほど難しくありません。ですが、それだけでは貴方が元の世界へ帰る事は出来ません」

　アナマリアが本のあるページを開くと、亮真の前へ突つき出した。

「ここに貴方の世界の神の名が記されています。つまりここに記載されている神の名を使用した術はすでに使用され効果がない事が確認されているという事です」

「つまり……俺がここに記載のない神の名前を知っていない限り……」

「元の世界に帰還する事は不可能だという事です」

　アナマリアの非情な宣告が、亮真の胸に突き刺ささる。

　亮真は奪い取る様に本を小こ脇わきに抱かかえると、街の道具屋で大量の羊皮紙とインクを買い込み、宿屋の自室へと向かった。




「月つく読よみ、須佐之男スサノオ、天あま照てらす……エホバ、ヤハゥエ……インドラ、アグニ、千せん手じゆ観かん音のん」

　古代より神話に語られた神の名。

　誰もが一度は耳にしたことのある有名な神も、歴史の流れの中に埋うもれた無名に近い神も、そこには無数とも言えるほどの神の名が記されている。

　ポセイドンと言う名が書かれている後にオーディンと書かれていたりと、規則性などまるで見受けられない名前の羅ら列れつ。

　民族も宗教も無視し、まさに藁わらにもすがる思いで先人達たちは様々な神の名を試したのだろう。

「クソ！　諦あきらめてたまるか。俺は絶対に帰るんだ」

　その思いが、亮真の体を突き動かしていた。

　たとえ、それがどれだけ可能性の低い賭かけだと分かっていても、諦めなければ０ゼロではないと自分自身の心を騙だますかの様に……

　亮真が籠もる部屋の前の通路には、サーラ達姉妹が立っていた。

　二人の視線は亮真の部屋の扉へ注がれている。

　アナマリアの家から戻る亮真の顔には悲ひ壮そう感かんが漂い、マルフィスト姉妹は言葉をかける事すら出来なかった。

「もう、五時間になるわよ……」

　サーラの言葉にローラは無言のまま頷いた。

　時間は既すでに深夜に差さし掛かかっている。多くの人間が夢の中へと旅立っている時間帯だ。

「亮真様……」

　マルフィスト姉妹には、亮真の気持ちが痛いほど良く分かっていた。

　自分達が亮真の立場ならどうなるだろうかと想像するだけで震えが来る。

　だが、姉妹達に亮真を救う事は出来ない。

　彼かの女じよ達たちに出来る事は、ひたすらに部屋の前で亮真の身を案じるのみだった。




　何い時つの間まにか窓から朝日が差し込んで来た。

　夜が明けたのだ。

　マルフィスト姉妹は互たがいの顔を見合わせると、覚悟を決め亮真の部屋の扉とびらを叩いた。

　彼女達が手にしているのは、宿屋の主人に頼んで特別に作ってもらった夜食を乗せた盆ぼん。

　結局、昨夜から夜が明ける今まで、亮真はただの一度も部屋から出る事はなかった。

　夕食の誘さそいも夜食の差し入れも無視し、ただひたすらにアナマリアから借り受けた本をめくる微かすかな音が扉とび越らごしに聞こえて来ただけだ。

　姉妹の顔にも徹てつ夜や明けの疲ひ労ろうが色いろ濃こく浮うかぶ。

　それでも、彼女達の心に有るのは、まるで取とり憑つかれたかの様に本を調べる亮真の体調を気き遣づかう気持ちだけだ。

　今度は少し強めに扉を叩く。

　調べ物の邪魔をする事は姉妹の本意ではなかったが、昨夜から夕食も夜食も食べず飲み物すら取っていない亮真を放っておく事は出来ない。

「亮真様……？」

　ローラは恐おそる恐る扉越しに声をかけたが、やはり亮真からの返事はなく、ページをめくる音だけが微かに聞こえてくるだけだ。

　そして、ついにその音も途と絶だえた。

「サーラ……」

「ええ……やるしかないわね、姉様」

　マルフィスト姉妹はたがいに頷き合うと、手にしたお盆を床に置き木製の扉へ向いた。

　二人は息を大きく吸い込み腰こしを深く落とす。

　次の瞬間。武法術で身体強化された二人の足が、まるでハンマーでも叩き付けたかのような激しい打撃音と共に分厚い木製の扉を吹き飛ばした。

「「亮真様！」」

　亮真の名を叫びながら飛び込んだ部屋の中は、深い闇やみに支配されていた。

　窓からは陽の日差しが差し込んでいるにもかかわらず、空気は限りなく暗く冷たい。

　それは明らかに部屋の奥おくに座る一人の男から発せられる何かが原因だった。

「亮真様……？」

　重苦しい空気の中、サーラは恐る恐る問い掛ける。

　しかし、扉を蹴け破やぶり侵入したマルフィスト姉妹の姿には視線も向けず、亮真はただ机の上を凝ぎよう視しするのみだった。

　何度も何度もめくり続けたのだろう。

　本のページは一部擦すり切れており、汗あせが紙に染しみつき皺しわがよっていた。

　机の上と床には無数の紙が散乱しており、紙に記載されている名前には全て横線が入っていた。

（これは……ご自分が知っている神の名前を書き出して、それが書籍に記載されているかどうかを調べたのね……）

　ローラがざっと見み渡わたしただけでも数十枚の紙が散乱していた。

「姉様……」

　サーラが床に落ちていた二枚の紙をローラへと差しだした。

　紙には裏表にびっしりと名前が書かれており、その全すべてに横線が入っている。

　そして、見るとそれは全く同じ名前が同じ順番で書かれていた。

「これって……」

　サーラのつぶやきにローラが頷く。

　亮真は自分の知りうる限りの神の名を書き連ねると、書籍の中に記載があるかを調べ、あるものには横線を入れて消していったのだ。

　そして、全てを消し終えた後で間違いがないか、記き載さい漏もれが無いか、見落としが無いかと、再び同じ作業を行ったのだ。

　何度も何度も何度も何度……有りもしない希望を探して。

「……無い……」

　亮真の口から小さな呟きがこぼれた。

「亮真様？」

「俺おれは……帰れない……」

　今度は姉妹の耳にはっきりと聞こえた。

「帰れない……帰れない……帰れない……」

　亮真の口から漏もれる言葉がだんだんと強く大きくなる。

　全身に力が入り、亮真の筋肉が膨ふくれ上あがる。

　それに伴ともない、部屋の中の闇は暗く深くなっていく。

　亮真の顔に浮かんでいるのは憎ぞう悪おと怒り。そして、限りない絶望だった。

　誰か特定の人間に対しての怒りではない。

　それは、この世界そのものに対しての怒りと憎にくしみ。

　怒りは暗き炎ほのおとなって燃え盛り、憎悪は氷の刃やいばとなって研とぎ澄すまされてく。

　亮真がこの世界に召喚されてから二ヶ月。その間、彼かれがひたすら押し殺してきた感情が今、理性と言う名の鎖くさりを噛み切ろうとしていた。

「姉様！」

「ええ！」

　マルフィスト姉妹は部屋に飛び込んだ時から強い違い和わ感かんを持っていた。

　二人が亮真に対して持っていたイメージは、強く冷静で冷れい酷こくで、そして優やさしいそんな人間だ。

　しかし、今目の前に居る亮真は、はかなく脆もろく不安定、それなのに何ど処こか禍まが々まがしく恐ろしい、そんなイメージを見る人間に抱いだかせる。

　二人は無言のまま頷き合うと、優しく亮真の頭を胸に抱だき寄よせた。

　まるで赤子をあやすかの様に。

　涙なみだに濡ぬれる幼子を安心させるように。

「大丈夫です。亮真様。私達が居ます。ずっとお傍そばに……ですから……」




　どれほど時間がたったのだろうか。

　いつの間にか部屋の中を覆っていた暗く重い空気は消えさり、穏おだやかな陽の光が部屋の中へと差し込んでいた。

　そして、姉妹の胸の谷間に顔をうずめた亮真の口から、穏やかな寝ね息いきが洩もれる。

「姉様。ベッドに運んだ方がいいよね？」

　サーラが亮真へ視線を向けて言った。

「そうね……そっちを抱えて頂ちよう戴だい。ベッドまで運びましょう」

　百キロを超す巨体を抱えて、二人はなんとか亮真をベッドへと寝ねかせる。

「これからどうする？」

　サーラの視線が破は壊かいされたドアへと向けられた。

　他に選せん択たく肢しがなかったとはいえ、法術によって身体強化された二人の蹴けりは分厚い木製の扉を粉々に吹き飛ばしている。

　これほど大っぴらな破壊の跡あとを黙って見み逃のがす宿屋はまずないだろう。

「徹夜でお疲つかれだからきっと夕方まで目覚めないと思う……ドアの方は宿屋の主人に話をして少し大目にお金を払えばいいわ」

　ローラは躊躇ためらいがちに言うと、ベッドに横たわる亮真へと視線を向ける。

「亮真様……怖こわかったね……」

　サーラが小さく呟いた。

　その目には微かな恐れが浮かんでいる。

「ええ……でも、そんな事は関係ないわ……私たちは亮真様にこの身をお助けいただいたの。だから、私達は亮真様の物。ただ、亮真様の為ために尽つくせば良いだけの事よ」

　怖いか怖くないかで言えば、ローラとて亮真の見せた表情に恐怖を感じてはいた。

　絶望に囚とらわれた人間の狂きよう気きは、容た易やすく見る人の心を恐怖で打ち据すえる。

　しかし、それでもなお、二人は亮真を見捨てようとは思わない。

　もっとも、その感情が盗とう賊ぞく達たちの魔の手から救い出してくれた亮真への恩義なのか、それとも愛情故ゆえなのか。

　彼女達自身にもまだ判断はつかなかった。

「うん、そうね……姉様」

　サーラはそう言ってローラの言葉に頷き、再びベッドの上で眠ねむり続ける自分達の主人へと視線を向けた。

　穏やかな笑えみを浮かべながら、静かに眠り続ける主の平穏を祈るかの様に。




（ここは……どこだ？）

　亮真の意識は深い闇の中に居た。

　暗く冷たく、心まで凍こおりつきそうな闇。

　虚こ空くうの中を亮真は一人漂っている。

（俺は……そうだ！　宿屋の部屋で調べ物をしていたはずだ）

　少しずつ、亮真の意識がはっきりとしていく。

「ここはお前の心の中よ」

　感情の無い無機質な声が亮真の耳へ響ひびいた。

（心の中……俺の意識の中って事か？）

　亮真の疑問に声が答える。

「そうだ」

（俺は言葉を出していないぞ？）

「心の中だからな。言葉など意味がない」

（お前は言葉を発しているぞ？）

「いや、お前が自分でそう思っているだけだ」

（お前はなんだ？）

「俺か？　俺はお前の最も身近に居る、最もお前を理解している存在だ」

（何を言っているんだ？）

「今はまだ良い……それはいずれ、お前自身が答えを見つけ出す」

　そう言うと声が亮真に問いかけてきた。

「お前は何を望む？」

　亮真は少し考え込むと、最も強い願いを言葉にした。

（俺は……帰りたい。飛鳥あすかに、祖父じいさんに、もう一度会いたい。元の生活に戻りたい）

　正直に言えば、亮真は決して恵めぐまれた生活を送って来た訳ではない。

　生まれつき強固な意志と強きよう靭じんな肉体を持つ亮真は見る者を圧あつ倒とうし、それ故に忌き避ひされてきた。

　他の人間より強いが為に、亮真は集団の中から恐れられ排はい除じよされてきた。

　しかし、それでも亮真を愛し支えてきてくれた家族が居る。

　憎まれ口を叩きながらも、両親のいない亮真を育ててくれた祖父。

　同い年で有りながら、まるで姉の様な顔で世話を焼きたがる幼おさな馴な染じみの従姉妹いとこ。

　恐れ排除しようと言う人間がいる一方で、亮真を愛し、慈いつくしんでくれた人間が確かに周囲には居たのだ。

「だが、それは叶かなわない。お前はそれを自分で確かく認にんしたではないか」

　声は無情にも亮真の願いを切り捨てる。

（俺は帰れないのか？　もう、あの生活に戻れないのか？）

「戻れない。可能性自体は０ゼロではないが。恐ろしいほどの犠ぎ牲せいを覚悟するか、運にすがる以外に方法はないだろうよ。お前自身が理解しているようにな。後はその犠牲を覚悟して行うのか、諦めるのかのどちらかだ」

（なんだ？　何の事だ？　お前は何を言っている）

　亮真は声の言葉の正しさを理解していながらも、必死で分からないふりをした。

「お前は全てを認にん識しきし理解している……ただ、その答えを認めたくないだけだ」

　亮真の嘘うそを声の主は冷れい徹てつな声で切り捨てる。

　亮真自身の心が本当にこの無機質な声の正体であるならば、それも当然と言えた。

　どれほど上う手まい嘘うそ吐つきだろうと、自分自身を騙す事など出来はしないのだから……

（俺は……俺は）

　冷徹な声の指し摘てきに亮真は言葉を詰つまらせた。

「お前が憤怒を解き放つなら、この世界を滅ほろぼす事すら可能だ。無理やりこの大地世界へ呼び出され、無関係な戦いくさに駆り出される。これは誰だれの所せ為いだ？」

（それは……あのクソ野や郎ろうと帝てい国こくの奴やつらの所為だ）

　声の問いかけを受け、亮真の脳のう裏りにガイエスの姿が浮かんだ。

　全ての発ほつ端たんは、亮真をこの戦乱の世界に召しよう喚かんし、戦の便利な駒として使おうとしたあの老人の所為だ。

「違う。これはこの世界の成り立ち自体が問題なのだ。この世界はお前達、地球出身者の犠牲を前提に成り立っている歪ゆがんだ世界だ」

　しかし、亮真の答えを声は否定する。

（歪んだ世界……？）

「そうだこの世界は奪うばう事を前提にして成立している世界だ！　壊こわせ。殺せ。犯おかせ。奪われた物を奪い返せ。お前にはその権利がある！」

（権利が……あるのか？）

　それは、甘あまく甘かん美びな誘ゆう惑わく。

　声は、亮真の中で長年抑よく圧あつされて来た欲望の歯止めを外そうと誘いをかける。

（俺は……）

　押おし殺していた感情が、激流となって荒あれ狂う。

　そこに明確な理由はない。

　いつの間にか、亮真の心から何な故ぜ怒いかりを感じているのかと言う理由の部分が消えていた。

　怒りはただ怒りを呼び、憎悪はただ憎悪を呼ぶ。

　事の是ぜ非ひが消え、倫りん理りが消える。

　憎しみと怒りが止めどなく亮真の心からあふれ出す。

　それはこの大地世界へ召喚され訳も分からない状じよう況きようの中、相手を殺してでも己おのれの身を守ると決意した時のような、緊きん急きゆう事態への対処として一時的に倫理観に蓋ふたをした時とは、根本的に何かが違っていた。

　もし、このままの状態が続けば、御子柴亮真と言う人間は人の心を捨て、怒りと憎悪に染まった一匹の鬼と化していただろう。

　しかし、亮真が無機質な声の誘惑に頷うなずきかけた時、姉妹の声がこの世界に響いた。

「大丈夫です。亮真様。私達が居ます。ずっとお傍に……ですから……」
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　それは温かく柔やわらかで、安らぎに満ちた言葉。

　その言葉を聞いた瞬間、亮真は再び意識を失い闇の世界から消えた。

「ふむ。我を解放せずに戻ったか……まあ、それも良い。いずれ嫌いやでも選択する。我を従えるか、我に飲み込まれるか……どちらであろうとそれはお前自らが決める事……我はお前その物なのだから」

　亮真のいなくなった闇の中に無機質な声のみが響いた。




　亮真がベッドの上で目覚めたのは、陽も既に落ち、窓の外を夜の帳とばりが支配し始めた頃ころだ。

「う……うぅん……て、何だあの穴？」

　大きく伸のびをすると、亮真の口から大きなアクビが漏れる。実に清すが々すがしい目覚めだ。

　しかし、そんな爽さわやかな目覚めをぶち壊すかのように、周囲を見回す亮真の目が最初に映し出したのは、破壊された部屋の扉の哀あわれな姿だった。

　扉が無残にもぶち破られ、大きな穴から廊ろう下かの照明の光が部屋に差し込んでくる。

　次に気になったのは自分の位置だ。

　記き憶おくでは机に向かって調べ物をしていた筈はずなのに、何故かベッドに寝ている。

　更に、部屋の中に置いてあった筈の荷物が姿を消しているのも気になるところだ。

（金を入れた袋ふくろはちゃんとあるから問題はないが……）

　懐ふところに忍しのばせた財さい布ふ代わりの袋の重みを確かめながら、亮真はまるで強ごう盗とうにでもあったかのような部屋の惨さん状じように首を傾かしげるしかない。

（まぁ、後でローラ達に話を聞けば済むか……でも、それはさて置き、随ずい分ぶんと腹が減ったなぁ）

　まる一日近くを絶食で過ごしたのだ。亮真が空腹を覚えるのも当然だった。

　その時、亮真は食欲を誘う美味おいしそうな香かおりが、扉に開いた穴から漂ってくる事に気がつく。

　階下の食堂で食事が出されているようだ。

　扉に開いた穴といい、自分がベッドに寝ている事といい、色々と気になる点は多かったが空腹には勝てない。

　亮真は軽く乱れた髪かみをなでつけ身み支じ度たくをすると階下へと下りて行った。




「お！　あんた、ようやく起きたのかい」

　宿屋の主人が階段を下りて来た亮真に声を掛ける。

　どうやら帳ちよう簿ぼの整理でもしていたようだ。

「あぁ、どうも。おはようございます」

　宿屋にチェックインした時に顔を合わした以外、ろくに挨あい拶さつすらしていない亮真に対して店主は笑え顔がおで話しかけた。

「部屋の修理代は、連れの女の子からもらった分で足りるから。気にしなくていいよ」

　気さくに話しかけてくる店主の言葉に亮真は怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

　さっきまで寝ていたのだ。己の置かれている状況が分かる訳がなかった。

「あぁ、そうか。あんたはさっきまで眠っていたのだったな。なら、詳しよう細さいはあの子達に聞くといい。あの子達があんたの為に壊したのだからな」

「はぁ……」

　亮真は主人の言葉に曖あい昧まいな返事をした。

「まぁ、なんにしろ、もう弁べん償しようはして貰ったからあんたは気にしなくて良い。今夜は新しい部屋に移りな。荷物はあの二人が既に運んでいるからな」

　どうやら部屋を移る事になるらしい。

　亮真にしてもドアの壊れたプライバシーの無い部屋に寝るのはごめんなので、特に異い存ぞんはない。

「わかりました」

「あぁ、そうだ！　あんた昨日から何も食べてないんだろ……家内がシチューを作ったから部屋に持っていきな」

　そう言うと、宿屋の主人は調理場に居いる女将おかみへ声を掛ける。

「おい、例の兄さんが起きたから食事の準備をしてやってくれ」

　その言葉とほとんど同時に、調理場から太った年配の女将がお盆を掲かかげてやってきた。

「あいよ！　そんなに怒ど鳴ならなくても、準備は出来ているよ」

　どうやら亮真と店主が話す声を聞いて既に準備していたようだ。

「ほら！　こいつを持って行きな」

　威い勢せいの良い声と同時にお盆が亮真の前に突き出された。

　良く煮に込こまれたシチューの香かおりが食欲をそそる。

　籠かごに山盛りのパンも焼きたてなのだろう。

　だが、亮真は戸と惑まどいを感じた。

　お盆には三人分の食事が載のっていたからだ。

　やけに大きな皿に注がれたシチューは、まず間ま違ちがいなく亮真の分だろう。

　しかし、亮真の空腹を計算してお代わりを用意したとしたら、態わざ々わざ別の皿を使う必要はない。小さな鍋なべでもつければそれで事は足りるのだから。

　ならば、お盆の上に載せられた三枚の皿の意味は？

　いぶかしげな表情を浮かべていた亮真の右足の脛すねに突とつ然ぜん軽い衝しよう撃げきが走る。

「それはお嬢じようさん達の分だよ！」

　百九十センチ近くの身長に百キロを超こえる巨きよ体たいだ。

　女性に脛を蹴られた程度でどうなるものでもないが、いきなり蹴られた事に驚おどろきの表情を浮かべる亮真へ、女将は眉まゆを顰ひそめて言い放った。

「あんたねぇ！　一体どれだけあの子達に心配をかけたと思っているんだい。えぇ？　そんなでかい図ずう体たいしてさ」

　よほど、亮真の表情が気に入らなかったらしい。

　女将は、状況がつかめていない亮真へさらに言葉を重ねる。

「あんたが何を調べていたのか知らないけどね。血相を変えて帰ってきたと思ったら、夕食も夜食も食べずに部屋に籠こもりきってさ……食事を食べないのは、そりゃぁあんたの勝手だよ！　でもね、あんたが食べないのに自分達が食べる訳にはいかないって、あの子達も食事をしなかったんだよ？」

「え？　あいつら食べて無いんですか？」

　その言葉を聞いた瞬間、亮真の顔色が変わる。

　まさか、二人まで食事を取らずにいるとは予想すらしていなかった。

「はぁ。これだから男って言うのは……良いかい！　あの子達もそろそろ目覚める頃ころ合あいだからね！　部屋に持って行って一いつ緒しよに食べるんだよ！」

　女将は大きなため息をつくと、肩を竦すくめ呆あきれたと言わんばかりに首を振ふりながら調理場の方へと姿を消した。

「まぁ、あんたは一人じゃないって事さ。何を悩なやんでいるのかは知らないが、思いつめすぎると他の大切なものを失うことになるぞ」

　その場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす亮真の肩を軽く叩き、店主も帳簿整理の仕事に戻る。

　それは年長者が道を見失った若者へ送った忠告。

　何気ない言葉だが、店主の言葉は亮真の心を深く抉えぐった。

（俺は……）

　二人の言った言葉が、亮真の頭の中でぐるぐると回る。

　ただひたすらに、地球へ帰る。それだけを目的に旅をしてきた亮真が、出会ったあの日からずっとローラ達姉妹に支えられて来た事を強く意識させられた瞬間だった。

（俺は周りを見ていなかったのか……）

　その思いが亮真の心を締しめ付ける。

　亮真にとってこの世界は苦痛でしかなかった。

　無理やり召喚された亮真がこの世界を好きになれるはずがない。

　というより、正直に言えば亮真はこの世界を憎んでいた。

　当然、この世界に生きる人間達もだ。

　だが、憎んでいたはずのこの世界の人間達にいつの間にか亮真は支えられていた。

　思い起こせば、オルトメアの帝てい都とで出会った裏道に有る食堂の女将も、ギルドで登録を担当してくれた受うけ付つけ嬢じようも、何も知らない亮真に教えてくれたのだ。

　亮真がこの世界で生きるために必要な様々な事を。

　それは人と人との繋つながり。

　結局、人は一人では生きられないのだ。

　どれほどこの世界を憎もうと、それは変える事の出来ない真実。

　余よ程ほど、運命をつかさどる神は残ざん酷こくで悪戯いたずら好きなのだろう。

　そして、きっと根こん性じようの捻ねじ曲まがった皮肉屋に違いない。

　亮真から信しん頼らいする家族を無理やり奪う一方で、マルフィスト姉妹と言うかけがえのない二人の少女を与あたえたのだから。

　亮真は躊躇ためらいがちに姉妹の部屋の扉を叩く。

「はい。ちょっと待って下さい……」

　ローラの穏やかな声が扉の奥から聞こえてきた。

「俺だ。少し良いか？」

「あ！　今開けます」

　来客が亮真である事を知り、サーラが素す早ばやく扉を開けた。

　亮真は、お盆の中身をこぼさないようにゆっくりと姉妹達の部屋の中へと入る。

「どうかされたのですか？」

　サーラが不思議そうに亮真の顔を見つめた。

　部屋の奥にしつらえられたベッドに腰かけているローラも同じ表情を浮かべている。

「たいした事じゃないんだが……一緒に飯でもどうかと思ってさ」

　亮真がテーブルの上に手にしたお盆を置いて照てれ臭くさそうに笑うのを見て、姉妹は満面の笑みを浮かべて頷いた。

　この日、マルフィスト姉妹と共に取った食事は決して贅ぜい沢たくな一品とは言えない物だったが、亮真がこの世界へ召喚されてから最も温かで美味しいと感じる食事となった。







第一章　襲しゆう撃げき者しや







　薄うす暗ぐらい森の中を、三人の人ひと影かげが足音を忍ばせながら奥へと進んでいた。

　ここは、西方大陸最大の交易都市であるフルザードの北に横たわる森林地帯。

　それも街かい道どうを大きく外れ、最も近い村が数日はかかると言う奥おく地ち。

（祖父じじいに仕込まれた技わざがこれ程役立つとはなぁ……）

　気配を出来るだけ殺し木々を掻かき分わける亮りよう真まは、後ろから背後を守るように付き従うマルフィスト姉妹の気配を感じながら、そんな思いが心の中に浮うかぶ。

　古武術とは兵士が戦場で生き残る為の総合的な技術を体系化したものだ。

　それは単純に敵と戦う術を学ぶだけではない。

　斥せつ候こうの任務を遂すい行こうする為に必要な、自分の気配の消し方や敵の気配の察し方に始まり、鎧よろい兜かぶとをつけた状態での泳ぎ方や、自生する薬草を使用した医術など、戦場を生き抜ぬく為に必要なありとあらゆる知識を学ぶ。

（あの時は、いったい何時使うんだとしか思わなかったが……皮肉なもんだぜ。日本では無意味な技術が、この世界に召喚されて初めて意味を持つようになるんだからな）

　古武術と聞いて、柔じゆう術じゆつや剣けん術じゆつといった物を思い浮かべるのはある意味正しい。

　現代社会に残る流派の多くは戦国の世が終わった後に、体系化されたものだ。

　そして、太平の世が進むにつれて、その技術は特化され洗練されていく。

　最終的に柔術は柔じゆう道どうへ、剣術は剣けん道どうへと昇しよう華かしたが、その過程で無む駄だと切り捨てられ、教本には記き載さいがあっても、実際に使う事が出来る人間が居なくなっていった技術は多い。

　そんな時代の中で、御み子こ柴しば亮真の祖父は古いにしえから伝わる家伝の技法を余すところなく亮真へと伝えた。

　その中には、現代では決して使わない、もしくは使えない技法も多い。

　亮真がマルフィスト姉妹へ伝えた歩き方も、そんな時の流れに埋まい没ぼつしていく失われた技の一つだ。

　森の中で狩しゆ猟りようによって日々の生活の糧かてを得ようとする人間にとっては、気配と足音を消すなど出来て当然の技術だ。

　これが出来なくては、獲え物ものを逃にがしてしまうのみならず、自らの身も危険にさらされてしまう。

　しかし、多くの人間が生活の場を街に変えた現在で、今もなおこの技術が生き残っているとすれば、東北地方にいるマタギと呼ばれるごく一部の猟りよう師し達たちの間くらいのものだろう。さもなければゲリラ戦に特化した軍の特とく殊しゆ部隊のような存在くらいだろうか。

　どちらにせよ、そのくらい現代社会に森で生き抜く為の技術は必要とされないのだ。

　しかし、自然が消え、地球の中でも先進国と言われるようになった日本ではたとえ不必要となった技術であっても、この人の手が入らない未開の地が多く残されている大地世界アースでは大いに役立つ。

　自分の生きるべき日本では無用の技術。

　しかし、その無用で意味を持たなかった技術が今の亮真を支え生き延びさせているというのは否定のしようがない事実だ。

　その皮肉な巡めぐり合あわせに、御子柴亮真がその顔に自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべるのは当然なのかもしれない。

　先頭を進む亮真が、右手を挙げて立ち止まる。

（あそこに居るな……何時もどおり俺が囮おとりとして奴の注意を引き付ける。二人は左右から隙すきをみて挟きよう撃げきを……行け！）

　後ろを振り向むく事なく無言のまま手でマルフィスト姉妹へ合図を送ると、亮真は静かに腰に結ゆわえた皮かわ袋ぶくろから戦輪チヤクラムを取り出した。

　合図に従い、マルフィスト姉妹の気配が背後から散っていくのが感じる。

　既に幾いく度ども繰くり返かえし身に染み付いた必勝の戦術。

　亮真の視線の先に蠢うごめくのは、一匹ぴきのカマキリ。

　細く引ひき締まった緑色の体に、巨きよ大だいな二本の鎌かま。

　姿形は地球に生息するカマキリとなんら変わりがない。

　ただ一点、異なる点を上げるとすれば。それは一メートル五十センチを超えようかと言うその巨体。

　大蟷螂ラージマンテイス。

『緑林の殺し屋』と言う異名を持つ、熟練の冒ぼう険けん者しや達たちからも恐れられる怪かい物ぶつの一種だ。

　地球に存在するカマキリと呼ばれる昆こん虫ちゆうは、どんなに大きくとも十数センチが関の山だが、目の前のカマキリはそんな常識を覆くつがえす存在。

　亮真の位置からは後姿しか見えないが、どうやら食事に夢中のようだ。千切られた狼おおかみの下半身が、大蟷螂の足元に横たわっている。

　弓のように引き絞しぼられた亮真の体がしなり、戦輪が風を切きり裂さき大蟷螂へと放たれた。

　全方位に視覚を持つと言われる昆虫種が持つ複眼も、薄暗い森の木々の間を切り裂き高速で飛来する戦輪までは見切れない。

　次の瞬しゆん間かん、無防備な大蟷螂の背中に戦輪が深々と突き刺さる。

　痛みを感じているのかいないのか……

　苦痛の鳴き声一つ洩らさず、大蟷螂は前足で抱え込んでいた獲物を投げ捨てた。そして亮真の方へと振りむくと、折りたたんでいた大きく羽を広げて食事の邪じや魔まをする無礼な敵を威い嚇かくする。

　無機質な目だ。

　昆虫種特有のまったく感情を感じさせないガラス球の様な目。

　しかし、不意打ちを受け、手傷を負い怒いかりに燃える大蟷螂の感情が亮真へ伝わってくる。

（そうだ、もっとこっちを見ろ！　俺が敵だ）

　ボクサーの様に前足を顔の前に持ち上げる大蟷螂は、防ぼう御ぎよを固めながらも亮真の隙を窺うかがっている。

　一いち撃げき必殺。

　狼の血で真っ赤に染め上げられた強きよう靭じんな口元。

　のこぎり状の二本の鎌が、静かに新たなる獲物の血を欲ほつしていた。

（真正面からは無理か……）

　牽けん制せいの為に亮真の手から放たれた二枚の戦輪が、大蟷螂の前足で弾はじかれる。

　流石さすがに獲物の体をやすやすと切り裂く武器だ。

　鉄で出来た戦輪を弾く事も、大した事ではないらしい。

　亮真は静かに腰の剣けんを鞘さやから抜き放つと、刀身を体の陰かげに隠かくすように右脇わきに構えた。

　脇構え。

　相手の出方を観察し、それに合わせて臨機応変に対処する構えだ。

　その間、亮真はただの一度も大蟷螂から視線を放す事はなかった。

　一いつ瞬しゆんでも視線を逸そらせば、大蟷螂ラージマンテイスが十メートルもの距きよ離りなどものともせずに、自分へと襲おそい掛かってくる事を理解していたから。

　獣けものも昆虫も、獲物へ襲い掛かるのは相手が隙を見せた一瞬。

（良いぞ……もっとこっちに意識を向けろ！）

　両者が睨にらみ合っていたのは、時間にしてほんの十秒程だろう。

　亮真は脇構えの体勢のまま、一気に間合いを詰めた。

　そして、それに呼応するかのように大蟷螂は前足を振り上げる。

　碧みどりの巨体が羽を羽ばたかせ、一気に宙へと飛び上がった。

　頭上より容よう赦しやなく襲いかかる大蟷螂の全体重が乗せられた渾こん身しんの一撃を、亮真の剣が受け止める。

　亮真の全身に鈍にぶい衝撃が走った。

　大蟷螂の巨体を真正面から受け止める為、亮真の鍛きたえ抜かれた筋肉が大きく膨れ上がった。

　顔は真っ赤に染まり息が止まる。

　大蟷螂は、そのまま亮真を押し潰つぶそうと力を込めてくる。

　剣と鎌の鍔つば迫ぜり合い。

　どちらも力を緩ゆるめる事は出来ない。

　一瞬でも力を抜けば、そのまま大地へ叩たたきつけられる事になるだろう。

　その事を本能的に察して、大蟷螂の思考が目の前の獲物を仕し留とめる事にだけ向けられる。

　こうなってしまえば複眼のもつ広い視野も意味を持たない。

　意識の集中。

　それが、自分の命を縮める事になるとも知らずに大蟷螂は鋭するどい顎あごをゆっくりと亮真の顔へと近づけていく。

「今だ！」

　亮真の合図と同時に左右の茂しげみからマルフィスト姉妹が一いつ斉せいに飛び出した。

　二人の剣が唸うなりを上げ、大蟷螂へ向かって襲いかかる。

　マルフィスト姉妹の生気プラーナが激流となって第一のチャクラである会え陰いんのクンダリーニチャクラへと流れ込み、彼かの女じよ達たちの体が人を超えた力で満たされた。

　二人の狙ねらいは、大蟷螂の巨体を支える四本の足。

　幾いくら強靭な生命力と敏びん捷しよう性せいを誇ほこっていても、左右から突然不意打ちを受ければ防ぐ事など出来るはずもない。

　武法術によって強化された姉妹の一撃が唸りをあげて襲いかかる。

　太く頑がん強きような大蟷螂の関節へ刃が食い込み、足が一気に断たち切られた。

「サーラはそのまま残りの足を狙え。ローラは胴どう体たいだ！」

　足を斬きり飛ばされ体勢を維い持じ出来なくなった大蟷螂の前足を斬り飛ばしながら、亮真は油断なく叫さけぶ。

　実戦では勝利を確信した一瞬こそが最大の危険なのだ。

　敵の息の根は完全に止める事。それは病的な臆おく病びようさと言えるかもしれない。

　しかしそれを持っていない人間は、この大地世界で生き抜く事が出来ない事を亮真は本能的に悟さとっていた。

「このまま一気に仕留めるぞ。こいつは半はん端ぱじゃなくしつこいからな！」

　切り離はなされた足が地面でビクビクと脈打つのを横目に、亮真はマルフィスト姉妹へ向かって叫んだ。

　昆虫種は、生物の中でも屈くつ指しの生命力を誇る。

　それは地球であろうと、大地世界であろうと同じ事。

　彼らはたとえ首を斬り飛ばしたとしても、生命活動が完全に停止するその時まで平気で襲い掛かかってくる。

　足を全て切り離しても、決して油断は出来ないのだ。

　とはいっても、今の状況なら不測の事態が起きない限り、亮真達たちの勝利は動かない。

　たとえ、剣で体を突つき刺さしても、大蟷螂はビクともせずに反はん撃げきしてくるだろうが、最大の武器である前足の鎌や四し肢しを胴体から切り離してしまえば、反撃の手段は残されていない。

　後は確実に止とどめを刺せば良い。

　亮真は無言のまま大蟷螂の頭部へ剣を突き刺すと、傷口を剣で抉った。

　大蟷螂も初めは必死にもがいていたが、次し第だいにその巨体が動かなくなる。

（たまらない感覚だ。安全で快適な日本で暮らしていては決して得られない……だが……）

　命のやり取り。

　亮真は獰どう猛もうな笑みを浮うかべながら、大蟷螂の死し骸がいを見下ろした。まるで、極限の一瞬に感じる生の実感をかみ締めるかのように。

　それは御子柴亮真と言う人間がこの大地世界に順応している証あかしだ。

　しかし、その一方で亮真の心には何か消化しきれないしこりの様な物を感じても居る。

（俺はこの先どうすればいいのだろう？）

　楽しさと虚むなしさ。相反する気持ちを胸にしながら、亮真は獲物を手て際ぎわよく解体していった。




　ミレイシュの街を後にした亮真達三人は、東部地方のミスト王国が誇る最大の港街フルザードへとやってきていた。

　アナマリアより借りた本によって、日本へ戻もどる事の出来る可能性が限りなく０ゼロに近い事を知った亮真は、帰き還かんの手段を追い求めることを止め、この世界で生きていく事を考え始めていたのだ。

　どれほど泣き叫んでも変わらない現実。

　それを直視した時、亮真の心は大きく変わった。

　そして、その心境の変化にはマルフィスト姉妹の亮真への献けん身しん的てきな愛情も大きく影えい響きようしている。

　だが、この世界で生きるといっても何か目的がある訳ではない。

　それこそ勇者として召喚でもされたのならば、目的がはっきりしている分だけまだ気分的には楽なのだろうが、今の亮真にとって人生の目標と言える物が何かある訳ではないのだ。

　無論、彼も大地世界へ召喚されるまでは、一部特殊な生活環かん境きようであったにせよ、概おおむね普ふ通つうと言える高校生活を謳おう歌かしてきた。

　だから、人並みな夢や希望は当然のように持ってはいる。

　しかし、その夢や希望は日本という枠わく組ぐみの中での話に過ぎない。

　文化も文明度も日本とは比べるまでもなく劣おとっている大地世界では、望むべくもない夢でしかないのだ。

　強しいて目的を上げるとすれば、この不毛な戦乱の世界へと亮真を召喚したオルトメア帝国に対しての復ふく讐しゆうだが、召喚者のガイエスは既すでに自分の手で殺しており、国そのものへ復讐するには力が足りなすぎる。個人の力では仮に皇こう帝ていを殺したところで、国というシステムを殺す事は出来ないからだ。

　力を蓄たくわえ何い時つか復讐を果たす。

　日本へ帰る事が出来ない今、その事を諦あきらめるつもりはない。

　しかし、復讐だけが生きる目的ではあまりに不毛だ。

　復讐は人生における大きな目標の一つではあるが、それだけでは人は何時か悪あつ鬼きへと変わり果ててしまう。

　そこで亮真はギルドの依い頼らいをこなしながら金を稼かせぎ、大陸を旅する事にした。

　各地を己の目で見て回り、様々な経験を積む事で何かを得ようと考えたのだ。

　勿もち論ろん、別の選択肢も取る事は出来た。亮真の銀行口座にはこの世界の一いつ般ぱん人じんが一生掛けても稼ぐことの出来ない金額が眠っているのだから。

　だが、今はまだ奴ど隷れい商人のアゾスから奪った金に手をつけるつもりはない。

　一生働く必要がないほど莫ばく大だいな財だ。

　未いまだ戦乱収まらぬ世界でも、金の力は少しも衰おとろえはしない。金を出せば全すべてを買える訳ではないが、金があれば大たい抵ていの無理は押し通とおす事が出来るのもまた事実。

　どこか安全そうな街に腰こしを落ち着け、贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活を送ろうと思えば不可能ではないだろう。しかし、それでは生きる意味がない。

　亮真は心の底から欲しているのだ。

　自らが、この世界で生きていく事の意味を……




　堅けん固ごな城じよう壁へきに囲まれた交易都市。

　街の東側には西方大陸最大規模の港を備え、大陸各地から送られてきた様々な交易品はもとより、中央大陸や東方大陸と言った遠方より運ばれた品々さえも手に入る。

　石で造られた頑強な建物が立ち並び、人々はせわしなく通りを行き交う。

　交易都市として名高いフルザードはそんな喧けん騒そうと活気に満ちた街だ。

「まずは道具屋ですね」

「先にギルドへ向かい依頼の達成報告を済ませた方が良いわ」

　街の大通りを、三人の男女が歩いていた。

　彼かれらの肩かたには、巨大な袋が重く食い込んでいる。

　怪かい物ぶつ達たちの牙きば・爪つめ・皮・肉・体液等は、その殆ほとんどが食料になり、薬になり、武器になり、防具になる。

　多くの分野で地球の先進国と呼ばれる国々では、この大地世界より遙はるかに優すぐれた豊かな生活を営んでいる。

　しかし、大地世界の技術が全て劣っている訳ではない。

　その理由の多くは、地球では空想の産物でしかない怪物達の存在だろう。

　それらの体から作られる様々な製品は、時に地球の物よりも遙かに優れた性能を発揮するのだ。

　怪物達は人間の生活を脅おびやかす害がい獣じゆうであると同時に、この大地世界で欠かす事の出来ない資源でもあった。

「姉様……ギルドの依頼はまだ期限に余よ裕ゆうがあります。先に採取した物品を処分してしまって、身軽になってからゆっくり食事をした後でも十分だと思いますけど？」

　なるべく嵩かさ張ばらない物で高額な物のみを厳選して取得してはいるのだが、その量は一袋あたり軽く四十キロを超える。

　中でも、最も高値で売れる大蟷螂の体液などは早めに専門の処理をしなければ品質が落ちかねない。

　外傷に対して信じられない程の効果を発揮する秘薬を作るのに欠かせない材料である大蟷螂の体液はフルザード近きん隣りんの森で採取出来る物の中では、常に需じゆ要ようが供給量を上回っており、良い値段で取引されているのだ。

　それに、ギルドで請うけ負おった薬草採取の依頼は、まだ数日期限に余裕があるとはいえ、早めに報告をしておく方が何かと安心だ。

　何か不測の事態が起こらないとも限らないのだから。

「そうかしら？　報告を忘れて後で慌あわてることになるより、今のうちに報告を済ませてしまってから宿屋でゆっくりとした方が良くはないかしら……亮真様はどう思われますか？」

　マルフィスト姉妹の視線が先頭を進む亮真の背中へ向けられる。二人にしてみれば、結局のところはどちらでも構いはしないのだ。大切なのは主の意向だけ。それでも、二人の視線の奥おくに隠されている本音は自分の意見に賛同して貰もらいたいという願望だろう。

「そうだなぁ……久しぶりに宿屋でゆっくりと体を休めたいけど、ギルドへ報告を忘れるのも怖こわいからな……だが、とりあえず二手に分かれて仕事を済ませたら先に宿屋で風ふ呂ろに入ろうぜ。さすがに俺おれもこんな臭においをさせて街中で飯を食うのは勘かん弁べんして貰いたいからな」

　亮真の言葉に、姉妹の顔がほころんだ。

　数日の狩かりで、三人の担かつぐ袋の中には森の奥地で得た大量の毛皮や牙が詰め込まれている。

　この大荷物を肩に担いだまま街を徘はい徊かいするのは体力的にきつい。

　それに、人里離れた森の奥で野営をしていた為ため、風呂などには当然入れる訳もなく、濡ぬらした布で体を拭ぬぐう程度が関の山だ。

　年とし頃ごろの姉妹にとって、傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやと言った職業に就ついた以上致いたし方かたないと諦めている半面、風呂は常に大きな問題だった。

　無論、数ヶ月も共に旅をしてくれば、その辺りの事情は亮真にも理解出来る。

　自分達の主が見せたさりげない心こころ遣づかいに、マルフィスト姉妹の顔がほころんだ。

「ローラ、荷物を貸せ。お前はギルドの方で報告しておいてくれ。俺はサーラと二人でこの荷物を処分してくる」

「かしこまりました」

　ローラは少し残念そうな表情を浮かべたが、亮真の案が最も効率が良い事は理解出来ている。

（亮真様と一緒に行けないのは残念だけど……仕方ないわね）

　それに、見方を変えれば自分の方が妹よりも信頼されているからこそ単独行動を命じられたともとれる。

「では、達成の報告がてら、何かめぼしい依頼がないか確認してきますね」

「あぁ、そうしてくれ。次の仕事を何にするかは飯を食いながら話そうか」

　ミレイシュの町を離れる際に三人は隊としてギルドへ登録を行っている。

　隊として登録すれば、依頼の報告や受注を隊全体として行う事が出来る様になる為、手間が省けるのだ。

「では、後ほど」

　軽く頭を下げるとローラはギルドの方へと消えた。

「さて。さっさと換かん金きんしてくるか」

　亮真はサーラを促うながし、両りよう肩かたに袋を担いで歩きだした。




「はい。月光草を十束ですね。少々お待ちください」

「えぇ、手続きをお願いします」

　ギルドの受付嬢は、ローラがカウンターの上に置いた袋の中身を確かく認にんすると笑顔を浮かべた。

「良かった！　在庫の方が残り僅わずかだったので助かりました。最近、北の森に行ってくれる人が少なくて困っていたんです。あそこは、中級に属する冒険者でも余り行きたがりませんから」

　月光草は秘薬の精製に必要不可欠な薬草だが、保存が難しく人工的な栽さい培ばいも難しい。その為、定期的に天然に生えている物を採取する必要が出てくる。

　特とく徴ちよう的てきな水色の花弁は素人しろうと目めにも見分けがつきやすい為、専門職である薬やく剤ざい師しでなくとも採取自体は可能なのだが、群生地が森の奥地に限られて居る為、実際にそこまで行くには戦せん闘とう技能を持つ冒険者や傭兵を雇やとうしかない。

　実際、戦う術すべを持たない人間では、森を徘徊する怪物の餌え食じきになってしまうのが目に見えている。

　いや、仮に中級と呼ばれる冒険者でも油断は禁物だ。

　森は大地世界の怪物達の中でも敬遠されがちな昆虫種の王国。体に刃はが食い込んでも痛みを感じないのか、怯ひるむ事なく反撃をしてくる昆虫種は、一個の生命体としての戦せん闘とう力りよくは決して侮あなどる事の出来ない脅きよう威いだ。

　その上、虫の多くは群れを作る。

　それも、一つの群れが場合によっては数十から数百、と言う単位で形成されている事も珍めずらしくはない。

　個体の大きさが地球の種と違ちがってかなり巨大である為、数万、数十万という単位の群れになる事はないようだが、それでも十分な脅威だ。

　結界柱で守られた街道からほど近い場所ならばそれほど危険もないのだが、奥地に進めば進むほど人は弱者の立場へと追いやられてしまう。

　森の奥地はそれほどまでに危険だった。

　実際、このミスト王国でも最大級の規模を誇る交易都市フルザードでも、この依頼を確実に達成出来る実力を持つ存在は限られている。そして、そういった人間に定期的な依頼をするのはたとえギルドであっても難しいのだ。

「そうかしら。そこまで危険と言う印象は受けなかったけれど？」

　ローラは受付嬢の言葉に首をかしげた。

　確かに危険ではあるだろう。

　大蟷螂を筆頭に、多くの怪物達が徘徊しているのだから当然だが、その一方で今まで絶対に勝てないと言いきれるほどの怪物と遭そう遇ぐうした事はない。

　多くの冒険者が嫌きらう大蟷螂とて、昆虫種特有の強きよう靭じんな生命力や、鋭い二本の鎌は確かに脅威ではあるものの、今回森で倒たおした数だけに限っても亮真達三人で十匹以上は始末している。

「それはローラさん達の腕うでが良いんですよ。月光草の群生地は森のかなり奥なのに。余程、索さく敵技能に優れていらっしゃるんですね……あっ、こちらが今回の報ほう酬しゆうです。お確かめください」

　受付嬢がローラへ登録カードと報酬の入った袋を差し出しながら、どこか心配そうな視線を向ける。

　どうやら、彼かの女じよはローラ達が怪物との遭遇を避さけて、月光草を採取してきていると考えているようだ。

　確かに未だ低ランクの駆かけ出しであるローラ達が、熟練の冒険者ですら不覚を取る事があると言う大蟷螂を仕留める姿など、想像しろと言う方が無理なのだろう。

　それに、北の森で仕留めた怪物の体から採取した材料は、全て町の道具屋へ販はん売ばいしギルドの納品系の依頼をまったく行っていない事も一因だと言える。

「ありがとう。確かに」

　軽く袋の中身を確認し、ローラは頷うなずいた。

「本当に余り無理をなさらないでくださいね。ローラさん達はまだまだ初心者と言ってよいランクなんですから。もっと手軽な依頼を数多くこなされてランクを上げられる方がいいと思いますよ？」

「そうね、ランクの件はみんなと相談してみるわ……今日はこれで。また来ます」

　無む邪じや気きに心配そうな視線を向ける受付嬢へ曖あい昧まいな答えを返しながら、ローラは報ほう酬しゆうの入った袋を受け取り依頼が張り出された掲けい示じ板ばんへと視線を向ける。

　先ほどからめぼしい依頼がないかとあちこち見てみたのだが、どれも亮真達では請け負えないものばかりだ。

　もちろん、請け負える依頼が全くない訳ではないが、どれも手間と時間が掛かる割りに報酬の額も余り良くない。

（そろそろランクを上げても良いと思うけれど……）

　ローラ自身はランクを上げた方が良いと思わなくもないのだが、亮真はあまりランクを上げる事に興味がないらしい。

　今まではっきりと口に出した事はないが、亮真の依頼の請け負い方を見ればおのずと分かる。

（まるで、ご自分の名が高まるのを嫌いやがっているみたい……）

　今回にしてもそうだ。

　月光草の採取に森まで向かいながら、森に出しゆつ没ぼつする怪物達に対しての討とう伐ばつ系の依頼を全く請け負っていない。

　無論、亮真達のランクが低すぎて請け負えない討伐系の依頼が多いのは事実だが、全く依頼がないと言う訳ではないのだ。

　それなのに、請け負ったのは月光草の採取依頼のみ。非効率的な以来の受け方をしているのは明らかだった。

　はっきり言えば、亮真は何時でもランクを上げる事が出来た。

　法術の会え得とくこそ未だ未修得のままではあったが、大蟷螂程度なら楽に屠ほふれるだけの力と戦術を亮真は持っているのだから。

　しかし、決して実力が足りないと言う訳ではないのに、三人は相変わらず初心者といわれる低ランクのまま。

（何かお考えがあるのかしら……ひょっとしてオルトメア帝てい国こくの追手を気にされていらっしゃるの？）

　ローラの胸に、亮真に対して小さな疑問が浮かぶ。もっとも、それはほんの一瞬で消え去った。彼女にとっては主の命令こそが全てに優先するのだ。

「ほう。月光草の採取ですが、ごくろうさまでした」

　宿屋へ戻ろうと踵きびすを返したローラの背中へ、受付嬢の後ろにある机で書類の束と格かく闘とうしていた男が立ち上がり声を掛けて来た。

　歳のころは三十代半ばといった辺りだろうか。

　丁てい寧ねいに金きん髪ぱつを後へなでつけた、品の良い感じのする男だ。

　仕立ての良い服を着ているところを見てもギルド内でそれなりの地位に居るのだろう。

「ローラ・マルフィストさんですね。お仲間は御子柴亮真さん、サーラ・マルフィストさんのお二人で間違いありませんか？」

　男は穏おだやかな口調でローラへ話し掛ける。

「そうですけど……あなたは？」

　何度かフルザードのギルドは利用しているので顔は見知っているが、今まで話をした事など一度もない。

　何時も机の前に座すわって書類の山と格闘している姿しか見た覚えがないのだ。

「申もうし遅おくれました。私はウォルス・ハイネケル。この街のギルドマスターをしております。申し訳ありませんが少しお時間を頂けませんか？」

　突然現れたギルドマスターを名乗るウォルスと名乗る男の言葉に、ローラはただ頷くしかなかった。




　数十分後、ウォルスはギルドの二階に用意された自らの執しつ務む室しつに居た。

「いかがでしょうか？　あの娘むすめならばご希望の点を全て満たしていると思うのですが」

　窓まど際ぎわに立ち通りを見下ろしながら、ウォルスは傍かたわらに佇たたずむ男へ静かに尋たずねる。

　まるで品定めでもするかの様な二人の視線が、宿屋へ向かい通りを歩くローラの背中へ突き刺さっていた。

「なるほど……確かに見事な銀ぎん髪ぱつだ。年としの頃ころも丁度いい。だが、どうやって引き受けさせるつもりだ？」

　ウォルスの問いかけに答えたのは黒くろ髪かみを後ろで束ねた若い男だ。

　細身だが過か酷こくな修練によって引き締まった体つきをしており、その鋭い眼光は怜れい悧りな印象を見る者に与える。

　歳としの頃は三十になるかならないかと言ったところだろうか。

　重じゆう厚こうな鉄製の板鎧よろいを着込んだその姿は、まさに騎き士しそのもの。

　腰に付けた剣の精せい巧こうな意い匠しようを見ても、恐おそらく上級騎士に叙じよせられる身分のはずだ。

　しかし、男の顔つきや雰ふん囲い気きを見た限りは、あまり正々堂々とした戦い方をする様には感じられない。

　どちらかと言えば、陰で策さく謀ぼうをめぐらすタイプの様に見える。

　なにより彼のその顔には、周囲を見下す傲ごう慢まんさがはっきりと刻みこまれていた。

「あの娘とその仲間はいまだ低ランクの初心者。なぁに、ギルドの規約などろくに理解しては居ないでしょう」

　ウォルスは男の問いにきっぱりとした口調で胸を叩いて見せた。

　父親の跡あとを継つぎ、ギルドマスターの要職に就いて十年あまり。

　その経験から見て、ローラ達がギルドの規約に精通しているとはとても思えない。

　仮に熟読していたとしても、ギルドマスターである自分が説得すれば十分に丸めこむ自信がある。

「騙だまして引き受けさせるか……分かった。それは貴様に任せよう。どちらにせよ、あの娘以外に適任な者がいないのならば是ぜ非ひもない」

「お任せください。頂いた金額に見合う以上の働きをお見せいたします」

　そう言うと、ウォルスの顔に欲の色が浮かび上がる。

　それは普ふ段だん、他人には決して見せない裏の顔。

「うむ、期待している。だが、老ろう婆ば心しんながら一つ忠告をしておこう。決してしくじるなよ？　公こう爵しやく閣かつ下かは決して失敗をお許しにはならない。自分自身とお前の家族の命が惜おしいのならば、精々命じられた仕事に励はげむのだな」

　黒髪の騎士が冷たい視線を向けウォルスへ釘くぎを刺した。

　ウォルスの家族を引き合いに出して脅しを掛けてくるところが、黒髪の騎士が持つ人間性を窺うかがわせる。

　まるでヤクザかマフィアのような脅し方だ。

「この程度の仕事で私がしくじると本気でお思いですか？　これはまた私も随ずい分ぶんと見くびられたものですね」

　ウォルスは、さも心外だと首を横に振ふった。

　この程度の脅しで怯む様では、ギルドマスターの要職など務まりはしない。

「公爵様と私の期待を裏切らなければそれで良い。こちらの準備は既に整っている。後は貴様の仕事次第だ。手て筈はずは分かっているな？」

「もちろんです。もうしばらくお時間を」

「分かった。私はこのまま一度本国へ戻る。こう見えても暇ひまではないのでな」

　黒髪の騎士は、もう用済みだと言わんばかりにウォルスとの会話を一方的に打ち切ると、扉とびらを開き部屋を出て行った。

　その後ろ姿が階段を下りて視界から消えさるまで、部屋に残されたウォルスは深々と頭を下げたまま見送った。

　買収。

　表向き絶対中立を標ひよう榜ぼうするギルドの長おさに対し、一体どれほどの金額を渡わたせば、これ程までに便べん宜ぎを図はかる様に指示できるのか。

　ギルドマスターでありフルザードの有力者の一人に数えられるウォルスの態度が、黒髪の騎士がウォルスに支し払はらった金額を明確に示している。

　もっとも、金で買えるのは表面的な従属だけだ。

　金で心は縛しばれない。その真理はここが大地世界であろうと変わりはしない。

「馬ば鹿かが……裏切り者の飼い犬の分際で威い張ばり腐くさりやがって。まぁいい、支払った金額に見合うだけの仕事はしてやるよ」

　床ゆかに視線を落したまま、ウォルスの口から小さな侮ぶ蔑べつの呟つぶやきが漏もれた。




「強制依頼だって？」

　フォークに突き刺された肉にかぶりつきながら亮真はローラへと尋ねた。

　時間は午後一時を過ぎたあたりだろうか。

　昼食時を少し過ぎた時間帯の為か、亮真達が入った食堂にも空席が目立つ。

「はい。どうやらそう言う事のようです」

　亮真の言葉にローラは頷いた。

　宿屋で風呂に入った時に髪かみに香こう油ゆを使ったのだろうか、マルフィスト姉妹の体を花のかぐわしい香かおりが包つつんでいる。

「強制依頼ねぇ……ギルドマスターやギルドの上級管理職が特定の傭兵や冒険者を指名して強制的に依頼を受じゆ諾だくさせるシステムだったな……たしか」

　亮真は以前読んだ手引書の内容を必死で思い出しながら言葉を続ける。

「しかし、あれは高位の傭兵や冒険者だけのはずだ。少なくとも、以前貰ったギルドの手引書ではそうなっていた。本当にそのウォルスってギルドマスターが、明日俺おれ達たちにギルドへ出向けと言ってきたのか？」

　亮真の言葉にローラは静かに頷いた。彼女自身、詳くわしい事は何も分からないのだ。

　今ハッキリとしているのは、宿屋へ戻ろうとギルドを出ようとした所で、ギルドマスターを名乗るウォルス・ハイネケルと名乗るギルドマスターに声を掛けられ、明日の正午までに三人でギルドに来るようにと言われた事だけだ。

「でも変ですよね。私達のランクでギルドマスターから指名されるなんて」

　サーラが顎あごに指を当てながら首を傾かしげる。

「その辺の事情も含ふくめて、明日説明すると言う事でした」

　二人の視線が亮真へと注がれる。

　正直に言ってローラ自身もこの話に対してあまり乗り気ではないようだ。

　とりあえず伝言を頼たのまれたから伝えるだけ伝えましたと言った感じが彼女の全身ににじみ出ている。

　そして乗り気でないのはサーラも同じだ。

　強制依頼という事は誰だれも受け手が居おらず、しかも緊きん急きゆうを要する依頼と言う事だ。

　もし緊急でないなら、請け負う人間が現れるまで放置でも問題はない。

　誰か特定の人間を指定して依頼を請け負わせる必要があると言う事は、誰も自発的に受けたがらない程ほど面めん倒どうで危険が大きいと言う事を表していた。

　もし仮に亮真達がウォルスの依頼を素す直なおに請け負ったとしても、まず良い結果にはならないだろう。必要以上に自分の力を卑ひ下げする必要はないが、過信は死に直結する。

「その依頼は断った方がいいだろうな……もっとも、断れる余地があればだが」

　これが亮真の正直な感想だ。

　別段金に困っている訳ではないので、どんな依頼でも受けなければ生活していけないと言う訳ではない。

　自ら進んで割に合わない依頼を受ける必要性など何処どこにもないのだ。何よりこの話はあまりにも胡う散さん臭くさい。

　しかしその一方で亮真はこの依頼を断れないだろうとも予測していた。

　亮真の視線を受け、ローラはため息交じりに口を開いた。

「私も出来ればそうしたいと思ったのですが……引き受けなければ私達三人のギルド登録を抹まつ消しようする事もあり得ると……」

「脅してきた訳か」

「そこまで露ろ骨こつな言い方ではありませんでしたが言いたい事は同じです」

　ローラの言葉を聞き、亮真は顔を顰しかめながら宙を見上げた。

　頭の中で利害の算そろ盤ばんが弾かれる。

（まず、ローラに脅しを掛けて来た事が気に入らねえ。それに登録抹消なんて、そこまでの権限をギルドマスターといえど簡単に行使出来るだろうか？　確かに実行の権限はあるが一方的に抹消は出来ないはずだ）

　亮真個人の心情としてはまさに最悪。

　上から物事を押おしつけてくる人間は亮真の一番嫌いなタイプと言ってよい。

　それに、脅しの内容にも疑問の余地が残る。

　幾ら相手がギルドマスターとは言え、いきなりギルド登録の抹消などと言う強権を発動する事が出来るかどうか……

　だが、その一方で安全を求めるという点では別の答えが出ている。

（しかし、万が一と言う可能性もある。この世界で身分保障の無い俺が現状持てる身分はこいつだけだ。アゾスから奪うばった金が手つかずに残っているし、狩りで稼いだ金もだいぶ溜たまってきている。この金を使えば平民の身分は買えるだろう……いや、権力者の知人もいないのに金で身分が買える訳もないか……いずれギルドを抜ぬけるにせよ、今はまだ冒険者の身分に利用価値がある。ここは、多少の理り不ふ尽じんさに目をつぶってでもギルドに残るべき……か……）

　結局のところ、現実の利益を取りウォルスの要よう請せいに従うか、胡散臭いと感じた亮真自身の予感を信じて不利益を覚かく悟ごの上で断るかと言う事に帰結する。

　そして、それを決めるのは亮真しか居ない。マルフィスト姉妹は主の決定に黙だまって従うだろう。

　様々な思考の後、亮真はついに口を開いた。

「明日、行くだけ行くとするか……話を聞いてあまりにも割が合わないようならまた考える事にする」

　亮真の決断に姉妹は無言のまま頷いた。




　翌日、亮真達三人は新調した装備を身につけフルザードのギルドを訪ねた。

　時刻は正午前後と言った頃だろうか。

　来訪を受け付けに座っていた若い事務員へ告げると、直すぐに三人は建物の二階にあるギルドマスターの執務室へと通された。

「こいつはまた、随分と金を掛けた部屋だな……」

　亮真の口から、小さな呟きが漏れる。

　窓際に設置された黒こく檀たんの机は側面には隙すき間まなく職人の手によって飾かざりが彫ほり込まれており、実用性と芸術性を兼かね備そなえた品であることが見て取れる。

　床に敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんも実に凝こった意匠の一品だ。

　どこか異国風な情じよう緒ちよを感じさせるところを見ると、他の大陸から輸入された品物なのだろうか。

　分厚い書しよ籍せきがびっしりと並べられている書しよ棚だなにしても、一目で熟練の職人が丹たん精せい込めて作った高級品だと言う事が素人目から見ても直ぐに分かった。

　部屋の中央に置かれた応接用の革かわ製せいのソファーも、絹糸で織り込まれたレースカバーが掛けられた贅ぜい沢たくな物だ。

　無人の執務室を一目見て、亮真はまるで有力貴族か大だい富ふ豪ごうの家にでも招かれた様な錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　ギルドマスターという職に就いた人間の力を見せつけられ、亮真の口元から思わず舌打ちが漏れる。

　ギルドマスターの権力が強大であればある程、亮真達が今回の要請を断る事は難しくなるからだ。

「お待たせいたしました。どうぞそちらのソファーにお掛け下さい」

　部屋の入り口で立ちつくしていた亮真達の背後から、扉の開く音と共に落ち着いた男の声が聞こえて来た。

「今日はわざわざご足労をおかけし申し訳ありません」

　亮真達三人がソファーに腰を下ろすのを確認し、ウォルスはまず丁寧に頭を下げた。

　低ランクの冒険者に、大都市のギルドマスターが頭を下げる。

　普通ならば、まずあり得ない光景だろう。
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（コイツ……）

　ウォルスの態度を見て、亮真の心にさらに強い警けい戒かい心しんが芽生えた。

　表面上、ウォルスの態度は実に理知的で礼れい儀ぎに適かなったものだ。

　この場面だけを見た時、人はウォルスを良い人と評価することだろう。

　だが、もしこの態度がウォルスの本心を表しているのであれば、なぜ昨日、ローラに対して登録の抹消をほのめかしたのか。

　亮真は自らの心を面おもてに表さない様に注意して答えた。

「いえ、何でも私達に依頼がおありとか？　ギルドマスターより直々のお話でどうお答えするべきか迷っているところです」

　言げん質ちを取られるような言葉を避け、亮真は注意深く探さぐりを入れる。

「えぇ、そうなのですよ。実に困った事になっておりまして……是非とも、みなさんにご協力をお願いしたいのです」

　そう言うと、ウォルスは静かに話し始めた。




　後方より放たれた矢が風を切きり裂さく。

　亮真は無理やり外した馬車の扉を盾たての様に頭上へと掲かかげる。

　板越ごしに矢の突き刺さる感かん触しよくが手の中に響ひびいた。

「馬を使い潰しても構わない。いいか、絶対に速度を落とすなよ！」

　街かい道どうはそれなりに整備されてはいるものの、サスペンションを持たない車体は上下に激しく揺ゆれる。

　亮真は必死に体勢を保ちながら、降り注ぐ矢からサーラの体を守ろうとする。

　もちろん、たった一枚の扉で無数の矢を防ぎきれるはずもない。

　一本の矢が亮真の左の耳たぶを掠かすめて御ぎよ者しや台だいに突き刺さった。

　真っ赤な鮮せん血けつが床ゆか板いたに滴したたり落おちる。

　亮真はいらだち紛まぎれに顔を服の袖そでで拭ぬぐった。

「亮真様！」

「うるさい！　お前は黙って馬の制せい御ぎよをしていろ！」

　耳たぶから滴る血を見て叫び声ごえを上げたサーラを怒ど鳴なりつけ、亮真は再び降り注ぐ矢の雨を防ぐ。

　馬に乗った経験も、馬車の御ぎよ者しやを務めた経験もない亮真にとって、御者台に座るサーラの手た綱づなさばきだけが、この襲しゆう撃げきから生き残る唯ゆい一いつの手段。

　たとえ、自分の身を心配してくれた事から出た言葉であろうと、今の亮真にとっては意味がない。

　疾しつ走そうしている馬車の制御を一いつ瞬しゆんでも失えば、どのような結末が訪おとずれるかなど想像に難かたくないのだから。

　四頭の馬が引く黒くろ塗ぬりの車体には、全身ハリネズミの様に矢が突き刺さっている。

　自分の身だけを守るのであれば、板製の天てん蓋がいが着いている客席部分に居るべきだろうが、今はそう言う訳にもいかない。

　後方から次々と射掛けられる矢の軌き道どうが放物線を描えがいて、車体を飛とび越こえ御者台に降り注いでくるのだ。

　馬の制御が出来ない亮真に出来るのは、サーラの体を矢から守る事だけ。

「クソッタレが！　まだ追ってきやがる！」

　後方に湧わきたつ土つち煙けむりを睨にらみつけ、亮真は忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

　この生死を懸かけた追い駆けっこが始まってどのくらいの時間が経たったのか。もし、追手が金目当ての盗とう賊ぞくだったとしたら、こんな馬車一台に何時までも関かかわらず、襲撃地点に放置されている荷馬車へ向かうはずだ。

　襲撃の口くち封ふうじと考えても、この襲しゆう撃げき者しやは執しつ拗ような程に亮真達を追い回す。

　まるで、亮真の命を奪う事が襲撃の目的だと言うかの様に……

「亮真様。やはりこれは……」

　サーラの目に納なつ得とくの色が浮かぶ。

　亮真は無言のまま頷いた。

　その可能性を考こう慮りよに入れて準備した甲か斐いがあったというものだ。

「ウォルスの野や郎ろう……舐なめた真ま似ねをしやがって。いや、今はそんな事を言っている場合じゃないな。……サーラ！　ローラ達がそろそろ伏ふせているはずだ。いいな、絶対に合図を見み逃のがすなよ！」

　心の奥おく底そこから湧き上がってくる怒いかりを押し殺ころし、亮真は前方を見み据すえる。

「はい！」

　サーラは猛たけり狂くるう馬の手綱をしっかりと握にぎりしめ、鞭むちを振るう。

　亮真は板を盾にして必死で矢の雨を防ぎながら、七日前の夜に野営地で交かわした会話を思おもい浮かべていた。




　その日、フルザードの街を出発した商隊は街道を北西に向かって進み、一路ローゼリア王国の首都ピレウスを目指していた。

　ローゼリア王国は、鉄の国と言われ峻しゆん険けんな山々に守られた山さん岳がく国家であるザルーダ王国と、港街フルザードを含む貿易港を多く所有する海洋貿易国家であるミスト王国との間に存在する国だ。

　国土の大部分が平野であり、豊富な水量を誇ほこるテーベ河の恵めぐみに助けられながら農耕牧ぼく畜ちくを主な産業として発展した、中央大陸との貿易で栄えるミスト王国に次いで豊かな国と言われている。

　今回、強制依頼の名の下にギルドマスターのウォルスから亮真達三人の下へ持ち込まれたのは、東部地方三王国の一つであるローゼリア王国へ向かう商隊の警護。

　報酬に色を付けると言う点と亮真達以外に傭兵を付けると言う話であった為、嫌いや々いやながらも引き受ける事になったのだが、初めからこの依頼には不自然な点が多すぎた。

　まず、商隊の警護として集められたはずの亮真達たちに割わり振られたのは立派な天蓋付きの馬車であった。

　これは、貴族や王族が使っても不思議ではないほどの代物であり、とても傭兵や冒険者が乗る様な物ではない。

　次に不自然なのは、この一団が商隊と言いながら荷馬車が全て空荷である事だ。

　複数台ある荷馬車のうちの幾いくつかが空だというのならまだ理解も出来るのだが、全てが空荷となれば不自然すぎる。

　巨きよ大だいな交易都市であるフルザードから出発する事を考えれば、交易の為の商品など幾らでも用意する事が出来た筈はずだ。

　商売の効率を考えれば、荷を空のままにして交易に出る訳がない。

　さらに、商人達に関しても不ふ審しんな点が幾つもあった。

　彼らは皆みなかなり絞しぼり込まれた体つきをしている上に、手には硬かたいタコが出来ていた。

　これは、剣けんを常つね日ひ頃ごろから振るって居なければ、まず出来る事はない。

　確かに大地世界は日本の様に安全ではないとはいえ、自衛と言うにはあまりにも不自然だ。

　商隊長へ挨あい拶さつに行った際に交わした握あく手しゆでその事に気がついた亮真が首を捻ひねるのも当然だった。

（こいつは保険を掛かけておいたほうが良い……今回集められた中で話の分かりそうなのは、あの赤い髪の女だな）

　亮真の脳のう裏りには周囲から姐あねさんと持ち上げられていた一人の傭兵の姿が浮うかんでいた。




　旅の初日が終わり、今この商隊の護衛を請け負った傭兵の主だった者が、たき火を囲んで車座に成りながら話し合いをしていた。

　目的は当然、この不自然な商隊と自分たちの今後をどうするかだ。

「あたいも気になってはいたのさ……少なくとも、あたいは今までこんな商隊を見た事がないよ」

　紅べに獅じ子しの頭かしらであるリオネはゆっくりと首を横に振った。

　彼女は百八十センチを超こえる堂々とした体格に、陽ひに焼けた小麦色の肌はだをした歴戦の傭兵。

　豹ひようの様にしなやかで引ひき締しまった筋肉を持ちながら胸は大きく張り出し、自分が女性である事を大いに主張している。

　肩のあたりで切りそろえられた炎ほのおのような赤髪が、強い意志の光を宿らせる金の瞳ひとみに良く調和していた。

　年の頃は三十代半ばといったあたりか。

　女としての成熟した色いろ香かを放つ魅み力りよく的てきな女性だ。

「あっしらも傭よう兵へい稼か業ぎようは長いんですが、こんな話は初めてですわ」

　そう言って首を振ったのは、リオネが率いる傭兵団の参さん謀ぼう役やくで名をボルツと言う短めに切った黒い髪を後ろへ流した五十代半ばくらいの男。

　かなりの強こわ面もてだが、特に人目を引く一番の特とく徴ちようは左ひだり腕うでがない事。

　昔、戦に参加した際に失ったらしいが、初対面の亮真にも軽く話すあたりを考えると、かなりさっぱりとした性格の男なのだろう。

「商隊の警護は今までも何回か請け負った事があるんですがね……」

　リオネより長い間傭兵稼業を営んできたボルツもこんな依頼は初めてと言うからには、やはりこの商隊は何かあると言って良い。

「あんたは……どう思う？」

　リオネが無言のまま話を聞いていた亮真へ振る。

「俺は正直、この依い頼らいを請け負った事を後こう悔かいしていますよ……」

　亮真は自分の心境を正直に口にした。

　事の発ほつ端たんからどこか不自然さを感じてはいたが、どうやらその予感は正しかったらしい。

　たとえ、登録抹消の代だい償しようを払はらう事になったとしても、自分の予感を信じて断るべきだったのだ。

　その思いが、言葉の端はし々ばしに滲にじみ出でていた。

　亮真の言葉にリオネとボルツ二人が頷く。

「報酬が良いから請け負ったけれど、こりゃぁ失敗だったかな……」

「えぇ、こいつはちょいと厄やつ介かいな事になるかもしれませんぜ」

　長年、傭兵稼業で生きてきた二人の勘かんが厄介事の匂においを嗅かぎつける。

　だが、この場にいる傭兵の中には、そんな予感を感じない人間もいるらしい。

「ですが姐あねさん。ギルドを通して請け負っている依頼だ。そう、気にする必要もないんじゃないですかい？」

　リオネの言葉に傭兵の一人が異議を唱えた。

　名前も知らないこの傭兵の言葉を聞き、亮真の顔に思わず嘲ちよう笑しようが浮かぶ。

（こいつ……よくいままで生きてこられたな）

　地球よりはるかに死が日常に近い大地世界なのだ。

　どれほど用心してもしすぎるという事はない。

　どうやら同じ思いをリオネも感じたのだろう。

「馬鹿だねぇ、アンタは。良くそんな程度の危機感で今まで傭兵稼業をやってこられたもんだよ」

　蔑さげすみの混じった冷たい視線を向け首を横に振りながら答えるリオネの言葉に、男は顔を真っ赤に染めて叫さけんだ。

「な！　いくら姐さんでもそんな言い方はねえだろう！」

　事前に危険を予知する力は持っていなくとも、自分が馬鹿にされた事を理解する頭はあるらしい。

　激げき昂こうする男を憐あわれむかのようにリオネは首を横に振り、ボルツは口元を歪ゆがめた。

「アンタのランクは確かＢだったね。確かにランクに値あたいする力はあるのだろうけどね。判断力という点じゃ、アンタはそこにいる坊ぼうやにも負けているよ」

　リオネの言葉にその場に居た傭よう兵へい達たちの視線が亮真へと向けられる。

「皆を集めたのは確かにアタイだけれども、言い出したのはそこに居る坊やさ」

　傭兵達の間でどよめきが起こる。

「へ！　こんな若造に指図される様じゃ紅獅子のリオネもたかが知れているな！　大体、こいつは駆け出しも良いところだ！　ギルドマスターがどう言うつもりでこんな奴やつを警護に混ぜたかは知らないが、こんな経験も少ない若造の意見なんてまともに聞いていられるか！」

　男は顔を真っ赤に染めて怒鳴り声をあげた。

　確かに、亮真はこの場に居る中でもっとも年若い。

　実じつ年ねん齢れいは十六歳であり、老ふけ顔のおかげで見かけ上は二十代半ば位に見られるとしても、周りに居る傭兵は皆三十以上四十半ば。

　これでギルドランクが自分と同じくらいならばまた対応も違ったのだろうが、亮真はまだ駆け出しと言われるＥランク。

　その上、法術を習得していない為、未いまだにＬＶは０のままだ。

　リオネに自分の面子メンツを潰つぶされたばかりの傭兵が、仕返しとばかりに大口を叩たたくのも当然と言えた。

　だが、リオネも馬鹿にされて黙っているような人間ではない。

　傭よう兵へいの世界は実力と面子が何よりも重視される。

　他人に馬鹿にされたまま引き下がるようでは、今後、傭兵として生きていく事など出来はしない。

「あぁん？　アンタ、一体誰に向かって口を利きいているつもりだい……」

　穏やかな声だ。だが、それが亮真には嵐あらしの前の静けさに聞こえた。

　そして、回りの傭兵達も同じように感じたらしい。

　大口を叩いた傭兵の尻しり馬うまに乗ってリオネを囃はやしたてていた周囲の声がぴたりと止やんだ。

　長い沈ちん黙もくがこの場を支配する。

「良いだろう。お前達の考えは分かった」

　潮時と判断し沈黙を破ったボルツの言葉に、その場の空気が緩ゆるむ。彼かれらとしても本気でこの隊の最大戦力である紅獅子の団長と事を構える気はないのだ。

「別にこの話は何かはっきりした事が分かっている訳じゃない。今日のところはこれで解散と言う事でどうだ？」

　ボルツの言葉を受け、傭兵達はそそくさと腰こしを上げた。

　リオネもこれ以上傭兵達と揉もめるつもりはないのだろう。彼女は無言のままこの場から立ち去る傭兵達の後ろ姿を見つめた。

「まいったね。こりゃ……」

　リオネの呟きに、ボルツと亮真が揃そろって頷いた。

　彼らが愚おろかである事は仕方がないが、その所せ為いで自分や仲間の命が危険に晒さらされるのを黙って見過ごす訳にはいかない。

「頭の悪い奴らばかり揃った様ですな……」

　深いため息混じりの言葉だ。表面上は我が慢まんしていたが、ボルツ自身も相当彼らの態度に不満を感じていたらしい。

　ボルツの嘆なげきにリオネも頷く。

「だが、愚ぐ痴ちを言っても仕方がないだろ。何か対策を考えて備えておかなければ、どうしようもないんだからさ」

　そう言うとリオネは亮真に探るような視線を向けた。

「坊や。この後どうするつもりだい。何か手は有るのかい？」

「まぁ今のところは仕事を続けるしか道はないでしょうね。ただ不自然ってだけで依頼を破は棄きする訳にもいかないでしょう」

　ギルドを通して請うけ負おった正式な依頼。

　明確な理由がない今の状態で勝手に依頼を破棄すれば、ギルドより大きな罰ばつ則そくを受ける事になる。

　ただ単に自分達が怪あやしいと感じたと言うだけでは、正当な依い頼らい破は棄きの理由とは認められないのだ。

「そうだろうねぇ。しかし、坊やは……今回の依頼に何か裏が有るとしたら、それは一体何だと思う？」

「俺おれらを餌えさにして何かをおびき寄せるってところですかね。ですから、少しばかり保険を掛けておきましょう」

　根こん拠きよが有る訳ではないが、盗賊をおびき寄せる餌の役が、現状では一番ぴったりと状じよう況きように当て嵌はまる気がする。

　リオネの言葉に亮真は深くため息をついて答えた。

　亮真は分かっていた。この依頼が不自然な事を。

　だが、亮真に出来たのは、リオネという後うしろ盾だてを作り、もしもの時の保険を掛ける事だけだ。

　傭兵達との会合からすでに四日が過ぎたが、旅の道中、ただの一度も問題が起きる事はなかった。

　怪かい物ぶつや盗賊といった望まれぬ客人の来訪もない。

　まさに、平へい穏おん無ぶ事じな旅といえる。

　勿もち論ろん、何事も起きないのならそれに越した事はない。

　亮真達とリオネ率いる紅獅子以外の傭兵との間には、会合以来若じやつ干かんの衝しよ突うとつはあったが、そんな事は些さ末まつな事に過ぎなかった。

　しかし、亮真には確信が有った。何も起こらない事こそが、嵐の来訪を告げる前ぶれなのだと言う事を……

　そして、フルザードの街を出立して七日目の昼。ついに亮真の予想は的中する。




　矢が風を切り裂く。

　ローゼリア王国国境付近の森林地帯でそれは起こった。

　突とつ然ぜん、街道を挟はさむ左右の森の中より矢が放たれたのだ。

「「「なんだ！」」」

「「奇き襲しゆうだ！」」

「何をしている！　馬車を守れ！」

　次々に声を上げる傭兵達を、一人の商人が叱しかり飛ばした。

「皆落ち着け！　隊列を崩くずすな」

　馬車の周りで警けい戒かいしていた傭兵達の口から、警告が発せられる。

　商隊の馬車は全部で十台。

　御者は商隊の商人達である。

　傭兵達はその周りを固める様に馬に乗り警護していた。

　いくら経験豊富な傭兵といえども、不意を突つかれれば動どう揺ようするのは当然と言える。

　そんな中、落ち着いて周りを指揮しようとする商人達を亮真はジッと見つめた。

「皆落ち着け！　矢から身を隠かくせ！　板でもマントでも何でもいい。頭上にかざして少しでも矢を防げ！」

　実に的確な指揮と言える。

　いや、飛び交う矢の雨の中で他に手がないと言う方が正しいのかもしれない。

「亮真様！」

「ああ。遂ついにきたか。分かっているな！　事前の打ち合わせ通り、馬を最優先で守るんだ。他の奴がどうなろうと構うなよ」

　周囲の傭兵達とは対照的に、亮真の言葉に動揺は見られなかった。

　亮真の中では、商隊を襲撃してくる人間がいる事は想定済みだったのだ。

　ただし、問題も有る。

　それは誰が、何時、何のために襲撃してくるかが分からない事だ。

「いいか。サーラ。ここからが勝負だぞ？」

「はい。分かっております……姉様達の方は……」

　サーラの言葉に亮真は無言のまま頷うなずく。

　地図を確かく認にんした結果、今この場所が襲撃を行うのに最も適した場所で有る事は事前に分かっていた。

　既すでに襲撃に対しての対策は終わっているのだ。

　後はただ、策を実行に移せば良い。

「大だい丈じよう夫ぶだ。リオネさんに付けてもらった傭兵は信用出来る。……後はこっちがどれだけ上う手まく連中を引き連れて向かうかだが……クソ、やっぱり予想通りか！」

　亮真は手にした槍やりを振ふり回し、次々と射掛けられる矢を払い落す。

　二人が乗る馬車に射掛けられる矢の数が周りに比べて明らかに多い。

　僅わずかな間に亮真の乗る馬車がハリネズミの様になったのが証しよう拠こだ。

　つまり襲撃者の狙ねらいが確定したという事になる。

「亮真様！　これを！」

　盾の代わりにと、馬車の客車部分についていた扉を外したのだ。

　御者台に乗る自分達へ向けて降り注ぐ矢の雨を、サーラから渡された板で防ぎながら亮真は小さく舌打ちをした。

（怪しいとは思っていたがやはり狙いは俺達か。こうなるとウォルスの野郎が仕組んだって事になる……問題は誰の差し金かって事だな……）

　最有力な候補はやはりオルトメア帝国の策略と言ったところか。

　国境でシャルディナ皇女の追つい跡せきを振り切ってから、かれこれ数ヶ月が過ぎようとしていた。

　そろそろ、なんらかの動きが有っても不思議ではない。

　だが、亮真はここで考える事を放ほう棄きした。

（馬鹿だな……俺は。今の状況では生き残る事が最優先だ。犯人探しは後でじっくりやればいい）

　今最も大切なのは、この場を切り抜け生き延びると言う事なのだから……

　ようやく矢の雨が止んだ。

　時間にすれば僅か数十秒程度であっただろうか。

　しかし、亮真にはその数十秒が永遠にも等しく感じた。

　その間に矢の雨に打たれて死んだ傭兵は七人。

　今回、商隊の警護に雇やとわれた傭兵は五十名なので、およそ七分の一弱が最初の奇襲で殺された計算になる。

　そして、この奇襲で馬車に繋つながれた馬の殆ほとんどが息絶えていた。

　無事と言えるのは、亮真が乗った馬車の馬と、傭兵達が跨またがった馬くらいだろう。

　亮真は素す早ばやく辺りに視線を配る。

　亮真達が乗る馬車はちょうど商隊の中間あたりに位置していた。

　つまり、前にも後ろにも逃にげにくい位置だ。

「サーラ。馬車を出せ！」

　亮真の命令に、サーラは手綱を握り締め前方の街道を睨みつける。

「無理です。荷馬車が街道を塞ふさいでいます」

　奇襲を受けた所為で隊列が乱れたのだろうか。

　十分に道みち幅はばが有るはずの街道を、前の荷馬車が塞いでしまっている。

　まるで亮真達を逃がさない為ために、意図的に配置したかの様な絶ぜつ妙みような位置取りだ。

　亮真はサーラの答えを聞き、後ろへ視線を向け舌打ちをした。

　まったく同じ様に街道を塞がれていたからだ。

「坊や！」

　リオネが配下の団員を率いて亮真の下へやってくる。

　事前にある程度の予測をしていた為、リオネの部下に死亡者はいない。

　皆、軽傷で済んでいる。

　死亡した傭兵は全すべて、亮真の予測を本気にしなかった者達ばかりだ。

　突然、後方から鬨ときの声こえが上がった。

「来たな……」

　矢で足止めし、後方より別働隊が襲おそいかかる。

　基本に忠実な、手て堅がたく堅けん実じつな策だろう。

　事前に奇襲が行われる事を予測出来ていなければ、この場で亮真達が殺されていたとしても不思議ではない。

　そう言い切れる程ほど周しゆう到とうに準備された襲撃だ。

「坊や！」

　亮真の呟きを聞き、リオネの顔に苛いら立だちが浮かぶ。

「リオネさん……計画どおりに」

　鋭するどい刃やいばのような視線がリオネの顔に向けられた。

　普段の人当たりの良い穏おだやかな表情など、どこにもない。

　躊躇ためらいのない亮真の言葉にリオネは気け圧おされたかの様に頷いた。

　既に、退路を断たたれた時の対応は話し合いが済んでいる。

「分かったよ。すぐに前方の馬車を吹ふき飛ばして退路を確保しな！」

　怒ど声せいを上げて抗こう議ぎする傭兵達を無視し、リオネは再び近くに居る紅獅子の団員へ破は壊かいの指示を出す。

「姐さん……本気ですかい？　商人達を見捨てるおつもりで？」

　怯おびえるような視線を向け食い下がる部下へ、リオネは冷たい目を向けて言い放った。

「何い時つまでもごちゃごちゃと煩うるさいよ！　アタイの命令が気に入らないならここで勝手に死にな！」

「あ……姐さん……」

「あんた達に納得しろとは言わないよ！　でも、生き延びたかったら従いな！」

　リオネの剣けん幕まくに団員達は押し黙った。

　プロとしての職業倫りん理りと生物の生存本能との戦い。

　やがて、団員は無言のまま踵きびすを返し一いつ旦たんは馬車の方へと走り去ったが、直ぐにまた引き返してくると大声で叫んだ。

「姐さん、馬車に商人がまだ乗ってやがる！　それに、傭兵達も馬車から離はなれようとしねぇ。どうします？」

　結局、生存本能が勝った団員達だが、馬車に商人が残っている事に気がつき吹き飛ばす事を躊ちゆう躇ちよしているらしい。

　亮真の予想では商人達は敵の奇襲と共に戦場を離り脱だつするはずだった。

（どう言う事だ？　襲撃してきた奴らと商人は仲間じゃないって事か……いや、逆に仲間だからこそ逃げないのか……）

　リオネが「どうする？」と視線で問いかけてくる。

　馬鹿を相手に説得する時間がない今、亮真に取れる選せん択たく肢しは一つだけだ。

　亮真は無言のままリオネに向かって頷く。その瞳に浮かぶのは揺るがぬ鋼の意志。

「構やしないよ！　そのまま馬車と一いつ緒しよに吹ふき飛ばしちまいな！」

「りょ……了りよう解かい！」

　リオネの言葉に指示を仰あおぎに来た団員は幾いく分ぶん恐きよう怖ふを含んだ顔で頷き、元の場所に走り出す。

　数十秒後、爆ばく音おんが轟とどろき空気を震ふるわせた。

　前方で街道を塞いでいた馬車が猛もう火かに包まれ、周囲に居た傭よう兵へい達たち諸もろ共とも吹き飛ばされた。

　怒ど号ごうと怨うらみの声が森に響き渡る。

「姐さん。道が開いた！」

「良いかい！　生き延びたかったら後ろを振ふり返かえらずに走るよ！」

　部下達に檄げきを飛ばすと、リオナは亮真へと向き直る。

「ここまではアンタの予想どおりだね。えぇ？　坊や」

「可能性を考えただけですよ。ところでこの後の手て筈はずは大丈夫でしょうね？」

　亮真の目に冷たい殺意が浮かぶ。

　生死はこの策が上手く行くかどうかに懸かかっているのだ。

「あ……あぁ。アタイ達の方は大丈夫だよ。後はあんたの大事なお嬢じようちゃんとウチのボルツの奴が上手い事準備しているかどうかさ」

　亮真の視線に気圧されながらもリオネが答える。

「なら結構です。ローラには事前に策を説明しています。頭の良い奴ですからミスをすることは無いでしょう。後は……我々の足次し第だいですね」

　亮真はローラに対して絶対的な信しん頼らいを示した。

「分かっているよ。アンタも十分注意するんだよ」

「えぇ、リオネさんもご無事で」

　リオネを先頭に紅獅子の団員達が一いつ斉せいに前方へと馬を走らせる。見る見るうちに彼らの姿が視界から消え去った。彼らにはこれから大事な仕事があるのだ。

「亮真様、来ます！」

　何時の間にか後方から聞こえていた剣けん戟げきの音が途と絶だえていた。

　後方に居た紅獅子以外の傭兵達は皆、襲しゆう撃げき者しや達たちに始末されたのだろう。

「行くぞ！」

　亮真の言葉にサーラは無言のまま頷くと、馬の尻しりへ鞭を振るった。

　疾走する亮真の視界には無人の街道だけが映る。

　先行するリオネ達は目的地までただ全力で馬を走らせれば良いが、囮おとり役である亮真達はそう言う訳にもいかない。

　四頭立ての馬車とは言え、速度はどうしても遅おそくなる。

　勿論、客車部分を捨ててしまい馬に乗って逃げると言う手段も有るには有るが、亮真はそれを選せん択たくしなかった。

　何な故ぜならそれでは逆に襲撃者達を振り切ってしまう可能性が有る。

　襲撃者を付かず離れず適度な距きよ離りを維い持じしたまま目標地点に誘ゆう導どうする事こそが、本当の目的なのだから。




　風が亮真の顔を強く叩く。

　激しく揺れる不安定な馬車の上で、降り注ぐ敵の矢からサーラの体を守りきるのはなかなかに難しい。

　すでに幾いく本ほんもの矢が亮真の守りをすり抜け御者台に突き刺ささり、サーラの体からも赤い筋が幾本も服に染しみ出していた。

　亮真も先ほど耳たぶをかすめた矢のおかげで激しく出血し、首から胸むな元もとに掛けて血で赤く染め上げている。

「まだか？」

　降り注ぐ矢を防ぎながら問いかける亮真の声に焦あせりの色が滲にじんだ。

「もう、そろそろ……あ、あれです！　見えました」

　まっ直ぐにどこまでも伸のびる街道の真ん中で何かが翻ひるがえっていた。

　距離にして五百メートル程ほど先と言ったところだろうか。

　サーラの目が、黒地に赤い獅し子しが踊おどる旗の姿を鮮せん明めいに捉とらえた。

「良いぞ！　ここまでは何とかなったな……いいか！　ここからが正念場だぞ？」

　安あん堵どのため息と共に、亮真はサーラへ視線を向けた

　全てはこの一瞬の為。

　追手を振り切らずわざとここまで誘導してきたのだ。

「分かっています」

　そう言うとサーラは、手綱を緩め少しずつ馬車の速度を落としていく。

　徐じよ々じよに後ろの砂さ塵じんの中から馬に乗った男達の人ひと影かげが浮かび上がってきた。

「よぉし……良いぞ。もう少し速度を落とせ……向こうも少し速度を落としてきたな……よしよし」

　亮真の目に馬に乗る男達が弓を引く姿がはっきりと映る。

「今だ！　やれぇぇぇぇぇぇぇ！」

　亮真達が乗った馬車が街道に突き立つ槍やりの横を通り過ぎたのと同時に、亮真の手が槍を掴つかむ。

　そして、空へ向かって高々と掲げられた。

「「「母なる大地よ。汝なんじが子である我らの求めに従いて、その怒りを今こそ解き放て　汝が髪かみは万ばん物ぶつを貫つらぬく大いなる槍なり。岩竹昇槍陣ロツクバンブー」」」

　亮真の合図と同時に、森の中にローラ達の詠えい唱しようの声が響きわたる

　その声に従い、追手達の足あし下もとに巨大な方ほう陣じんが浮かび上がった。

　次の瞬しゆん間かん、馬車の後方から水気を帯びた何かが貫かれる音が響く。

　それと共に後方から響いていた馬ば蹄ていの音がピタリと止んだ。

　亮真は馬車を降りると、後方の石柱群へと歩き出した。

　当然のようにサーラもその後ろにつき従う。

　大地より天へと向かって突き立つ無数の槍の群れ。

　風の中に、血ち生なま臭ぐさい錆さびた鉄の匂いが混じっていた。

「うまく行ったようですね」

　サーラの言葉に亮真は軽く頷くと、彼かの女じよの油断を窘たしなめる。

「あぁ……だが、油断するなよ。まだ生き残りが居いる筈だからな」

　勿論、亮真は自分の策が失敗したと考えてはいない。いや、むしろこれ以上無いと言い切れるほど絶妙なタイミングだったはずだ。

　だが、同時にまだ警戒を緩めるのは危険だとも考えていた。油断こそが最も恐おそるべき敵なのだから。

　亮真の歩みと共に、ローラを先頭にして森の中からリオネやボルツといった紅獅子の団員達が姿を現した。

　その数二十名程。

　彼らは周囲を十分に警戒しながら、街道の真ん中に突き出た石の柱の群れへと歩む。

「法術の効果範はん囲いを逃のがれた奴が居ないか確認しな！」

　リオネの指揮の下、一斉に団員達が二人一組で散開する。

「ああ……何人か逃げているのがいますね。血の跡あとが森に続いてまさぁ」

　石柱に体を貫かれたまま苦く悶もんと怨えん嗟さのうめき声を上げる襲撃者達の姿を、傭兵達はどこか冷めた目で見ている。

　襲いかかって来た敵に情けをかける余よ裕ゆうなどないのだ。

「始末しても構いませんかね？」

　ボルツの問いかけに亮真は無言のまま小さく頷く。

　その仕草を確認し、ボルツは軽く右手を払いのける様に合図すると、それを見た団員達が無言のまま森の中へ消えていった。

「若。これからどうするつもりですかい？」

　ボルツの呼びかけに亮真は驚おどろきの表情を浮かべた。

「なんです？　若って？」

「へへっ。まぁ、敬意の表れってやつですよ」

　そう言ってボルツは照てれ臭くさそうに頭をかいた。

　どうやら今回の策略の結果を見て、ボルツの中の亮真への心象が大きく向上したのだろう。

　若と言うのはボルツなりの敬意の表れなのだ。

　その事を察し、亮真は苦笑いを浮かべたが何も言わなかった。

「それで坊や。これからどうするんだい？」

　団員達の指揮を終えたリオネが亮真に問いかける。

　こちらは以前のまま、呼び方を変える気がないらしい。

　もっとも亮真にしてみればどうでも良い話だ。

「まぁ、とりあえずは情報を集めてからですね。生き残っている連中がかなり居るようですから何とかなるでしょう」

　生存者を確認するかのように周囲を一いち瞥べつすると、亮真の顔に酷こく薄はくな笑えみが浮うかぶ。

　それは歴戦の猛も者さと言えるボルツとリオネの二人ですら背筋を凍こおらせる笑みだ。

　サーラとローラは亮真の顔を見て思わず神に祈いのる。

　彼かの女じよ達たちには予想出来たのだ。

　この愚かにも自分達の主に襲いかかった身みの程ほど知しらずな襲撃者達の末路が、どれだけ悲ひ惨さんな物となるのかを……




　ミハイル・バナーシュは縄なわでその身を拘こう束そくされた姿のまま、この審しん判ぱんの場へと引き出された。

　全身を包つつむ包帯には赤い血が滲み出している。

　ミハイルの怪け我がはかなり重い。

　致ち命めい傷しようや骨折こそないものの、槍の穂ほ先さきに等しい岩で全身を串くし刺ざしにされたのだ。

　強固な鉄の鎧よろいを身につけていたのと、後方から追手の指揮を執とっていた為に法術の効果範囲の中心から外れていたという二つの幸運に恵まれていなければ、ミハイルは確実に死体の仲間入りをしていたはずだった。

　いや、適切な治ち療りようを受けず、もしあの場で岩に貫かれたまま放置されてもおそらく同じ結末になった事だろう。

（何故私を助けた？）

　その疑問がミハイルの心を揺さぶる。

　ミハイルの前には大おお柄がらな赤毛の女と、左腕を無くした初老の男、二十代半ばくらいの大柄な男と、その男の後ろに影かげのように付き従う少女が二人。

　ミハイルの心にざわめきが生まれた。

　何故なら、今回の襲撃の標的は他ほかならぬ目の前の少女だからだ。

　ミハイル達たち襲しゆう撃げき者しやが亮真の罠わなに嵌はまってから、三時間程が経過しただろうか。

　石槍に貫かれた襲撃者達の中で、生き残ったのはミハイルを含ふくめてほんの数人のみだ。

　大部分の追手はボルツ達が放った連れん携けい法術によってその息の根を止められていたし、運良く法術から逃れ森に逃げ込んだ者達も、復ふく讐しゆうの念に駆かられた紅獅子の団員達による追跡から逃れる事は出来なかった。

　生き残ったのは、運命の女め神がみに愛された幸運な男だけ。もっとも、彼らの身に起きた事を考えれば、本当に幸運だったかどうかは定かではない。

　彼らは皆、最低限の止血だけをされると、猿さる轡ぐつわをかまされ、縄で体を拘束されたまま馬車の荷台に放ほうり込まれた。

　それから何ど処こか安全な場所へ馬車が移動すると、生き残った彼らを一人ずつ荷台から連れ出したのだ。

　無論、それが何の為かは今いま更さら言うまでもない。

　そして遂に襲しゆう撃げきの指揮者であるミハイルの番となったのだ。

「あなたが今回の襲撃を指揮したミハイル・バナーシュさんですね？」

　ミハイルは目の前に立つ大柄な青年の問いに、ただ頷くしか出来なかった。

　青年の声は威い圧あつ的てきではないし、何より口調は礼れい儀ぎ正ただしく穏やかだ。

　もっとも彼らを襲った側の人間であるミハイルにとってみれば、礼儀正しく穏やかな口調などかえって不気味でしかない。

　顔を真っ赤にして罵ば声せいを上げて尋じん問もんされる方が、捕つかまった側の人間にしてはまだ心理的にはマシなのだ。

「おおよその話はあなたの部下達から聞いています。まぁ、お互たがいに不幸なめぐり合わせというやつでしたかね」

　青年の言葉にやや違い和わ感かんを覚えながらミハイルはただ黙だまっていた。

　騎き士し団だんの習得科目の中には、敵に捕とらえられた際の身の処し方と言う物がある。

　相手に情報を与あたえないというのは戦の鉄則だからだ。

「あぁ、別にそう警戒しなくても結構ですよ。今のところあなたをどうこうしようとは思っていませんから」

　青年の言葉がミハイルには悪あく魔まの囁ささやきに聞こえた。

「何故殺さない？」

　憎ぞう悪おに満ちた問いがミハイルの口から漏もれた。

「殺す必要が今のところ無いからですよ」

　青年は肩かたを竦すくめると、まるで世間話でもするかのように笑みを浮かべる。

　それは裏を返せば、必要なら殺すと言う事だ。

「そんな事はお互いさまでしょう？」

　青年の言葉にミハイルは反論の余地を見いだせなかった。

　ミハイル自身、決して殺人を好む訳ではない。

　いや、どちらかと言えば仕事とはいえ人殺しなどしたくはないと言うのが本音だ。

　しかしローゼリア王国近衛騎士団の一員として、国の為、王家の為に必要で有るならば自らの手を血に染める覚かく悟ごはある。

　今回の一件もまた、彼の騎き士しとしての誇りにおいては決して誉ほめられる事ではなかったが、貴族派の野望を止める為には致いたし方かたないと納なつ得とくさせたのだ。

　ミハイルの心を読むように青年は穏やかな笑みを浮かべて問いかけた。

「まぁ。貴方あなたがどう思っているかは知りませんが、我々は決して貴方方の敵では有りませんよ」

　その言葉を聞き、ミハイルの顔に戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「どう言う事だ……貴様は貴族派の人間ではないのか？」

　ミハイルの問いに、青年は含みのある笑みを浮かべた。

「そう、そこですよ。問題はね。まぁ、とりあえずこれから幾つか確認をさせてもらいますよ、ミハイルさん。貴方の疑問はその後でお答えしますよ」

　そう言うと青年は、ミハイルの後ろに回り込み首筋に指を添そえる。

「……なんの真ま似ねだ？」

　ミハイルの顔に僅かな恐れが浮かんだ。

「なぁに、ちょっとしたおまじないです。別に害がある訳じゃないので気にしないでください……これから彼女が幾つか質問をしますから気楽に答えてくださいな」

　青年はミハイルへ笑いかけると、金きん髪ぱつの少女に目配せをする。

　少女は無言のまま小さく頷くと、ミハイルの前へと進み出た。

「では幾つか質問をさせていただきます。あなた方がローゼリア王国の近衛騎士であるというのは本当ですか？」

　少女の問いにミハイルは無言のまま顔を伏ふせる。

　否定も肯こう定ていもするつもりはない。

「……」

「貴方が商隊を襲撃した理由はローゼリア王国の王位継けい承しよう争いに関かかわっていますか？」

「……」

「貴方は王女を守るために今回の奇襲を企くわだてたのですか？」

「……」

「貴方は騎士派に属ぞくし、貴族派と争あらそっていますか？」

「……」

「ローゼリア王国の国王が急死し、後こう継けい者しやとして第一王女が王位を継承するはずが、貴族派から横よこ槍やりを入れられましたか？」

「……」、

「貴族派は王の遺ゆい言ごん状じようがあるとして、庶しよ子しの王女を擁よう立りつしましたか？」

「……」

　次々に少女の口から繰くり出される問いをミハイルは必死で黙もく殺さつした。

　どれ一つをとっても、ミハイルの口から肯定も否定も出来ない問いだ。

（クソ……裏切り者共が……何を分かり切った事をくどくどと……）

　心の奥おく底そこから湧わき上がる怒いかりに身を震わせながら、ミハイルは青年に向かって憎にくしみの籠もった視線を向けた。

「これは……どうしますか？」

　金髪の少女が男に問いかける。

　黙もく秘ひを決め込んだミハイルの態度に、少女は呆あきれた表情を浮うかべ青年を見た。

「余よ程ほど答えにくいらしいな。まぁ、無理も無いか」

　だが、少女の困こん惑わくとは裏腹に、青年の顔にはさほど深刻な問題ではないと書かれている。

「ローラ。前へ」

　青年の言葉に導かれ、銀色に輝かがやく髪をなびかせたローラがミハイルの前に立った。

　金髪の少女が最後の質問を行う。

　ミハイルの心臓がこの問いを聞き猛もう烈れつに高鳴る。

「最後の質問です。貴方が殺そうとしたのは彼女ですか？」

　サーラの問とい掛かけが発せられた瞬間、亮真の指先は確かにミハイルの鼓こ動どうが激しく高鳴るのを感じた。

「図星か……」

　亮真は小さく呟つぶやくと、ミハイルの首筋から指を離す。

　フルザードの街のギルドマスターであるウォルス・ハイネケルによる策さく謀ぼう。

　それが今回の襲撃に対して出た答えだ。

　真実とは必ずしも口から伝えられるとは限らない。ミハイルの様に頑かたくなな沈黙は、時には言葉よりも雄ゆう弁べんに真実を伝えてしまう。必死で表情を消そうとすればするほどに、周りの人間にはミハイルの心の内が手に取るように掴つかめるのだ。

　それは亮真の結論を改めて聞くまでもなく、周囲で成り行きを見守っていたリオネ達たちにも伝わっていた。

「なるほどね……ウォルスのクソ野や郎ろう……アタイ達を囮に使ったって訳だね」
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　リオネの口から怨えん嗟さの言葉が漏れた。

　亮真の予測のおかげで紅べに獅じ子し傭よう兵へい団から死者こそ出てはいないものの、襲撃による負傷者はそれなりの数が出ている。無論、軽傷な者が殆どではあるが、それは結果論に過ぎない。

　事前にある程度の準備をした上での損害である。

　もしも、亮真が襲撃を予測出来なかったとしたら……

　もしも、リオネが亮真の予測を信じなかったとしたら……

　所しよ詮せん、全ては仮定の話に過ぎない。

　しかし、今回の襲撃で多くの死傷者を出していたとしても、何ら不思議ではなかったのだ。

　亮真達がこの依い頼らいを受けた経けい緯いとミハイルの態度を見れば、ギルドマスターであるウォルスが何らかの形で襲撃に絡からんでいるのは明白であった。

　公平中立を標ひよう榜ぼうしてきたギルドの裏切り。

　今までギルドに対して抱いだいていた信頼はリオネの中から失われ、その信頼の深さに比例して憎しみが沸わき上がってくる。

「これで、ウォルスの奴に嵌められた事がハッキリとした訳だ」

　亮真の言葉に、その場に居るミハイル以外の全員が頷く。

「さて……問題は今後だな。どうしたものだか……」

「他の街のギルドに報告するって言うのはどうですかね？」

　亮真の呟きを聞いてボルツが躊躇いがちに口を開く。

「いや、それはまずいと思うよ。ウォルスのクソ野郎に騙だまされた事は間ま違ちがいないが、それをアタイ達は証明が出来ない。下手に他のギルドマスターに泣きついて証拠を出せと言われたら、どうしようも無くなっちまう」

　ボルツの言葉にリオネが反論すると、亮真達が一斉に頷く。

　嵌められた事は事実だが、それを証明出来なくては何ら意味がない。

　たとえ冤えん罪ざいだろうと、裁判で負けてしまえばそれで終わりなのと同じだ。

　裁判をする上で重要なのは、真実でもなければ正義でもない。

　全ては、担当する裁判官から自分の望みの判決を引き出す事が出来るかどうかと言う事でしかないのだ。

　そして今最大の問題は、亮真達の身の潔白を証明する術がないと言う事に尽つきる。

　物的証拠がなければ、たとえ他のギルドマスターに告発したとしても、ウォルスにシラを切られればそれで全ては終わりだ。

　下手をすれば、濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしたと逆にウォルスから訴うつたえられる可能性すら有り得るのだ。

　ボルツ自身もあまり現実的な方法とは思っていなかったのか、自分の意見に執しゆう着ちやくする様子は見せない。

　重苦しい空気が場を包み込んだ。

　まるで、なにも見えない霧きりの中を手さぐりで進む様なもの。

　その上、もし対応に失敗すれば自分達の命が危あやうくなる。

　だから、楽観的とすら言える亮真の言葉に誰だれもが自分の耳を疑った。

「まぁ、方法は有るさ」

　穏やかな笑みを浮かべる亮真の言葉に、リオネは探さぐるような視線を向ける。

「そいつは本当かい？」

　本当で有ってほしいと望む半面、あまりにも都合がよすぎるという疑いがリオネの心に沸き上がるのは当然の事だ。

　それは隣となりに立つボルツも同じなのだろう。

　だが、彼らの不安げな視線を受けても亮真の顔に動揺はない。

「えぇ、良い駒こまが手に入りましたからね」

　そう言って笑うと、亮真の視線が沈黙を守り続けるミハイルへと向けられた。

「貴様は何を言っているのだ！」

　亮真の言葉を聞き、ミハイルは思わず沈黙を破ってしまった。

　敵に情報を与えないと言う観点からいえば、それは明らかに失策ではあったが、今のミハイルにはそんな規則など何の意味も持たない。

　目の前にいるローラと呼ばれる銀ぎん髪ぱつの少女を殺す事さえ出来れば、全ては上手くいくはずだったのだ。

　少なくとも、騎士派に所属している人間にとってそれは絶対の真理だった。

　ローゼリア国王崩ほう御ぎよの後、王位継承へ向けて動いていた第一王女ルピスの下にその報告がもたらされたのは、今から二ヶ月程ほど前の事だ。

　それは、騎士派の面々にとっては寝ね耳みみに水みずの出来事と言えた。

　隣りん国ごくミスト王国で突然前ローゼリア王ファルスト二世の血を受うけ継つぐ者だという娘むすめが現れたのだ。

　庶子自体は決して珍めずらしい物ではない。

　支配階級で有れば有る程、その血の価値は重くなる。

　血統によって支配の正当性を証明するのであるからある意味当然とも言えた。

　それ故ゆえに、一族の血を絶やさぬ為に子を多く作る。

　妻を持ち妾めかけをつくる。

　時には戯たわむれで平民の娘を犯おかす事も有るだろう。

　そう言った行いの結果、庶子は生まれる。

　だから庶子が居ると言う事、それ自体はなんら問題ではない。本来であれば。

　しかし、今回はあまりにもタイミングが悪すぎた。

　何よりも問題なのは、前王が死に玉座が空白で有る今この時に名乗りを上げたという事。

　しかも正当なローゼリア王国の王位継けい承しよう者しやとして……

　その報告が王都にもたらされた時、誰もが「そんな馬ば鹿かな」と、取り合わなかった。

　だが、直すぐに消え去ると思われたこの噂うわさは、何故か瞬またたく間に王国中を駆け巡めぐった。

　そして、噂は次第に現実的な意味を持ち始める。

　貴族派の頭首であるゲルハルト公こう爵しやくが、ローゼリア王国全土に対してこの庶子の擁よう立りつを宣言したのだ。

　前国王が残したとされる遺言状の公表と共に……

　初めは国中の誰もがねつ造を疑った。

　あまりにもタイミングが良すぎたからだ。

　しかし、信しん頼らい性せいに欠けるとされながらも遺言状通りに庶子は有力な王位継承者として擁立され、ローゼリア王国は二つに割れた。

　元々ルピス王女は近衛騎士団の団長を兼けん務むしている関係上、非常に騎士派と密接な関係を持っていた。

　それに対して、内政に関しては関わりを持ってこなかった所せ為いで、王国の内政を司つかさどる貴族派とはあまり接点がない。

　そこに貴族派の頭首であるゲルハルト公爵が庶子の擁立を宣言した為、騎士派三：貴族派四：中立派三であったローゼリア国内の勢力バランスが、そのまま王女派三：庶子派四：中立派三の対立構造へと移行してしまったのだ。

　元々、軍人の集まりで有る騎士派は戦力という意味においては非常に強力であるが、政治にはまったく不向きで有り、中立派の抱き込みには苦戦を強しいられていた。

　逆に戦力と言う点では騎士派に及およばないものの、政治力と言う点では騎士派を遥はるかに超こえる力を持つ貴族派は、国内の中立派の抱き込みに尽じん力りよくし中立派から貴族派へ移る者は後を絶たないのが現状である。

　そんな劣れつ勢せいの中、騎士派に一つの朗報が齎もたらされる。

　ミスト王国より庶子がローゼリア国内に入るという情報である。

　ゲルハルト公爵領に入り次第挙兵の計画らしいのだ。

　これを知った騎士派は貴族派の浅せん慮りよを嘲あざ笑わらった。

　大切な神み輿こしである庶子をローゼリア国内へ移動させると言う重大な情報が漏れるなど、貴族派が一枚岩ではない証拠だと……

　ローゼリア国への移動中に殺害してしまえば全ては元の鞘さやに収まる。

　庶子さえ殺してしまえば中立派は再び中立へと立場を変えるに違ちがいない。

　確かに急きょ齎された情報であり、襲撃場所が隣国と言う事もあって限られた人数でやりくりするしかなかったが、それでもミハイルは今回の好機をどうしても見み逃のがす事は出来なかった。

　暗殺と言う手段を選択する事に反対の意思を示した主の意向に背そむいてでも……

　しかし、そんなミハイルの決死の覚悟とは裏腹に、周囲から注がれるのは憐あわれみと嘲ちよう笑しようの混じった視線だけ。

「何をって言われてもなぁ」

　物覚えの悪い生徒を嘆なげく教師の様に苦笑いを浮かべた亮真に、この場にいるミハイルを除いた誰もが無言のまま頷く。

　一連の流れを見てきた彼かれらにとっては今更な答え合わせでしかない。

「まぁ、ハッキリ言えばあなた方は嵌められたんですよ。貴族派にね」

　察しの悪い生徒へ説明する教師の様に噛かみ砕くだいて語りかける亮真の言葉を、ミハイルの脳は理解する事を拒きよ絶ぜつした。

「馬……馬鹿な……いや、私は騙されんぞ！」

「馬鹿なって言われてもね」

　状じよう況きようを何時までも理解しないミハイルの言葉を聞き、亮真は肩を竦めた。

「まぁ、落ち着いてくださいよ。とりあえずご説明はしますから」

　そう言うと亮真は、ローラをミハイルの前に立たせる。

「まぁ、まずはっきりと言います。彼女は貴方あなた達たちが探している庶子ではありません」

「嘘うそだ！」

　血を吐はく様なミハイルの叫さけびが森に木こ霊だまする。

　もしも、亮真の言葉が真実ならば、襲撃を行った意味その物が根底から失われる。

　反はん撃げきを受け、犠ぎ牲せいとなった部下達も無む駄だ死じにとなってしまうのだ。

　そんな思いがミハイルの心を駆り立てた。

「そもそも、貴方がローラの事をローゼリア王の庶子だと考えた理由はこの銀色の髪でしょ？」

「そうだ！　歳としの頃ころは十代半ばの銀髪の少女だ！」

　ミハイルは声を張り上げた。自分の心に浮かんだ僅かな疑念を振り払はらうかの様に。

「まぁ、確かにローラは銀髪で十代半ばですがね……では、逆に聞きましょう。それは貴方達が探す庶子を確定する身体要素ですか？」

　亮真の問いにミハイルは考え込んだ。

（銀髪は大陸中を探してもかなり珍しい。それに年とし恰かつ好こうまで近いとなれば……）

「そうだ！　それで十分だ！」

　ローゼリアの王族に見られる身体的な特とく徴ちようの一つが、美しい銀の髪だ。

　勿もち論ろん、銀髪だからと言って全ての人間がローゼリア王家の血筋とは言えないが、ローゼリア王家の血を引く人間は必ず銀の髪を持つ。

　その確信がミハイルの心を突つき動うごかす。

　ミハイルの答えを聞き亮真は呆れた表情を浮かべた。

「……貴方達は余よ程ほど愚おろかなのですね……銀髪で十代半ばの女の子など腐くさるほど大陸には居るでしょうに」

「愚おろか者ものは貴様だ！　我々が探しているのはただ銀髪で十代半ばなだけではない。フルザードからローゼリアへこの時期に入る娘だけだ。全ての条件を満たす者が偶ぐう然ぜん此こ処こを通りかかるだと？　そんな事があり得るか！」

　ミハイルの顔にしてやったりと笑みが浮かぶ。

（そうだ。偶ぐう然ぜんにこのような場所でこの時期に銀髪の少女が偶たま々たま通りかかる事など有る訳がない。こいつが何を企たくらんでいるかは知らんが私は騙されないぞ！）

　今回の襲撃は騎士派に属する仲間から齎された情報を元にしている。

　確かに、騎士派の全員が完全に味方という訳ではない事をミハイルは理解しているが、その一方で貴族派に対して敵対しているという一点においては信用が出来た。

　またそうでなくては、幾いくら思し慮りよが足りないとはいえ、上級騎士でありそれなりの教育を受けてきたミハイルが暗殺と言う手段を選ぶ訳もない。

　そんな自らの正しさを確信するミハイルへ、亮真は憐みの混じった視線を向けた。

「確かに偶然通りかかる確率は物もの凄すごく低いでしょう。いや、ハッキリ言って０ゼロだと言いきっても良い。ですが必然で通る事は有るんじゃないですか？」

「どう言う意味だ？」

　亮真の言葉の真意が掴めず、ミハイルの顔に戸惑いの色が浮かんだ。

「つまり無関係な我々をフルザードから適当な依頼でローゼリア王国へ向かわせその情報を意図的に騎士派の人間へ洩もらす。当然、劣勢である騎士派は状況を打開しようとそれに関心が向くでしょうから、その間に本物の庶子を国内へと移動させる。どうです？　それほど難しい話じゃないと思いますけど。いや、どちらかと言えば今回の情報を持ってきたという騎士派の人間が貴族派に寝ね返がえったと考えるべきですかね」

　その言葉を聞いた瞬間、ミハイルの勝かち誇ほこった顔が驚きで凍りついた。

「馬……馬鹿な……」

　体の奥底から絞しぼり出だすかのようなミハイルの言葉に、亮真は首を振りながら話し始めた。

「そもそも、騎士派の皆みなさんが貴族派の情報を手に入れたって所から普ふ通つうなら有りえないんですよ」

　亮真の言葉にその場の全員が疑問の視線を向けた。

「その庶子は貴族派にとって代えのきかない切り札のはずです。それを国内に移動させようと言うなら、それこそ貴族派の総力をもって綿密に計画される事でしょう。何より情報が洩れると言う事に対して細心の注意をするはずです。それが騎士派に洩れた」

　ここで亮真は口を閉じると周囲を見回す。自分の話を理解しているかを確かく認にんするためだ。

「故意に洩らしたと言う訳だね？　坊ぼうや」

　リオネの言葉に亮真は無言のまま頷うなずく。

「まぁ、普通に考えればそうでしょう。そして、貴族派はどうやったのかウォルスを抱き込んで傭よう兵へいを探させた。銀髪で十代半ばの傭兵をね」

「それが私と言う訳……ですね」

　ローラの言葉に亮真は静かに頷いた。

「しかし、ウォルスはギルドマスターです。そんな危ない橋を渡わたるでしょうか？」

　サーラが躊躇ためらいがちに疑問を投げかけた。

　ギルドは表向き公平中立が大原則だ。

　傭よう兵へい達たちからも顧こ客きやくから等しく信頼されなければ、依頼を仲ちゆう介かいするギルドなど運営出来るはずもない。

　そう言う観点で見れば今回のウォルスの行動は著いちじるしく不適切と言える。

　商隊の護衛と言う名目で人を集めながら、それを傭兵達に無断で囮に使ったのだから。

　ウォルスが何も知らない可能性もあるのではないか。ローラはその可能性を口にしたのだ。

　しかし、亮真は静かに首を横に振った。

「いや、ウォルスが無関係な可能性は低いだろう。なぜなら俺おれ達たちは強制依頼でこの仕事を請うけ負おったからな」

　そして、亮真は傍かたわらで無言のまま成り行きを見守るリオネへと話を振る。

「リオネさんにも聞いてみたが、やはり強制依頼の対象は高位の……具体的にはシングルＢ以上の人間にだけ、それも緊きん急きゆう性せいが高い依頼に対してのみ発令されるらしい。ですよね？」

「あぁ、ギルドの規約にもはっきりと書かれてるよ」

　亮真の視線を受けリオネがゆっくりと頷く。

「つまり俺達がこの仕事を強制的に受けさせられる根こん拠きよはないってことだ。恐らく……銀髪で十代半ばの傭兵を探した結果、ローラしか見つからなかったんだろうな。そこで俺達の経験が浅い事を計算に入れて、強制依頼なんてハッタリを利きかせて依頼を無む理り矢や理りに受けさせる。後は騎士派の奇き襲しゆうで死ねばそれで良し。万が一生き残ったとしても、商隊の商人に化けた貴族派の兵士が護衛対象だと思って油断している俺達を始末出来る。そして真相は闇やみの中って訳だ」

　亮真の説明を聞き、リオネ達の脳のう裏りに襲撃の全ぜん貌ぼうが形づけられていく。

　商隊の荷馬車が空だったのは襲撃される事が前提だったからだ。

　商人達の手にタコが有ったのも体格が良かったのも、騎士や兵士が商人に変装していたのだとすれば説明がつく。

　亮真達にだけ天てん蓋がい付きの豪ごう華かな馬車を支給したのは、そこに王家の庶子が乗っているとミハイル達に思わせる為ため。

　騎士派の奇襲を受けた際に進路を塞ふさぐように隊列を乱したのは、亮真達を騎士派に殺させる為だろう。

　今まで不自然だった要素が解き明かされ一つの結論が導き出された。

「馬鹿な……なんと言う事だ……それではあいつは我々を騙したと言うのか……いや……しかしこれでは……」

　亮真の推理を聞きミハイルの口から後こう悔かいと悲ひ嘆たんが漏れた。

　ミハイルの言うあいつとは、恐らく騎士派へ貴族派の情報を齎した人間の事だろう。

　ここで亮真は、悲嘆にくれるミハイルへ一つの提案を行う。

「まぁ、ここで嘆いても事態は何も変わりませんよ」

　ミハイルが力なく顔を挙げる。その視線には疑問が浮かんでいた。

「まぁ、貴方達が貴族派に嵌められて窮きゆう地ちに陥おちいっているのと同じで、私達も困った状況に置かれていましてね」

　これは当然だろう。今回の依頼はあくまでも商隊の警護である。

　たとえ偽いつわりであったとしても、ギルドの記録上ではそうなっているのだ。

　すると一つ大きな問題が出てくる。

　自分達が生き残る為とはいえ、亮真達は商隊の荷馬車を攻こう撃げきしている。

　また、商人達を見捨てて襲撃から逃にげ出している。

　事の表面だけ見れば、亮真達は護衛の任務を放り出し、護衛対象の商人を見殺しにして逃げ出した卑ひ劣れつな臆おく病びよう者ものと言う事になってしまう。

　さらに悪く考えれば、騎士派の襲撃を単なる盗とう賊ぞくの襲撃とウォルスが工作した場合、亮真達たち傭よう兵へいが金に転んで依い頼らい人にんを裏切った事にすらされかねないのだ。

　そして、今の亮真達にはウォルスの策を阻はばむ手段がない。

　なぜならば、亮真が口にした事は全すべてが仮説と状じよう況きよう証しよう拠こにすぎないからだ。

　仮にミハイルを証人にしようとしたところで、彼が正直に証言してくれる可能性は０と言って良いだろう。

　今回の一件は騎士派にとって汚お点てんでしかないからだ。

　しかも真実の決定はギルドマスターであるウォルスの胸の内で決まるのである。

　自分達を嵌めた人間に自分達は陥おとしいれられたのだと主張したところで意味がない事は分かり切っていた。

　それに、確かな証しよう拠こがない状況で、他の街のギルドマスターに頼たよるのも悪手と言える。フルザードはミスト王国最大の交易都市。その都市のギルドを任されているウォルスの力は、ギルドの内部でもかなり大きいはずだ。そんな男とこの不利な状況で真実を追求するだけの覚悟を持つ人間がいるだろうか。その上、仮にそんな人間が居たとして、彼が亮真達に力を貸してくれる保証などない。

「だからどうです？　ミハイルさん。我々と手を組みませんか？」

　その言葉を聞いてもリオネ達は表情を変えなかった。

　亮真の知ち恵えに一いち縷るの望みを託たくすより他に道がないと理解していたから……。

　この日、ローゼリア王国の運命は大きく変わる事になる。







第二章　入り乱れる思おも惑わく







「見ろ！　あれがローゼリア王国の王都ピレウスだ」

　ミハイルの言葉に起こされ、亮りよう真まはしょぼつく目をこすりながら前方へと視線を向けた。

　ここ数日、襲撃を警けい戒かいして碌ろくに寝ねていなかったせいだろう。

「へぇ。あれが王都か……かなりでかいな」

　まだかなりの距きよ離りがあるにもかかわらず、平原の彼方かなたに王城の尖せん塔とうが形づくられている。

　中心に城があり、その周りを城じよう壁へきで区画割りしながら発展してきた都市。

　郊こう外がいには小麦畑が延々と作られ、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた街かい道どうを人々が列をなして王都を目指していた。

　背せ負おった籠かごに野菜を満まん載さいしているところを見ると、近きん隣りんの農民が王都の市場へ農作物を売りにでも行くのだろう。

（なるほど……まぁ、城壁の中じゃ農業は出来ないからな……だが、中世ヨーロッパの特色が強いと思っていたんだが、やはりここは異世界って訳だ。下手な先入観を持つと命取りだな……）

　基本的に都市が消費する農作物の生産などは、近きん郊こうの農村部に依い存そんする。

　都市の役割は、周辺の農村部から運び込まれる物資の流通や備び蓄ちくのための拠きよ点てん。

　そう言った部分は地球も異世界もあまり大きな差はないようだ。

　その一方で、目の前に広がる都市の外観から予想される規模は、中世ヨーロッパにおける都市の規模をはるかに超えていた。

　平原の真ん中に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな都市。

　遠目からなので詳しよう細さいは分からないが、実際の数はさて置き人口百万と言われても違和感を感じない程ほどの規模だ。

「当然だ。西方大陸東部でも強国と名高いローゼリアの首都だぞ！　そもそも、我わがローゼリア王国は古き時代には……」

　ミハイルの優ゆう越えつ感かんに彩いろどられた説明を苦笑しながら聞きつつ、亮真は目の前に見え始めた城じよう塞さい都市を再び見み据すえた。

「とりあえず無事に着いて良かった。貴族派の襲撃も予想出来たからな……」

　門の外に広がる貧民街を通とおり抜ぬけ、都市の最も外側に設置された城壁の内側へ入ると、ミハイルは深く息を吐いて呟いた。

　此こ処こから内側はローゼリア王国の厳格な統治が行き届いた地域。

　城壁の外側と内側では法の執しつ行こう能力に大きな差が生じる。

　兵を動かすには王宮の許可が必要になるし、武装した人間が集団で動きまわれば警備の兵士に見み咎とがめられる可能性も高くなるので、武力を用いた襲撃はまずあり得ないと言い切る事が出来た。

「まぁ、俺おれは最初からその可能性は低いと思っていたけどな……」

「どう言う意味だ？」

　亮真の言葉にミハイルが探るような視線を向ける。

「わざわざ依頼を偽ぎ装そうしてまで計画した奇襲だからな。連中にしてみれば態勢を一いつ旦たん整えたほうがいいと判断したのだろうさ」

　状況を確認した上で対策を講じる。情報化社会として発達した日本でもなかなかすんなりとはいかない話だ。ましてや、この大地世界アースでは情報の伝達手段が限られており、策の責任者が状況を把は握あくするだけで数日かかったとしても何にも不思議ではない。

　慎しん重ちような人間がこの策謀の指揮を執っている場合、一旦仕切り直しを考えて当然とも言えた。

　勿論、それはあくまでも亮真の勝手な予測にすぎない。

　だからこそ、睡すい眠みん時間を削けずってまで周囲を警戒してきたのだが、どうやらミハイルは亮真の言葉が気に入らなかったらしい。

「如い何かに薄うす汚ぎたない貴族派の裏切り者共とはいえ、その程度で主命を諦あきらめるものか……？」

　余程不満だったのか、ミハイルの口調が刺とげ々とげしくなる。

　襲撃を受けてから一週間足らずの短い間でしかなかったが、亮真はミハイルの武断的な性格をほぼ完全に把握していた。

　ミハイルは逃げるや諦めると言う言葉に対して、かなり強い嫌けん悪お感を表す。また、困難や失敗に対して一度引いて仕切りなおすという事を極きよく端たんに嫌きらう。自分が勝つまで勝負を止めない諦めの悪さ。強きよう靭じんな精神力と言えば聞こえは良いのだが、あまりに直情的すぎる性格だ。

（個人的には嫌いじゃないけどな……不適材不適所とでも言うのかねぇ。博ばく打ちや株式投資なんかを絶対にさせちゃいけないタイプの人間だな）

　亮真の冷めた視線がミハイルの横顔へ向けられる。

「まぁ指揮を執っている者の考え方次し第だいだけどな。策がうまくいかなかったから安全を重視して全てを諦めて仕切りなおす方を選せん択たくしたんだろうよ」

「優すぐれた武人はそう言った時こそ己おのれの力で困難を克こく服ふくし、主の為に一命を擲なげうってでも目的を達成させるべきではないのか？」

　ミハイルの言葉には、騎士とはそうあるべきだという確固たる信念が込められていた。

　だが、亮真はそう言ったミハイルの誇りや信念と言う物に対してあまり高い評価をしていない。一人の騎士として考えるならば、ミハイルの考え方は勇ゆう猛もう果か敢かんと評価するべき美点と言える。しかし、引ひき際ぎわが分からないのでは指揮官として失格だ。

　そして実に残念な事ながら、ミハイル・バナーシュは一いつ介かいの下級騎士ではないのだ。

「皆が皆ミハイルさんの様に騎士の誇りに執着していないんだろうよ」

　亮真の呆れたような口調を聞きミハイルの顔が赤く染まる。

「騎士の誇りを愚ぐ弄ろうするか!?」

「その誇りに目をつぶって暗殺を企てた人間の言う言葉じゃないな」

　亮真の言葉にミハイルの顔が歪ゆがんだ。今、最も聞きたくない言葉を言われたからだ。

「ぐぅぬぬぬぬ……そ……それは。仕方なく……」

　抗こう弁べんの言葉に力がない。

　自分自身が、暗殺という手段を正当化していない証あかしだ。

　いたたまれなくなったのだろう。ミハイルはまるで逃げるかの様に荷台で横たわる怪け我が人にん達たちの方へと移って行く。

　どれだけ自己正当化の言葉を並べたところで、暗殺と言う卑劣な手段を取った事に変わりが無い事を自覚しながら、誰かに許しを求めているのだ。

　自らの誇りと、目の前にある王国の危機との間をミハイルの心は彷徨さまよっていた。

「ふん。やっちまった事を悔くやんだって仕方ないだろうに？　ましてや、俺は暗殺が決して間違った方法だとは思わないな」

　亮真は、ローラと共に荷台で負傷者達の看病を始めたミハイルの背中へ視線を向けたまま小さく溜ため息いきを洩らした。

「間違っては居ないのですか？」

　ミハイルの行動を擁よう護ごする様な亮真の言葉に、御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握にぎっているサーラが首を傾かしげる。

　ここ数日のやり取りで、自分の主とミハイルの性格が合わない事を理解していたからだ。

「あ？　あぁ……暗殺という手段を選択する事自体は間違っちゃいないよ。俺も場合によっては同じ手段を取るかも知れないからな」

　無む邪じや気きなサーラの言葉に、亮真は苦く笑しようしながらも自らの考えを口にする。

　確かに、世間一いつ般ぱんの常識を考えれば、暗殺は決して褒ほめられた事ではないだろう。

　しかし、たった一人の人間を殺す事で多くの人間の犠牲を回かい避ひできるのなら、内乱を押おさえる事が出来るのなら、選せん択たく肢しの中から簡単に除外するべきではないと亮真は考えている。

　正義か悪かで考えるなら暗殺は悪だ。それ自体には亮真も異論はない。

　だが、今問題としているのは必要かどうかだ。

「結局のところ暗殺だろうとなんだろうと手段の一つにすぎないって事さ。大切なのは目的を果たせるかどうかだからな……」

　今回の一件を例に挙げれば、騎士派は貴族派の擁立する庶子の王女をローゼリア王国の女王にしたくないという事が最大の目標だ。

　その為に対象の王女を暗殺するというのは、善悪や誇りを無視し、効率という視点だけで考えれば、貴族派と騎士派が表だって戦争を行うよりはずっとローゼリア王国全体の被ひ害がいは少ない。

　どちらの派は閥ばつが勝つにせよ、内乱が起これば困るのは税を納める農民や市民。

　治安は悪化し、国内の生産力は大きく低下する事になる。

　それらを考えれば、王女暗殺という手段は、表だって称しよう賛さんはされずとも決して悪い手段ではないのだ。

　少なくとも、国を預かる為い政せい者しやが己の善悪や信念に固こ執しつして、民に無用な負担を押おし付つけるよりはずっとマシだろう。

　ただし、それは綿密で正確な情報の取得が大前提となる。

　亮真が騎士派の愚かだと思うのはその点だ。

　今回の様に、仲間である騎士派の人間がもたらしたと言うだけで、情報の正誤も確かめずに暗殺計画を実行するなど、あまりにも不用意過ぎる。

　対象を殺せなかった場合、暗殺と言う手段を取った事自体が、相手に対して武力による決起の口実を与あたえてしまうからだ。

　果たして、そこまでリスクをきちんと考えていたのかどうか。

「まぁ、ミハイルさんや彼の部下を見た限りだと、騎士派の人間は脳筋ばかりみたいだから仕方がないのかもしれないけどな……」

「脳筋ってなんですか？」

　亮真の呟いた脳筋という言葉に、サーラは不思議そうな顔をした。

　おそらく、初めて耳にする言葉なのだろう。

「あぁ、脳みそまで筋肉って事。ようは考え無しって事さ」

「なるほど。それで脳筋ですか」

　肩を竦めて答えた亮真の言葉に、サーラは納得するかのように深く頷いた。

　一いつ緒しよに行動するようになってから日は浅いものの、思い当たる言動は多々あった。

　確かにミハイルや彼の生き残った部下を見ても、直情的というか考えなしというか、お世辞にも思し慮りよ深ぶかい人間とは言えない。

「でも、そんな脳筋が良く亮真様の提案を飲みましたね？」

「まぁな、幾ら脳筋といってもミハイルさんは馬鹿じゃない。きちんと筋道を立てて状況を説明されれば理解は出来るのさ」

　あの日、亮真の提案はミハイルの心を激しく揺ゆさぶった。

　それも当然の事だろう。今まで敵視していた人間から突とつ然ぜん連れん携けいの話が出れば誰だって驚おどろく。

　ましてや、ミハイルは亮真の策の所為で部下の多くが殺されている。

　今回の庶子暗殺の為に、ミハイルが王都より率いて来たのは全部で五十名。

　その内、今馬車の荷台で息をしている者は僅わずかに五名。

　ミハイルを含ふくめても、六名しか生き残れなかった計算になる。

　当然、御み子こ柴しば亮真への憎しみは強い。

　襲おそいかかったミハイル達の自じ業ごう自じ得とくの結果とはいえ、多くの仲間達が亮真の反撃によって死亡したのだから……

　それでも、ミハイルは亮真の提案を呑のんだ。いや、無理をしてでも呑まざるを得なかったと言うべきだろうか。

　亮真の提案を蹴けったところで、ミハイルに選択肢は残されていない。

　庶子の暗殺に失敗した上、多くの部下を失っているのだ。

　兵力の補ほ充じゆうという観点だけで考えても、亮真達傭兵と手を組むのは騎き士し派にとってマイナスにはならない。

　また、襲しゆう撃げきの場に残された商人達の死体が、亮真の予想の正しさを裏付けていた。

　死体の中に何人か顔見知りの貴族派が混じっていたのだ。

　それはつまり、今回の襲撃が全て貴族派の誰かの策であったと言う事を示している。

　だが、ミハイル自身は納なつ得とくしても、彼の部下達はそう簡単に理解などしなかった。

　縄なわを解かれた彼らは止血の為に巻かれた包帯に血がにじむのを無視し、剣けんを抜き放つと亮真達へ臨戦態勢をとったのだ。

　最終的にはミハイルの説得を受け入れはしたのだが、彼らの瞳ひとみには未いまだに亮真達への憎ぞう悪おの炎ほのおがちらついている。

　それは、彼らの包帯を換える為に荷台へ乗ったローラへ向ける視線を見ても明らかだった。

「まぁ、ローラの術はかなり強力だったからな。仕方ないさ……それに、ボルツさん達が上う手まく合せてくれたおかげあるしな」

　怪け我が人にんの看護をするミハイルの後ろ姿を見ながら亮真は首を振ふる。

「えぇ、流石さすがに歴戦の傭兵ですよね。即そく席せきでローラ姉様と連れん携けいが出来るんですから」

　文法術は、同種の術式を複数の術者が同時に発動することによって、その効果を飛ひ躍やく的てきに増加させる事が出来る。

　その代わりに詠えい唱しようの連携はシビアなタイミングが要求される訳だが、今回は起点となるローラの詠唱を補助するボルツ達が上手く合せる事が出来たようだ。

「最初に聞いた時はどうなるものかと思ったけどな」

「上手く行って良かったですよね」

「あぁ。何しろ敵を全ぜん滅めつさせては不味まずいけど、数は大おお幅はばに減らしたいなんて無む茶ちやな要望だったからな……実際、良くやってくれたよ。ボルツさんは」

　状況を把握する為には亮真はどうしても生きている人間が必要だった。

　つまり、ただ襲ってきた敵を殺せば良いという物ではなかったのだ。

　当然、選択できる手段は限られてくる。正直に言えば、容よう赦しやなく皆みな殺ごろしを指示した方が簡単だったくらいだ。

「おっ！　お呼びですかい？　若」

　自分の名が出た事に気がついたボルツが、馬車に馬を寄せて来た。

「いや、ボルツさんがあの時上手くやってくれたおかげで何とかなりそうだって話さ」

　亮真の言葉を聞き、ボルツはうれしそうに顔を綻ほころばせる。

「若にそう言って頂ければこんなに嬉うれしい事はねぇ！　ですがね、今回俺達が生き残る事が出来たのは全て若のおかげですぜ？　あっしらの法術なんかは、たかがしれてまさぁ」

　そう言い捨てると、ボルツは上じよう機き嫌げんで馬車から離はなれていく。

　余程、亮真の言葉が照れくさかったのだろう。

　自分が呼ばれた訳ではない事を確認すると、サッサと元の場所に戻もどってしまった。

「ですが、これからどうされるおつもりですか？」

　突とつ然ぜん、亮真の後ろからローラが声をかけて来た。

「なんだ？　突然。怪我人の手当てはいいのか？」

「はい。ミハイルさんがやってくれていますし。私がするよりは……」

　亮真の問いにローラの顔が曇くもる。

　善意で怪我人の治ち療りようを引き受けたのだが、生き残った騎士達のローラへの風当たりは相当の様だ。

　初めからローラを一連の元げん凶きようと思い込んでいた彼らが、急に気持ちを切きり替かえられないのも致いたし方かたない事なのも知れない。

　今のローラの言葉を補完すると、「敵である自分が治療をするよりミハイルにして貰もらう方が良いようです」と言う事になる。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、亮真の唇くちびるから鋭するどい舌打ちが漏もれる。

　本来なら、亮真達たちを恨うらむのは筋すじ違ちがいもはなはだしい。

　勝手に誤った情報に踊おどらされ、無関係な亮真達を殺そうとしたのだ。反撃された事によって仲間を殺されたと怒いかりを露あらわにする彼らの態度は、逆さか恨うらみ以外の何物でもない。

　本来なら見殺しにされても仕方がなかったにも拘かかわらず、それなりの治療を受けさせて貰っていながら感謝の言葉一つない彼らの態度は、とても事の是ぜ非ひを弁わきまえているとは言えない。

　それでも、それを言葉で指し摘てきしてしまえば両者は永遠に歩み寄る事はないだろう。

「まぁいいさ。それより皆の具合はどうだ？」

　内心、生き残った襲しゆう撃げき者しや達たちの態度を苦々しく思いながらも、亮真は話題を変えた。

　最初の奇襲で紅べに獅じ子しの人間にも怪け我がを負った人間は少なからずいる。

　彼らの状態が今後の方針に大きな影えい響きようを与えるのだから、亮真としては最も気になるところだ。

「はい。元々殆ほとんどの方はかすり傷程度でしたし、何名かいらっしゃった重傷の方も傭兵団の方で準備されていた秘薬分で足りましたから、皆さん数日で完治すると思います。亮真様の怪我の方が一番酷ひどかったくらいですよ？」

　まぁ、重いと言っても矢の雨によるかすり傷が多いので出血が激しく見えただけの事。

　実際、準備していた秘薬のおかげで、傷には既すでに瘡かさ蓋ぶたが出来ており、後は時間の経過と共に傷きず跡あとが消えるのを待つだけだ。

　目に見える外傷に対しての治療という点では、地球よりも大地世界アースの方が遙はるかに手軽で簡単に済んでしまう。

　亮真はサーラの言葉を聞くと、ニヤリと唇を歪めた。

「なら良い……最悪、一戦やらなければいけないかもしれないからな」

　亮真の言葉に姉妹の顔が緊きん張ちようで引き締しまる。

「王女との謁えつ見けんがうまくいかないかもしれないと？」

　ローラの言葉に亮真は静かに頷く。

「まぁ、可能性としてはあり得るな」

　正直なところ、今回の提案は亮真にとっても一いちか八ばちかの賭かけだ。

　騎士派にせよ、貴族派にせよ、どちらが勝利を収める結果になろうと亮真個人には無関係である。

　本来ならば、こんなややこしい権力争いに首を突っ込む必要などどこにもない。

　だが、意図せず政争に巻き込まれてしまった以上、どちらかに加担しない訳にはいかない。もし加担しなかった場合どうなるか？

　全ての責任を亮真達へ押し付けたウォルスの告発によって、ギルドから制裁として刺し客かくが送られてくる可能性が有る。それもかなり高い確率で。

　しかも、それに対たい抗こうする手段が亮真達にはないのだ。

　勿論、一度や二度は刺客を撃げき退たいする事は出来るかもしれない。しかし、幾らその場その場をしのごうが根本的な解決にはならない。

　ギルドと言う組織がこの西方大陸から消え去るか、亮真達がギルドの影えい響きよう力りよくが及ばない土地にでも逃げない限り、安息の日々は訪おとずれないだろう。

　結局のところ、事の善悪を判断する人間が、他ほかならぬギルドマスターのウォルスと言う点が一番の問題なのだ。

　一連の原因がウォルスの画策である以上、犯人と裁判官が兼けん任にんされているようなものだ。亮真達が何を証拠にしようと、どんな証言を行おうと意味をなさないだろう。

　では、他の街のギルドマスターに訴えるのはどうか？

　実際のところ、これもかなり危あやうい賭けになってしまう。

　無名の傭兵である亮真は勿論の事、多少は名を売ってはいるものの、一介の傭兵団でしかないリオネ達の主張と、自分達の同どう僚りようでギルドマスターであるウォルスのどちらがより信用されるか。

　ましてや、国家の権力争いが事の発ほつ端たんである以上、他の街のギルドマスターにとってこの一件があまり関かかわりあいたくない事案である事は目に見えていた。

　同じギルドマスターとしての仲間意識と、背後にちらつく国家権力。

　よほど正義感に燃える人間か、ウォルスを蹴け落おとそうと考える人間以外、誰だれもが自己保身へと走る事が目に見えていた。

　何の後うしろ盾だてもない状況で亮真達がウォルス以外のギルドマスター達へ訴えに及んでも、自分達の任務失敗を取とり繕つくろっていると言われるのがオチだろう。

　結局、正しいだけでは駄だ目めなのだ。

　正しさを認めさせる為の力が必要なのだ。

　つまり亮真達が生き残るためには、有力な後ろ盾を持った上でウォルス以外のギルドマスターへ訴えるしか道はない。

　自分達の主張を公平に判断して貰う為には、ウォルスを上回る権力が必要だ。

　そして、今の亮真達に有力な後ろ盾が持てるとすれば、それは騎士派しかない。

　敵対してしまった貴族派は言うに及ばず、中立派にしても他国の有力者にしても、今の亮真達を助けるメリットは皆かい無むと言えた。

　そしてそんな中で唯ゆい一いつ騎き士し派だけが、この戦後において亮真達の後ろ盾になり得る可能性が残されている。

　亮真達が貴族派との政争においての助力と引き換かえに、ローゼリア王国と言う国家権力を後ろ盾として得るというのは、今の状況を打開する為には現実的な手段と言えた。

　大陸中に支部を持つギルドとは言え、国家と真正面から対立したいとは考えないだろう。

　しかし、それは全て亮真達の都合でしかない。

　騎士派にとって亮真達の後ろ盾にならなければならない明確な理由は無い。

　それどころか、自分達の仲間を殺傷されているのだ。

　直情的な人間であれば、亮真達の言い分など聞かずに首を刎はねるという選択も十分にあり得た。

　だからこそ賭けなのだ。

　騎士派の主導部に、感情に流されず冷静な判断が出来る人間が存在していると言う賭け。

　そしてその人物に、亮真達の利用価値を認めさせると言う賭け。

　幾いく重えにも張はり巡らされた城壁を越え、ようやく馬車は城へと続く跳はね橋ばしの前へとたどり着いた。

「さぁてと……後は俺の弁べん舌ぜつ次し第だいだな」

　王宮へ続く道に設置された巨大な城門の下で、奥おくに見える城の尖とがった屋根へ視線を向けながら、亮真は自らを鼓こ舞ぶするかのように呟つぶやいた。

　これより、亮真がこの世界に来て三度目の生死を懸かけた勝負が始まるのだ。

　亮真の目には強い意志の力が宿っていた。




「ローゼリア王国第一王女ルピス殿でん下かの御お成なりである！　みな頭を下げよ！」

　赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた謁えつ見けんの間に黒くろ髪かみの若い女が入って来ると、彼かの女じよは高らかに王女の入室を告げた。

　亮真はミハイルがその場で片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れるのを見ると、それを真ま似ねして絨毯の上に跪ひざまずく。

　何しろ王族などと言う物がほぼ廃すたれた日本から来た人間である。

　日本には世界最古の皇室が存在はするが、如何に開かれた皇室とは言え、一いつ介かいの高校生が直に謁見を許される事になるはずもない。

　亮真が知る礼れい儀ぎなど、深々と立ったままお辞じ儀ぎをするくらいが関の山と言える。

　そんな亮真が、この世界における王族に対しての礼儀作法など知るはずもなかった。

　ただ神しん妙みような表情のまま、横目で見ながらミハイルの行動を真似するだけで精いっぱいと言える。

　もっとも、共に王女への謁見が許されたリオネもまた、亮真と同じようにぎこちなくミハイルの動きを真似しているので、王族に謁見する為の作法がこの大地世界の一いつ般ぱん的てきな常識と言う訳ではないらしい。

　逆に、先日まで奴ど隷れいの身分であったとはいえ、流石に上流騎士の家系に生まれたというだけの事はある。

　マルフィスト姉妹の挙動は優ゆう雅がで実に板に付いた見事なものだ。

　騎士の中でも国の要職に就つく事が多い上級騎士の家いえ柄がらを持つだけあって、幼い頃から礼儀作法は厳しく仕込まれてきたのだろう。

（事前にローラ達に習っておけばよかったかな……）

　そんな思いを浮うかべながら、亮真は王女の入室をただじっと待った。

　荘そう厳ごんな空気が漂ただよう謁見の間。

　ミハイルの案内で通されたその部屋は、かなりの奥おく行ゆきがある。

　部屋の奥には段差が設けられており、最も高い上段に金で彩られた玉座が設置されていた。

　玉座から入り口までは赤い絨毯が敷き詰められており、左右には完全武装の兵士達が厳いかめしい表情を浮かべながら立ち並んでいる。

　その数二十名程だろうか。

　別に、王女へ危害を加えるつもりが有る訳ではないのだが、僅か四人しかいない亮真達にとってはかなり危険な状況と言えた。

（まぁ、その辺は仕方がないか。王女が会ってくれるだけでもまだマシな方だな……本当は密室で密談出来れば一番良かったんだけどな……）

　入城した亮真達はミハイルの指示で、数時間ほど割り当てられた城の一室に軟なん禁きんされていた。

　もっとも、それは当然の処置と言える。

　ミハイルによって一応の身分保障がされていたとはいえ、ローゼリアの王宮に住まう人間達からみれば、亮真達はどこの馬の骨とも知れない不ふ審しん人物でしかないのだから。

　しかし、一体どのような報告をしたのか分からないが、軟禁されていた一室にやってきたミハイルはそのまま亮真達を謁見の間へと連れ出したのだ。

　ミハイルの報告の仕方次第では、王女との謁見など執とり行おこなわれずに問答無用で首を刎ねられていたかも知れないのだから、かなり幸さい先さきは良いと言えるだろう。

　少なくとも、亮真は自らの弁べん舌ぜつを奮う機会は貰う事が出来たのだから。

　しばらく頭を下げて跪いていると、玉座の奥の方から扉とびらが開かれる音が聞こえてきた。

　続いて数人の足音が謁見の間に響ひびく。

　ルピス王女とその側近達の入室する音であろう。

　亮真達は跪いたままルピス王女の言葉を待つ。

「面おもてを上げなさい」

　凛りんとした女の声が謁見の間に響いた。

　恭うやうやしく顔を上げた亮真の前に、貴族服に身を包んだ若い女の姿が映し出される。

　ローラと同じ艶あでやかな銀色に輝かがやく髪かみ。歳としの頃は二十代前半といったあたりだろうか。

　彼女こそがルピス・ローゼリアヌス。この国の次期国王候補である。

　ルピスは玉座に腰こし掛かける事なく、跪いたまま顔を上げようとしないミハイルをジッと見下していた。

「ミハイル・バナーシュ近衛騎き士し団だん副団長。立ちなさい」

　ミハイルの名を口にしたルピスの顔には、威い厳げんと冷静さを兼かね備そなえた厳しさが浮かんでいた。

　ただし、その一方で経験の浅さや年ねん齢れいからくる未熟さをどことなく感じさせる。

（副団長？　こいつ、そこそこの身分だろうとは思っていたが、王国の中でもかなり高い身分を持つ人間だったのか。道理であっさり王女様との謁見がかなったはずだぜ……だが、それにしては少しばかり直情的過ぎる。それに、暗殺を直接自分が指揮するなんて……余よ程ほど騎士派には人が居いないのか、それとも、能力より血筋や家柄が重視されているのか？　問題はこいつが吉きちと出るかどうかだな）

　亮真は、ミハイルが当初思っていたよりもはるかに高位な身分を持っていたことを知り、思わず神に感謝した。

　個人的な武勇はさておき、指揮官として著しく適性を欠いたミハイルの直情的な性格を見知っていた為、騎士団の副団長などという立場の人間とは思いもしなかったのだ。

　しかし、その一方でミハイルの様な直情型の人間が国の上位に居ると言う事実に漠ばく然ぜんとした不安を感じたのも事実。

　亮真は少しでも判断材料を増やそうと、ルピスの言葉を静かに見守り続けた。
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「報告は既にメルティナから受けています。貴方あなたが使命を果たせなかった事は非常に残念としか言えません。今回の失策により有望な多数の騎士達が命を落としました……皆、王国の秩ちつ序じよの為に命を散らしたのです。それなのに貴方は指揮官でありながら生き残り私の前に居ます……私はこの国の王女として、貴方へ死を命じなければなりません」

　ルピス王女の叱しつ責せきとも言える言葉に謁見の間が凍り付く。

　しかし、此処でルピス王女の冷たく硬かたい表情が緩んだ。

「ですが、貴方は非常に武勇に優れ、王家への忠義に篤あつい騎士です。祖国存亡の危機である今、貴方を失うのは大きな損失と言えます。そこで私は貴方の今までの功績と、今回の任務そのものが貴族派の狡こう猾かつな罠わなであった事を考こう慮りよし、貴方の刑の執行を貴族派との政争が終了するその日まで延期する事とします。そして、貴方の罪は今後の戦で貴方が上げる武勲と相殺する事とします」

　どよめきが謁見の間を支配する。

　余よ程ほど意外な裁定だったのだろうか、ミハイルの顔も茫ぼう然ぜんとしていた。

「殿下。本当に宜しいのですか？」

　最初に入ってきた黒髪の女がルピス王女へ疑問を投げかけた。

「構いません。内乱の危機を目の前にしたこの時期に、忠実で有能な騎士を処罰する事ほどつまらない事はありません。それに私は刑の執行を伸のばしはしましたが、無罪にするとは言っていません」

　ルピス王女の言葉を聞き、謁見の間に広がったどよめきが次第に静まって行く。

「必ずやルピス殿下のご期待にこたえて御覧に入れます！」

　ミハイルはその場で深く頭を下げると、ルピス王女の温情に最大級の感謝を示した。

（なるほどね……実利を重んじたって訳か。ただでさえ劣れつ勢せいな自分達の派閥をわざわざ弱体化させる必要もないわな……それに刑を伸ばしただけで無罪にはしてない。今後、ミハイルが自らの命に値する功績が挙げられなければ終わりってことだ。……うん。悪くない。甘あまいだけじゃなくてきちんと周りの感情まで考えて処しよ遇ぐうを決めている……まぁ、ミハイルのおっさんが有能な騎士かどうかは疑問だけれどもな）

　ミハイルの能力に対しての評価に若じやつ干かんの疑問が生じるものの、事前に予想していたよりもはるかにまともな判断と言える。

　もし単純にミハイルの助命をすれば、今回彼かれの指揮の下で奇襲をし、亮真の策によって死んだ騎士達の遺族が黙だまってはいないだろう。

　だからと言って、騎士派の首脳部全体が騙だまされた作戦の失敗を、現場指揮官であるミハイル一人に押し付けるのも問題である。

　となれば、後日の功績と相殺という折せつ衷ちゆう案あんは非常に政治的なバランスに長たけた選択と言えるだろう。

（悪くない……いや、予想以上に俺は運が良い……これなら俺の提案の有効性と利点を理解してくれる可能性は高いな……だが、問題もある……）

　亮真は、ルピス王女がミハイルの助命を宣言した時の周囲の反応を盗み見た。

　すると、有る事に気がつかされる。

　謁見の間に居る幾いく人にんかの顔に悔しさや敵意が浮かんだのだ。

　その中でも特に、玉座の一段下の段に立ち並んでいる年配の男は、明らかにミハイルが助命された事を悔しんでした。

　勿もち論ろん、露ろ骨こつな表情を浮かべた訳でも、舌打ちをした訳でもない。

　ほんの一いつ瞬しゆん、湧わき上あがる本音が顔に浮かんだと言った感じだ。

（こいつは、単純に騎士派、貴族派、中立派と割り切れないかもしれないな……）

　ミハイルが他人から疎まれるほど有能であるかどうかはさておいて、問題は彼が死んで喜ぶ人間が同じ派閥の中に居ると言う事だ。

　普ふ通つうに考えれば同僚や仲間の死を望む人間は居ない。

　もし、同僚や仲間の死を望むとすればそれは……

（単純に派閥内部での足の引っ張り合いなのか、騎士派の全てがルピス王女に忠誠を誓っている訳じゃないのか？　いや、確かにそれなら説明が出来る……だが、それならば、なおさら俺がルピス王女に取り入る隙すきが有るって事だ）

　亮真は、自分に都合が良い材料が増えたことを悟り、こみ上がる笑いを必死で我が慢まんした。

　この場で下手に笑えみなど浮かべればそれだけで致ち命めい傷しようになりかねない。

（待て、落ち着け……まだ俺は死地を抜けた訳じゃない。勝負はこれからだ。王女と、あの女を説得するのが先だ……下手に疑われれば即、殺されかねないんだからな）

　亮真は探さぐるような視線を、ルピス王女の傍かたわらに立つ女へと向けた。

　艶やかな長い黒髪を束ねた大おお柄がらな女である。

　王女の楯となるように傍らに立つその女の体には、重じゆう厚こうな鉄の鎧が身につけられており、腰こしに差した二本の剣はかなり使い込まれているように見える。

　それに女はルピス王女からかなり信しん頼らいされているのだろう。

　ルピス王女の顔には、多くの人間がいるこの場で自らの判断に対して疑問を投げかけた女への不快感が微塵も浮かんではいなかった。

「ミハイルの処遇に関しては以上です。では、改めて本題に移りましょう」

　そう言うとルピス王女の視線が亮真達四人へと向けられた。

「なるほど。確かに銀ぎん髪ぱつを持つ十代半ばの少女ですね……貴方がローゼリア王ファルスト二世の娘むすめではないと言うのは本当の事ですか？」

　ルピス王女はまず最大の懸案事項を尋ねて来た。

「はい、私の名はローラ。ローラ・マルフィストと申します。此処に居るサーラ・マルフィストの姉でございます」

　ローラの言葉にサーラが無言のまま頷うなずく事で答えた。

　二人の姿はまさに鏡に映したかのように同じだ。

「なるほど……確かに良く似ていますね。髪の色以外は瓜うり二つだわ……」

　ルピスの言葉に周囲の視線がマルフィスト姉妹へ集中する。

　確かに二人は双子であり、髪の毛の色以外は顔も体型もそっくりである。

　二人の間に血縁関係がある事は容易に想像する事が出来た。

「殿下……庶しよ子しに姉妹がいると言う連絡は入っていません」

　黒髪の女がそっとルピス王女へ耳打ちをする。

「マルフィストという家名には聞き覚えが有るわ……たしか中央大陸の騎士じゃなかったかしら？」

「はい、確かに。数年前にシャドーラ王国によって滅ぼされたクィーフト王国に仕えたかなり高位な騎士の家系の筈はずです……それに、肌はだの色や顔立ちも確かに中央大陸系ですし……」

　二人の視線がローラ達姉妹へと突つき刺ささる。

　数瞬の間、両者の視線が空中で絡み合った。

「なるほど……確かに連絡を受けた庶子とは違ちがうようね……」

　ルピス王女は何ど処こか諦めたかのように呟いた。

　それも当然であろう。

　もし、ローラがローゼリア王ファルスト二世の娘であれば、彼女一人を殺すだけでローゼリア王国に潜む内乱の芽を摘み取る事が出来たのだ。

　しかも、この時期にローラ達を囮おとりとして使ってまでローゼリア国内に身柄を移したと言う事実は、騎士派、貴族派の対立による衝しよう突とつが避さけられないところまで差し迫っている事を示していた。

　武力闘争に発展するか、政治的解決が可能かは別にして、今回の一件によりローゼリア王国の国力が衰退する可能性は高い。

　次期国王の最有力候補であるルピス王女にしても頭の痛い問題と言えた。

「そうなると、貴方あなた達たちに対して王国の騎士と戦った責任を求める訳にはいかないわね……」

　ルピス王女はその美しく整えられた眉まゆを顰ひそめて困ったように呟いた。

　勝手に偽の情報に踊らされ、無関係な人間へ襲いかかったのだ。

　事の是非を考えれば、反はん撃げきされたからと言って亮真達を罪に問う事は出来ない。

　少なくとも表面的には寛大さをアピールするべきところだろう。

「恐おそれ入ります。殿下の寛大な御言葉を頂き感謝の念に堪えません」

　亮真はそう言うと恭うやうやしく頭を下げた。

　実際のところ、亮真達は巻き込まれただけの被害者であるのだからもっと強気に出る事も出来た。

　だが、平民と国の権力者という身分差と、今後の関係を考えるのであれば、必要以上に相手に対して高圧的な態度に出るのは考えものである。

　正義や権利を主張する事が、必ずしも最大の利益を生むとは限らないからだ。

　いや、階級社会であり、人権思想のない大地世界では、弱者が声高に自らの権利を主張しても殺されるのが落ちだろう。

　亮真の殊しゆ勝しような態度を見て、ルピス王女の顔に穏おだやかな笑みが浮かぶ。

「そう硬くなる事はありません。私達の所せ為いで迷惑をかけたのですから……何か望みはありますか？」

　通常では考えられない破格な言葉。やはり、人間的に甘いと言うか優やさしい人柄のようだ。

　ルピス王女の言葉に亮真は考え込むふりをした。

　事前に答えは決まっていたが、それをすぐに言ってしまっては軽く見られてしまう。

「望みと言う訳ではありませんが……是非とも一つ御力をお貸しいただきたい事が御座います」

　亮真はさも申し訳ないという口調で用件を切り出した。

「それはミハイルへ貴方が話した提案の事ですか？」

「はい。その通りでございます」

　亮真の言葉にルピス王女は困ったという表情を浮かべる。

　彼女の立場で考えるならば、此処はこれ以上亮真達と関わるべきではないのだ。

　出来れば、金を渡してさっさと放逐してしまいたい。

　友人や同僚を今回の作戦で亡くしている騎士達にとって、亮真達は文字通り敵かたきなのだから。

「今すぐには判断の出来ない問題ですね……理由はお分かりになりますね？」

　ルピスの探るような視線が、亮真の顔へ突き刺さる。

　つまり、ルピス王女個人としては手を組んでも構わないが、手を組んだ事によって部下に不満がたまり、貴族派との決戦前に騎士派が崩壊と言う危険性が理解出来ているのかと言う問いだ。

「勿論、殿下のお立場が複雑な事は十分に理解しております。しかし、率直に申し上げれば、現状維い持じを選択した場合、まず殿下が玉座にお座りになる事はないでしょう」

　亮真の瞳に強い意志の光が宿り、ルピスの目を真まっ直すぐに貫つらぬく。

　怯んだ様子を見せる訳にはいかない。亮真は勝負に出た。

「「「無礼者が！　下げ賤せんな者が増長しおって！」」」

　案の定、謁見の間を怒ど声せいが包つつんだ。

　わざと挑発したのだから周囲の反応は当然だが、王女やその傍らに佇たたずむ黒髪の女の表情に変わりはなかった。

　声を荒げたのは、玉座の一段下に居る男達だ。

「殿下！　このような無礼者など即刻処刑するべきです！」

　先ほどミハイルの助命に対して顔を歪めた恰かつ幅ぷくの良い男が王女へ進言すると、周りも口々に賛同の意を表明する。

　どこの馬の骨とも分からない平民に自分達が負けると言われ、彼らのプライドが傷つけられたのだ。

「お待ちください、アーレベルク将軍。まずは王女殿下のご意思をお聞きするのが先ではありませんか？」

「何を言うのだ、メルティナ！　貴様はこのような侮辱を受けて黙っているつもりか。ローゼリア王国の騎士としての誇ほこりはどこに行ったのだ！」

（なるほど、彼女がメルティナか。王女の側近と言ったところだな）

　亮真は注意深く、メルティナとアーレベルク将軍と呼ばれた男との言いあいに耳を傾かたむける。

「お待ちください。この者は別段我らを侮辱などしてはおりません！　あくまでもこの者の個人的な予測を述べただけに過ぎません！　確かに棘とげのある物言いですがそれだけで処刑とはあまりにも強引です。殿下の名声にも傷がつきかねません」

「何をバカな！　この者はハッキリと我らに負けると言い放ったのだぞ？　これが我らにローゼリアの騎士に対しての侮辱でなくてなんだと言うのだ？　このような男を生かしておく事の方が殿下の御威光に傷をつけるわ！」

　論理的にはメルティナが言っている事は正しいのだが、人情としては納得出来ないのだろう。

　特にこう言った場では感情が先走り、論理的な判断が出来なくなる事が多い。

　自分の面子に固執してしまうのだ。今のアーレベルク将軍が良い例だろう。

　結局、不毛とも言える言い合いに終止符を打ったのは、亮真の言葉を聞いた後、無言のままその場で考え込んでいたルピス王女だった。

「おやめなさい。客人の前ですよ！」

　穏やかだがハッキリとしたルピス王女の口調に、周囲の人間は口を閉じた。

　此こ処こでいう客人が亮真達を指している事は間ま違ちがいない。

　本心から客と考えているかはさておき、ルピス王女の言葉は周囲を黙らせるだけの説得力があったらしい。

　下賤と蔑さげすむ者の前で仲間同士が言い争いをする。その滑こつ稽けいさを自覚したのか、メルティナとアーレベルク将軍は黙って頭を下げた。

「見苦しいところを見せましたね……私としては少しでも兵の犠ぎ牲せいを減らした上で、貴族派との戦に勝ちたいのです。この国の民を守るにはそれしか道はありません……貴方にそれが出来ますか？」

　ルピス王女はようやく亮真の聞きたかった言葉を口にした。

「勿論です。殿下のご期待に必ずや応えて見せましょう」

　そう言い切ると、亮真は王女に向かって深々と頭を下げた。




　ルピス王女との謁見が終わり、亮真はただ一人城の奥にある一室へと案内された。

　侍従の後ろについて歩く亮真の脳のう裏りに、謁見の間を退出する時の将軍の憎にくしみに満ちた目が浮かんだ。

（ふぅ、随ずい分ぶんと嫌きらわれたもんだぜ。まぁ、どこの馬の骨とも分からないような平民なのも事実だし、仕方がない部分はあるだろうが……）

　悔やむ点は幾いくらでもある。

　本来ならば、もっと波風の立たない様な形で騎士派に合流したかったのだ。

　だが、今いま更さらそんな事を言ったところで時間が巻き戻る訳でもない。

（王女に興味を持たれただけでも上出来か……）

　実際、亮真達はいまだ正式な騎士派の一員と言う訳ではなかった。

　それも当然だろう。まだ何の実績も無いのだから。

　そして、実績はこれからの王女との対談で作るのである。

　そう、未だに亮真の勝負は終わってなどいない。

　いや、これからが本番とも言える。




　侍従に案内された部屋は、王女が個人的に使う私室の一つの様だ。

　白いレースのカーテンの隙すき間まから真っ赤な夕日が室内を赤く照らす。

「お待たせしました」

　ソファーに深く座りしばらく待っていると、ようやくメルティナを伴ともないルピス王女が部屋へ入ってきた。

「いえ、無理な願いをかなえて頂き感謝に堪えません。殿下」

　そう言って、亮真は立ち上がり深々と頭を下げる。

　具体的な今後についての話をするには、謁見の間では不都合であった。

　これは亮真にせよ王女にせよ同じであった為ため、両者は人目につかない部屋へ会談の場所を移したのだ。

　亮真一人しか呼ばれなかったのは、警護上の理由である。

「まぁ、そう硬くならなくても大だい丈じよう夫ぶですわ。部屋には私とメルティナしかいませんから、楽になさってください」

　ルピス王女もあまり堅苦しい性格ではないらしい。

「はい。それでは失礼致します」

　ルピス王女とメルティナが腰を下ろしたのを確かく認にんし、亮真もソファーへ座りなおした。

「それでは話を始めましょうか」

　ルピス王女の視線を確認してメルティナが話し始める。

「貴方も既に分かっているとは思いますが、兵力そのものは幾らあっても足りない」

　短刀直入にメルティナが話を切り出す。

　これは亮真達を王女派に入れる事に関して構わないと言ったに等しい。

　ここでメルティナは言葉を区切ると探る様な目を亮真へと向ける。

「ただし……」

「今回俺おれ達たちの所為で死んだ人間の友人や同僚、家族の不満を無視する事は出来ないと？」

　亮真の言葉にメルティナが頷く。

「まぁ当然でしょうね……それで、そちらの条件は？」

「それに勝る利益をお前達が齎もたらす事だ」

　亮真の問いにメルティナは短く答えた。

　もっとも、この言葉の中には様々な思おも惑わくが隠かくされている。

　メルティナの目的は、御子柴亮真という人間が有言実行をするだけの力を持っているのか確認する事だ、

「なるほど……単純な戦力としてだけではない利用価値を示せという訳ですね」

　亮真の問いにルピスは深く頷く。

「貴方も分かっていると思うけれど、単純に戦力と言うだけならばまったく無関係な傭よう兵へいを改めて雇やとうほうが得なのよ」

　確かに、既に構築された対立関係を解消するよりも、全く利害関係のない傭兵をギルドから雇用する方が楽だろう。

　しかし、亮真は戸惑う事なく言い返した。

「なら、殿下は大変御買い得な買い物をなされると思いますよ？」

　自信に満ち溢れた亮真の言葉に、メルティナは怪け訝げんそうな視線を向けた。

「それは何な故ぜだ？」

「俺おれが殿下に勝利を齎すからですよ」

　亮真の言葉を聞き、ルピス王女の口元からクスッと笑い声が漏れた。

「すごい自信ね。貴方」

「恐れ入ります。ですが、偽いつわりを申し上げたつもりはございません」

　恭しく亮真は頭を下げる。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいともいえる態度だが、同時に亮真の態度はある種の説得力を見る者に感じさせた。

「でも言葉だけじゃ信じられないわね」

「勿論です。殿下」

　それは流石に当然の事だろう。今の言葉だけで信じるような人間が国王候補では、亮真の方が逆に困ってしまう。

「では、それを証明してくださるかしら？」

　ルピス王女の口調はおどけているが、目は野や獣じゆうのごとき殺気を孕はらんでいた。

　平民に甘いと貴族達の間では噂うわさされていると聞いたが、甘いだけの人間ではないらしい。

「勿論です……と、言いたいところですが、その前に幾つか確認させて頂けますか？」

　此処までは事前の計算通りの展開だが、ここからは違う。

　謁見の間で感じた違い和わ感かん。

　その正体を確かめる事こそが、今の亮真にとって最優先だった。

「どういうつもりだ。貴様は殿下を騙したのか？」

　冷たい敵意の籠こもった視線と共に、メルティナが腰の剣に手を添えた。

　下手な言い訳をすれば即そく座ざに切りかかってくるつもりのようだ。

「まずは、現状を正確に把は握あくしなければ対抗手段なんて設けられないでしょ？　と言うより……さっきの謁見の間で何点か気になった事が有りましてね。事前にミハイルさんから聞いていた状じよう況きようとはかなり違うようなので。是非とも殿下から直接説明して頂きたいと思いましてね」

　亮真の言葉を聞き、メルティナはルピス王女へ伺うような表情を向けた。

「まず貴方の気になった点と言うのをお聞きしましょうか？」

　ルピス王女は平静を保ちながら亮真へ話を促す。

　流石さすがに、この状況でうろたえた様な態度は見せない。

　しかし、その眼がせわしなく動く様を見たところ、亮真の感じた違和感は決して気のせいではなかったようだ、

「そうですね。まずミハイルさんからは騎き士し派がルピス殿下を支持していると聞いていましたが、単純にそうではないですよね？」

　亮真の指摘で二人の顔に動どう揺ようが走った。

　ルピス王女は努めて平静を装いながら亮真へ訪ねる。

「なぜそう思われるのかしら？」

「一番気になったのは、ミハイルさんが助命された時に、殿下の一段下に居た人達が浮かべた苦々しげな表情ですよ。まぁ、ほんの一いつ瞬しゆん浮うかんだだけでしたけどね。そして確信したのはたった今です。殿下の顔を見て察しました」

　重苦しい空気が部屋を支配した。

「そう……貴方はそれをどう考えているの？」

　長い沈ちん黙もくの後、ルピス王女は重い口を開き亮真へ問い掛けた。

「王女殿下の支持母体が騎士派なのは間違いないでしょうね。ただし、騎士派の全すべてがルピス殿下の支持をしている訳でもない。恐らく、メルティナさんと言い争あらそっていた将軍ですか？　あの人を中心にした派は閥ばつが別にあるのでしょう。いや……逆かな、騎士派はあの将軍を中心とした派閥であり殿下はあくまでも神み輿こしに過ぎないってところではありませんか？　まぁ、ミハイルさん自身が疎まれているという可能性もありますけどね」

　再び、長い沈黙が部屋を覆い尽くす。

　亮真の言葉を聞いた二人の胸の内はどれほど激しく波立った事か。

　それは彼かの女じよ達たちに浮かんだ顔色が全てを物語っていた。

（ドンピシャって所か……となると、こっちも対応を変えないといけないだろうな。いや、まずは王女の目的を聞かない事にはどうしようもないか……）

「貴方はそれを先ほどの謁見で知ったの？」

「えぇ」

　長い沈黙の後、ルピス王女は絞しぼり出すようにようやく発した言葉に、亮真は静かに頷いた。

「そう……確かに貴方は御買い得かもしれないわね……」

「殿下……」

　メルティナの言葉に悔恨と悲しみが滲む。

「良いのよ……此処まで見透かされていては、今いま更さら取り繕ったところで意味はないでしょ？」

　そう言うとルピス王女は亮真に視線を向ける。

「貴方の言うとおりよ……所しよ詮せん、私は神輿でしかないの。今、この国の実権は貴族派の首領であるゲルハルト公こう爵しやくと、騎士派を牛ぎゆう耳じるホドラム・アーレベルク将軍によって二分されているわ」

　実権を持たない王族。

　その屈辱に耐えるかのように、ルピス王女の表情は険しくなった。

「なるほど、アーレベルク将軍というのは謁見の間でメルティナさんとやりあった人ですね？」

「その通りだ」

　諫かん言げんだとしても、あまりに周囲の目に対して配慮しない態度だと思ったが、どうやら傲ごう慢まんなだけだったらしい、

「なるほど……とりあえず現状の説明をお願いできますか？　勢力図が分からなければ対策も立てられませんからね」

「ええ。そうね……まずは騎士派とは何かから説明しましょうか」

　亮真の言葉にルピスはやや考え込んでから話を切り出した。




　ルピスの説明は、ところどころメルティナによって補足されながら三十分余りにも及およんだ。

「成る程ほど、確かに致命的ですね。仮に騎士派が今度の政争に勝ったとしても、ルピス殿下には最悪の未来しか残らないでしょうね」

　全てを聞き終えた亮真の口からそんな言葉が出た。

　実権をアーレベルク将軍が握にぎっている以上、貴族派の政争が終わればルピス王女は文字通り無用となってしまう。

　自由を奪うばわれ幽閉される程度ならまだいい。

　アーレベルク将軍が反逆の汚名を気にしない人物であれば、貴族派の排はい除じよの後に自らが王の座に座すわるかもしれない。いや、実際には王権の簒さん奪だつを企てなくとも、ルピスを傀かい儡らいに国を牛耳ろうとするのは明白だ。

　つまりルピス王女が生き残る為には、二つの条件をクリアしなければならない。

　一つは貴族派との政争に勝つ事。

　そしてもう一つは、内乱終結までの間に自分の派閥である王女派の勢力を拡大し、アーレベルク将軍の専横に対して対抗出来るだけの力を付ける事。

　どちらか一方の達たつ成せいだけであっても相当に困難なはずであるが、この両方を同時に達成出来なければルピス王女に未来はない。

　その事は、ルピス達二人も十二分に自覚しているのだろう。

（確かに順調にいきすぎると思ったけど、こういう事か。王女に忠誠を誓うのが騎士派の中の三分の一弱とはな……）

　彼女達王女派は追い詰められたネズミに等しかったのだ。

　だからこそ彼女達は藁わらにもすがる気持ちで、突とつ然ぜん降って湧いた亮真の言葉に興味を示したのだ。

　自分達が生き残る為に。

「私は殿下をこの国の真の主にしたいのだ！　貴様にそれが出来るのか？」

「メルティナ……ありがとう……」

　猛たける思いを口にしたメルティナに、ルピス王女は感謝の言葉を述べた。

　二人は主従関係を超こえた信頼で結ばれている証あかしだろう、

「そうですね……改めて条件を確認しますが、王女殿下がローゼリア王国の王になられる事。そして騎士派の傀儡から抜ぬけだす事。この二つで間違いないですか？」

　亮真の言葉に二人は大きく頷いた。

「ならば、何とかする事は出来ます。王権を確立した後にそれを維持できるかどうかは殿下の力量次し第だいですが、実権を取り戻すだけならば十分に可能です」

　実際、亮真にはルピスを勝たせる自信があった。

「それは本当ですか？」

「えぇ」

　亮真の言葉に二人は嬉しさと懐かい疑ぎの混じった視線を向けた。

「一体どのようにするつもりだ？」

　勢い込んで体を前にせり出したメルティナへ、亮真は静かに答えた。

「中立派の切り崩しです」

　しかし、亮真の答えを聞くと、二人の表情が失望で曇くもった。

「フッ……貴様のような男を信じた我らが愚おろかだったようだな」

　メルティナが馬ば鹿かにしたような口調で呟いた。

「おや？　御気に召しませんでしたか？」

「当たり前だ！　そんな事はとっくに私が主導して行ったのだ！」

「ほぉ？　メルティナさんがですか？」

　亮真の顔に笑みが浮かんだ。

「そうだ！　中立派を王女派に鞍くら替がえさせれば良い事など誰だれだって考え付く！」

　と言うよりも、他に現状を打開する方法などまずあり得ない。

　他に出来る手段があるとすれば、代だい償しようとしてローゼリア王国の領土を譲渡する事を条件に、周辺諸国と取引するくらいのものだ。

　勿論、そんな事を選せん択たくすれば、ローゼリア王国は間違いなく滅ぶ事になるだろう。

　ローゼリア王国の独立性と保有する領土を維持したままルピス王女が実権を握るには、どうしても国内勢力を自らの陣じん営えいに寝返らせるしかない。

　更さらに、敵対している貴族派や、アーレベルク将軍の力が強い騎士派を切り崩くずすよりも、第三勢力として成り行きを見守っている中立派の抱だきこみが最も現実的な選択である事も自明の理だ。

「なるほど、メルティナさんが……そして誰にも相手にされなかったという訳ですか」

「キ……貴様！」

　嘲あざけられたと思ったのだろう。

　メルティナは腰の剣けんを抜き放つと亮真の喉のど元もとへと突きつけた。

「侮あなどるか！」

（成る程……ちょっと挑発しただけでこれか……）

　謁えつ見けんの間で将軍と言い争ったところから、メルティナという女性はかなり短気な性格ではないかと予想していたが案の定だ。

　美しい顔立ちをしていながら、男勝りな気性。

　ミハイルと同種の性格の様だ。

（王女への忠誠心と言う点では問題ないのだろうが……もう少し思し慮りよ深ぶかい策士タイプが側近に欲ほしいところだな）

　メルティナの抜き放った剣を目の前にしながら、亮真の心にそんな思いが浮かぶ。

　亮真にはなぜ中立派がメルティナの誘さそいを断ったのか、その理由が手に取るように分かった。

「おやめなさい！」

「しかし殿下！」

「メルティナ！　落ち着きなさい！」

　ルピス王女の強い叱責に、渋々と言った様子でメルティナは剣を鞘さやへと戻した。

「ですがメルティナが怒おこるのは当然です。それとも貴方ならば中立派の切り崩しが出来るとでも言うのですか？」

　ルピス王女の言葉には棘が含ふくまれている。
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　王族として度量は見せたものの、決して亮真の言葉を鵜う呑のみにしている訳ではないし、彼かの女じよ自身も不快に思っているのだ。

　亮真はルピス王女の視線に苦笑いを浮かべながら答える。

「まぁ八割方出来ますね。ですがその前に一つメルティナさんへ頼みが有るのですが、構いませんか？」

　亮真の問いに、メルティナはルピス王女と顔を見合わせた後、静かに頷いたのだった。




「随分と遅かったですね。首尾はいかがでしたか？」

　太陽は数時間も前に地平線の彼方かなたへと沈み、夜の帳とばりが辺りを支配していた。

　既すでに夕食の時間は過ぎ去り、城のほとんどの人間はベッドの中へと潜り込んでいる時間だった。

　しかし、ルピス王女との会談を終えた亮真をマルフィスト姉妹が笑え顔がおで出迎えた。

「あぁ。というか二人ともまだ起きていたのか？」

　亮真は姉妹の金銀に輝く艶やかな髪を撫でる。

「勿論です。主のお帰りを待たずに寝ねるはずが御座いません！」

　ローラの言葉にサーラが深く頷く。

「別に起きていたのは、あんた達だけじゃないだろうに……」

　部屋の中に視線を向けると、テーブルの上に足を投げ出しながら、リオネが酒瓶を手に不満そうな表情を浮うかべて睨んでいるのが見えた。

「何だ、リオネさんも居たのか」

「何だ、じゃないよ！　まったく。こっちは王女様との交渉がどうなったか、ハラハラしっぱなしで仕方がなかったって言うのにさ」

　一息に手に持った酒瓶を呷あおると、リオネがぼやく。

「ハラハラして待っていた様には見えませんがね？」

　テーブルの上に散乱するワインの空き瓶を見る限りではとても亮真を心配していた様には思えない。何しろ、一体いつから飲み出したのか、テーブルの上には十本以上の空の酒瓶が転がっているのだ。

「姐あねさんは若を信じて待っていたんですよ」

　リオネと共に飲んでいたのだろう。

　酒で顔を真っ赤に染めたボルツがからかう様に笑い声を上げる。

「ボルツ。余計な事を言うんじゃないよ！」

　そう怒鳴り返すと、リオネは笑みを消して亮真へ尋たずねる。

「それで、首尾はどうなんだい？　アンタの思惑どおりにいったのかい？」

　一瞬で素面しらふに戻もどったところをみると、それなりに自制して飲んだようである。

　ボルツの方も、表情は真剣その物だ。

　恐らく長年の傭兵暮らしが、彼女達に酒を飲んでもどこか素面な部分を残す様に、生存本能へ刷り込んでいる結果だろう。

「えぇ。その辺の話は明日にしようと思ったんですけどね。リオネさんがいるなら丁度いい。ローラ、サーラ。二人ともこっちに来て座ってくれ」

「あの…御食事はどうされますか？」

　亮真の身の回りはすべて姉妹が管理するようになっている。

　王宮の食堂は既に閉まっているが、主人が空腹ならば直ぐにでも食事の準備をしなければならない。

「あぁ、そんなのは後で良いよ。今は、こいつで十分だ」

　テーブルの上に置かれた酒の摘まみの乾燥肉を頬張ると、椅い子すに座るよう無言で促す。

「「かしこまりました」」

　全員が腰かけたのを確認すると、亮真は王女との会談で分かった事実の説明を始めた。




「なんだって！　そんなに劣勢なのかい、王女達は！」

　亮真の説明を聞き、リオネが思わず大きな叫さけび声ごえを上げる。

　ボルツやマルフィスト姉妹は沈黙を守りはしたものの、その表情には憂いの色が浮かんでいた。

「まぁ、その辺は仕方がないさ」

　リオンの叫びに、亮真は苦笑いを浮かべながら肩かたを竦すくめる。

「ですが騎士派の内部で、将軍派と王女派が派閥争いをしているとは……いささか厄やつ介かいですな」

　人生経験の豊富なボルツには、この問題の厄介な点が十分に理解出来ているのだろう。

「まぁ、国のお偉いさんなんてそんなものかもしれないけどね」

　ボルツの言葉に、リオネは何処か達観したような言葉を返した。

　地球だろうと異世界だろうと、権力者に対して持つ庶民の感情は同じなのかもしれない。

「しかし、そんな状態であっしらを助けてくれるんですかねぇ？」

　ボルツの言葉はまさに正せい鵠こくを射ていた。

　足あし下もとに土下座してどれ程ほど憐あわれみを乞うても、ルピスが無償で亮真達を助けてくれる事はない。

　自らの命が危険な状況で、顔を合わせたばかりの人間を、何の見返りもなく助ける余よ裕ゆうなどルピス達にある筈がないのだ。

「まぁ、このままの状況じゃ無理だろう。少なくとも、貴族派を排除した後でアーレベルク将軍に潰つぶされないだけの力が王女になければ終わりだ。しかし、ルピス王女はそれを頭では理解してはいても、上う手まく勢力の拡大に繋げられていない様だからな」

「なら、どうするんです？　アーレベルク将軍の方へ味方するんですかい？」

「いや、昼間に謁見の間で将軍本人を見たが、かなり問題のある人物みたいだ。将軍に味方したところで意味があるとは思えないな」

　正直にいえば、昼間の謁見が済むまで亮真は、ルピス王女にどうしても助力しようとは考えていなかった。

　極きよく端たんな話、実権を握っているアーレベルク将軍に取り入ることが可能ならば、無理に弱者であるルピス達へ肩入れする必要などないと考えていたのだ。

　しかし、謁見の間で見たアーレベルク将軍の口ぶりや亮真達を見る目つきを思い起こせば、助力を求めたところで、鼻先で笑われ無視されるのがオチだと予想が出来る。

　下手をすれば邪じや魔ま者ものは死ねと言わんばかりに兵を差し向けてくる可能性すらあった。

　確かにアーレベルク将軍は強者だが、自分達の味方に出来ないのならば何の価値もない。

　亮真は日本での生活の中で、アーレベルクのような目をした人間をいやというほど見てきた。

　彼らは、一律に傲慢で、自分の利益だけを貪ろうとする怪かい物ぶつ。

　自らの利益の為にならばどんな嘘うそでも平然とつき、交かわした約束を破っても恥じ入る事がない。

　初めから守られないと分かっている約束にどんな意味があるだろう。

「ならば、どうあってもルピス王女には力を付けてもらうしかない訳ですな……」

　ボルツの言葉に明るさがないのは、現状を傭兵独自の冷れい徹てつな分析力で測った結果だろう。

「だが、そう悪い事だけじゃない。少なくとも、王女派が力を付ければ俺達の後うしろ盾だてになってくれる事は間違いないだろう」

　勝算が薄い劣勢の時だからこそ、その時に交わされた約定は強い拘こう束そく力を発揮する。

　また、短い対面ではあるが、ルピスの人となりから交わした約束を無下にするような人間ではないと亮真は判断していた。

「でも、本当に中立派を切り崩せるのかい？」

「あぁ。さっきメルティナに実際どういった交渉をしたのか実演してもらったからね。俺が行けば間違いなく釣れるよ」

　リオネの疑問に自信満々の笑みを浮かべて答える亮真の顔を、その場に居た全員が不思議そうに見つめた。

　彼かれらにはどうしてそれほどまでに自信を持てるのかが分からなかったのだ。

「まぁそれは実際に交渉を成功させた後に話すとして、とりあえずリオネさん達は王女直属の指揮系統に入れるように調整してもらった。開戦までは城の警護や訓練が主な任務なんだけど……」

　亮真はそこで言葉を切ると、困った様な表情を浮かべてリオネへ視線を向けた。

「なんだい……何か問題でもあるのかい？」

「いや、リオネさん。紅べに獅じ子しの人数って何人くらいだい？」

「今戦せん闘とうに使えるのはあっしらを含めて二十二名ですかね。一人前回の奇き襲しゆうで矢を肩にくらった奴やつがいまして、そいつの怪け我がが治れば二十三人ですか」

　横からボルツが口を挟んだ。

「ちょっと人数が少ないな……リオネさん、ギルドを通さないで傭兵を後七～八十人くらい集められないかな？」

「そりゃ……幾つか懇意にしている傭兵団があるから人数を集める事は出来るけどねぇ。ギルドを通さないとなると相場以上に出さないとダメだろうねぇ。金はあるのかい？」

　亮真の言葉が意外だったのだろう、リオネは珍めずらしく歯切れの悪い返事をした。

「どれくらい掛かかる？」

「そうだねぇ雇用期間にもよるけど……あたし等と同じくらいの力量の奴らを七～八十人集めるとなると……最低でも金貨三百枚……いや、五百は欲しいところだねぇ」

「分かった。明日にでもローラに金を下ろさせるから傭兵を集めてくれ」

「あ……あぁ。金さえあるなら大丈夫だよ。任せておきな」

　あっさりと大金を出すと決断した亮真にやや気圧されながらも、リオネは胸を叩たたく。

「とりあえず明日からが勝負だ。これからの俺達の行動が全てを決める事となる！」

　亮真の言葉にこの部屋に居いる全員が無言のまま深く頷いた。

　彼らは理解していたのだ、

　これから起こる内乱が、自分達が生き残る為に決して負ける事の出来ない戦で有ると言う事を。




「御忙しいところに突然御邪魔をいたしまして申し訳ございません。ベルグストン伯爵様の寛大な御心に深く感謝いたします。私は王女殿でん下かの使者を仰せつかりました御子柴亮真と申します。お見知りおき下さいませ」

　亮真はそう言うと、深々と目の前に座る中年の男へ頭を下げた

　此処は、ローゼリア王国の王都ピレウスから馬車で北に二日程ほど離はなれた土地にある中立派の屋敷。

　陽は今まさに中天に差しかかった時分であるので、ごく一いつ般ぱん的てきな常識で考えれば昼食の時間帯で有ろう。

　貴族の屋敷を訪問する時間としては、あまり適切ではない時間帯と言えた。

「いや、殿下よりの使者となれば粗略にも出来ますまい。ましてや殿下の側近であるメルティナ殿もご一いつ緒しよとなれば当然の事ですよ」

　そう言って高らかな笑い声を室内に響かせると、ベルグストン伯爵は鷹揚に亮真達へ椅子を勧める。

　アーレン・ベルグストン伯爵は今年で四十三歳さい。

　伯爵位として恥ずかしくないだけの財力と領土を維持する、ローゼリア王国の貴族達の中でも中堅クラスに属する貴族の一人だ。

「して？　この度の来訪はどういったご用件かな？」

　勿もち論ろんこの問いはベルグストン伯爵の本心ではない。

　ローゼリア国内の政情が不安定なこの時期に、中立派であるベルグストン伯爵の屋敷を王女派からの使者が訪ねたのだ。

　少しでも目端が利く者なら、来訪の理由を察する事が出来ない筈がなかった。

「そうですね。では、まず使命を果たす事にしましょう」

　亮真の言葉を聞き、ベルグストン伯爵は微かすかに眉を顰める。

　実のところベルグストン伯爵は、一ヶ月程前にメルティナより王女派への助力を求められていた。

　当然、その時のベルグストン伯爵の返事はノーだった訳だが、今回再び王女派から使者が来た為に、同じ話の蒸し返しだと伯爵は内心呆れていたのだった。

　しかし、思いがけない亮真の言葉に、ベルグストン伯爵は僅わずかながらも意表を突つかれた。

「ほう、使命ですか？」

（どう言う事だ……そもそもこの男は一体何者なのだ。騎士派にも貴族派にもこんな男は居なかった筈はずだが？）

　てっきり、メルティナが話の主導権を取るのだとばかり思っていたベルグストン伯爵は内心首を傾げていた

　助力の要よう請せいと言う重要な話を、まったく顔を見た事も無い男が話し始めたのだ。

　長年、不遇の隠いん遁とん生活を余儀なくされてきたとはいえ、王宮内の勢力図には敏感にアンテナを張って来たと自信を持って言えるベルグストン伯爵にとって、交渉の使者として差し向けられてきた人間の顔と名前が分からないなどと言う事はあり得ない事だった。

　だが、心の奥おく底そこから湧わき上あがる疑問を押おし殺ころし、ベルグストン伯爵は穏やかな笑えみを浮かべて話を促す。

「はい。王女殿下は非常に悲しんでおられます」

「ほう？　それは何に対してですかな？」

　亮真の言葉を聞いても、ベルグストン伯爵の表情に変化はない。

「勿論、ローゼリア王国の中でも名門に数えられるベルグストン伯爵家の行く末に関しての話ですよ」

　亮真の無礼ともいえる言葉を聞いたベルグストン伯爵は、喉元まで出かかった罵ば声せいを必死で呑みこんだ。

　どうせ、以前メルティナが勧誘に来た時と同じように、貴族派と騎士派の派閥争いに関して嘆なげいていると言う、御決まりの口上だと思って聞いていたからだ。

　それが突然ベルグストン伯爵家の行く末の話になる。

　それも王女の嘆きという前置きから考えれば、ベルグストン伯爵家にとっては悪い話と言う事だろう。

　助力を願いに来た人間だと思い対応したベルグストン伯爵が罵声を上げたくなるのも当然だった。

　弱者である王女派が他人の心配をするなどおこがましいにも程があるのだ。

　それでも、長年貴族として生きてきたベルグストン伯爵は、何事もなかったかのように笑顔を浮かべて切り返した。

「ほう？　我わが家の行く末ですか。これはどうも……王女殿下におかれましては様々な心労をお持ちであるにもかかわらず、我が家の様な弱小貴族の行く末までご心配頂けるとは光栄の極みに存じます。王女殿下へは、このベルグストン伯爵その御心に深く感謝しておりますとお伝え願えますでしょうか？」

　ほぼ満点といって良い回答と言えるだろう。

　貴族としての矜きよう持じを保ちつつ、表面的には王女への感謝を表しながら、裏には王女に対しての嘲あざけりが含まれているのだ。

　我が家の心配など出来る立場なのか？　と。

（ふむ、まずは事前の情報通りか）

　亮真はベルグストン伯爵の嫌味を聞いて安心した。

　ルピス王女に今必要なのは策さく謀ぼうをめぐらす事の出来る知ち恵え袋ぶくろと呼ばれる様な人間だと考えていたからだ。

　別に軍事的な能力に限る必要はない。

　政治、経済、外交、文化、その全てにおいてルピス王女は欠けているのだから。

（まぁ、ルピス王女の側近は皆みな、騎士階級の出身って話だからな……脳筋ばかりなのはある意味当然なのかもしれないけどな）

　確かに騎士と言う職業に求められるのは武術の腕うでと王家への忠誠である。

　王国と王族を守る盾たてと矛ほこ。武断的な性格もそれはそれで重要だと亮真自身も理解はしていた。

　しかし、問題は彼らが、そう言った考え方を重視するあまりに、思し慮りよ深さや腹芸、或いは損得勘かん定じようと言った物を見下す傾向にある事だ。

　強固にして絶対的な忠誠。現代日本から消え去りつつある滅私奉公の考えに似ている。

　勿論、その考え方自体はそれで悪くは無い。騎士には名誉や誇りが必要なのだから。

　だが、組織と言う観点からみれば、そういった人間だけで構成する事は組織を維い持じする上で非常に楽である半面、極きわめて歪いびつで不完全としか言えない部分が存在してしまう。

　だからこそ、亮真は王女派に引き入れる第一番目の人間としてベルグストン伯爵を選んだ。優すぐれた政治力を持ちながらも、慇懃無礼で傲慢な態度がゲルハルト公からも亡なきローゼリア王ファルスト二世からも疎まれ、後ろ盾であった義父の死後は王宮の政治から爪つま弾はじきにされ隠遁生活を余儀なくされたこの中年の男を……

「ご謙けん遜そんを。ベルグストン伯爵家は広大な領土をお持ちの上、人口も多いと聞き及んでおります。兵としては徴兵出来る農民は一千位ですか？　とてもとても弱小貴族とは言えませんよ」

　ゲルハルト公爵のような最上級の貴族と比ひ較かくすれば、確かにベルグストン伯爵の持つ戦力は微々たるものと言える。

　しかし、一千の農民兵を徴兵出来るだけの力を持つ貴族はローゼリア国内でも限られていた。

　ベルグストン伯爵が弱小貴族として扱われるのであれば、ローゼリア王国に存在する貴族の八割近くが弱小貴族の汚名を被かぶることになるだろう。

「ほぅ、ご使者殿は我が家を随分と買い被っておられるようだ。それとも貴族派との争いで正常な判断が出来なくなっておられるのかな？　ハハハハハ」

　嘲りを含んだ言葉。

　穏おだやかな声で友好を装いながらも、その実態は罵声に近い。

「いえいえ。私の判断は正しいはずですよ？　その証しよう拠こにゲルハルト公爵もベルグストン伯爵家に熱い視線を向けておいでとお聞きしていますから。それとも既に貴族派に属されてしまいましたか？」

　突然、穏やかな表情を浮かべていた亮真の顔が一変し、ベルグストン伯爵の急所を突く。

「なっ！……困りますな。その様な根も葉もない噂話をされては」

　一瞬浮かんだ驚おどろきを巧みに隠し、ベルグストン伯爵は再び鷹おう揚ように笑って見せた。

「おぉ、そうですか、いや！　それならば王女殿下もご安心なされるでしょう。何しろ王女殿下はベルグストン伯爵ほどのお方が何も得られずに、貴族派によって飼い殺しにされる事を憂えておいででしたから」

　亮真の言葉を聞きベルグストン伯爵の顔色が変わる。

「何！　それはどう言う事だ！」

　最早、先ほどまでの落ち着いた紳士の顔は欠かけ片らもなかった。

　貴族派に飼い殺しにされるという亮真の言葉は、ベルグストン伯爵にはとても聞き逃す事が出来なかったのだ。

「おや、どうなさいました？　根も葉もない噂話ではなかったのですか？」

　亮真のからかう様な言葉を聞き、ベルグストン伯爵は深く椅子に座りなおすと大きく息を吐いて首を振ふった。

「フゥ……もういい、これ以上腹の探さぐり合いをしても仕方がない……そっちは私が貴族派に属ぞくした事を知っているのだろう？」

　何ど処こか諦あきらめたかの様な声をベルグストン伯爵は出した。

「えぇ」

　亮真の方はまるで分かっていたとばかりの軽い口調だが、隣となりで聞いていたメルティナは驚きを必死で隠さなければならないほどの衝しよう撃げきを受けていた。

（馬鹿な！　一体どういう事だ。ベルグストン伯爵は貴族派に取り込まれていたと言うのか……一体何い時つからだ。私が先日訪ねた時にはもう、貴族派の手が回っていたのか？　いや、それよりも、この男は一体何時からこの事を知っていたのだ。ルピス殿下と会談した段階で既に知っていたのか？……クソッ、駄だ目めだ……今は任務を忠実に行う事の方が最優先だ。私が余計な事をしてこの男の足を引っ張る訳にはいかない）

　メルティナの頭の中を様々な思いがグルグルと渦巻く。

　それでも、湧き上がる疑問を必死で抑え、無表情のまま成り行きを見守ったのはメルティナにしては最善の選択だったと言えた。

　メルティナが混乱したのも当然の事。

　亮真は彼女に対して事前にまったく何も説明をしてはいなかったのだ。

　メルティナに宛がわれた仕事は、新参者である亮真が王女派の人間であることを証明する事。ただそれだけである。

　彼女の動揺をよそに亮真達の会見は続く。

「どこから漏もれたかは知らぬがこの決断は変わらんぞ？」

　ベルグストン伯爵は何処か挑むような目つきで亮真を睨にらみつけた。

　貴族派に属した事を明らかにした以上、敵であるルピス王女に付け込まれるような言げん質ちを与あたえる訳にはいかない。そんな意思の籠もった視線を亮真は軽く受け流す。

「えぇ、別にかまいませんよ。伯爵のご決断に異を挟はさむつもりはありません」

　唇くちびるを歪めながら亮真は静かな笑みを浮かべた。

「なんだと？　それでは貴様は一体何しに来たのだ！」

　そのあまりに予想外な態度に、ベルグストン伯爵の顔色が変わる。

「私達は別段、貴方あなたが貴族派に属されようとも何も困りません。唯ゆい一いつ損をなさるのはベルグストン伯爵、貴方自身ですからね」

　亮真の言葉を聞き、ベルグストン伯爵は深く考え込んだ。

「どういう意味だ……貴様は何を言っている。私が損をするだと？」

　長い沈黙の後、ベルグストン伯爵はようやくそれだけを言うと亮真へ説明を促す。

　敵の謀略と疑いはしても、自らが損をするという言葉はやはり聞き逃せなかったのだ。

「おや？　お分かりではなかった……そうですか、では、このまま何も知らずにいるのはあまりにも御気の毒なので、少しばかり説明させて頂きますかね」

　まるで茶飲み話でもするかのように軽い口調で切り出された亮真の話が進むにつれ、メルティナとベルグストン伯爵の顔が青ざめて行く。

「ベルグストン伯爵は貴族派からどういった条件で勧誘されました？」

　亮真の問いにベルグストン伯爵は渋々と言った表情で答える。

　今いま更さら誤ご魔ま化かしても意味がない事を悟さとったのだろう。

「貴族派が擁よう立りつするラディーネ王女が即位した際には、領地を加増の上で財務大臣の地位を約束された」

「ほう、それはすごい好条件ですね」

　どこか馬鹿にしたような態度をとる亮真を余所に、メルティナは思わず生なま唾つばを飲み込む。

（財務大臣の地位？　貴族派はなりふり構わず勢力を伸ばそうとしているのか。それにしても地位に靡なびいて貴族派にくみするなんて）

　貴族も騎士も王国に対し無私の忠義を尽くすべきだと考えるメルティナにとっては、唾だ棄きすべき破は廉れん恥ちな話だ。

　メルティナは思わず腰こしの帯剣に手が伸のびるのを必死で自制する。

「そうだ！　王女派にこれだけの条件が出せるか」

　悪びれないベルグストン伯爵の言葉に、亮真は嘲りを必死で隠かくさなければならなかった。

　亮真には、無む邪じや気きに貴族派との約束が果たされると信じているベルグストン伯爵の姿が滑稽で哀あわれに思えたのだ。

　確かに好条件である事は認めるが、約束が果たされなければどんな好条件だろうと何の価値もないのだから。

「まぁ。ルピス殿下に同じ条件が提示できるかどうかはさておき、貴方はその報ほう酬しゆうを得るために何を頼たのまれました？」

　亮真の問いに、ベルグストン伯爵は口を閉ざした。

　自分が損をするという話に乗った所せ為いで貴族派に属した事は暴露されてしまったが、うかうかと貴族派の動向を王女派の人間に言う訳にはいかなかったのだ。

　だが、亮真はベルグストン伯爵の答えを聞かなくともすでに予想がついていた。

　欲に駆かられたベルグストン伯爵には分からなくとも、利害関係のない亮真から見れば一目瞭然なのだ。

「他の中立派貴族達への勧誘と、ベルグストン伯爵家の兵を動かさない事。どうです？　恐おそらくそんなところでしょう？」

「何！」

　思わずベルグストン伯爵の口から驚きの言葉が漏れる。

「まぁ、他にベルグストン伯爵へお願いするような仕事は有りませんからね。今の貴族派には」

　自らの予想が当たった事を知り、亮真の顔に人の悪い笑みが浮かぶ。

「どう言う意味だ？」

「その程度の働きに対する報酬としては、領地の加増も財務大臣の地位も破格だとは思いませんか？」

　ベルグストン伯爵は亮真の言葉に考え込んだ。

　確かに破格と言ってよい条件である。

　中立派に働きかけるのも、自分の兵を動かさない事もまったくと言っていいほどベルグストン伯爵には損がない。

　精々が、親交のある近きん隣りんの貴族へ説得に赴おもむくのに汗あせするくらいのものだろう。

「最初から守る気が無い約束だからですよ」

　冷たい亮真の言葉に、ベルグストン伯爵は顔色を変えた。

「バ……バカな……そんなはずは……」

　しかし、口では信じられないと言いつつも、ベルグストン伯爵の心に一いち抹まつの不安がよぎる。

「そもそも、実現が不可能なのですよ。貴方が財務大臣の要職に就つくのも領地の加増もね。なぜなら所属する派閥が貴族派なのですから」

　そもそもこの大地世界における貴族や騎士とは何であろうか。

　貴族とは王国から領地を下か賜しされ一定の自治を認められた人間の総そう称しようである。

　逆に騎士とは王家や貴族に仕える法術を使う事の出来る兵士の総称であり、給料は雇用主から貨幣によって支払われる。貴族に準じる身分とは言え領地を与えられる事は殆ほとんどなく、極めて優秀で高位な上級騎士の一部に下賜されるのが精々だった。

　当然の事ながら騎き士しは軍事力の要であり、就任する役職も軍関係の物が殆どである。

　一部には貴族、騎士のどちらかであれば就ける特とく殊しゆな役職が有るには有るが、基本的に貴族は内政を担にない、騎士は軍事を担ってきたのだ。

　さて此こ処こで一つの疑問が生じる。

　軍事を司つかさどる騎士派を倒たおしたからと言って、貴族が司る内政で重要な職が空く等と言う事が有り得るだろうか？

　答えはノーである。

　勿論、戦いくさの中で現職の財務大臣が戦死する可能性はあり得る。しかし、戦死するかどうかは今の段階では分かる筈もない。

　基本的に貴族派が騎士派を倒した後に空く役職の殆どが軍事に関する物だけだろう。

　そして、もし仮に財務大臣の席が空いたとしても、それがベルグストン伯爵に回ってくる可能性もまた０ゼロと言い切る事が出来る。

　貴族派に以前から属している人間がその席を埋めるからだ。

　圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいな勢力が、特定の人物の力によって勝利を得たというのであれば、異例の抜ばつ擢てきと言う事は有り得るだろう。

　だが、今回は事前の勢力比が示すように、貴族派は既に騎士派よりも優勢なのだ。

　勝ち馬に後から乗った所で、以前から所属している人間を追い越せる筈がない。

　それを許せば、以前から派閥に属していた人間が必ず不満を持つだろう。

　そして、領地の加増もまた少し考えればあり得ない事が分かる。

　なぜならば、分配するような土地を基本的に騎き士し達たちは持っていないからだ。

　もし、どうしても領地を加増するとなれば、王家の直ちよつ轄かつ地ちを削るしかなくなるだろう。だが、果たしてそんな事をゲルハルト公こう爵しやくが選択するだろうか？

　王家を弱体化させ、自分がいずれは王権を奪うと言うのであれば可能性としては有るかもしれない。

　しかし、貴族派が勝てばその頭首であるゲルハルト公爵は文字通り国の最高権力者となる。

　いずれ王の地位を自分で奪うと言う野望を持っているかどうかはさて置き、わざわざこの段階で王家の直轄地を後からやってきた元中立派の貴族などに分け与えるだろうか。いや、大した仕事もしていない途中から派は閥ばつに参加した貴族などに領地を分け与える筈がない。

　仮にゲルハルト公爵が本気で領地を加増するのであれば、長年自分の下に居た信用出来る人間に与えるだろう。

　また、そうでなければ派閥自体が崩ほう壊かいしかねない。派閥を構成している貴族達も、無償の忠誠をゲルハルト公爵へ誓っている訳ではないのだから。

　亮真の説明を聞き、ベルグストン伯爵の顔は真っ青になった。

「私が愚かだと言う事か……」

　ベルグストン伯爵の口からそんな自嘲の言葉が漏れる。

　もし、本気で貴族派の人間がベルグストン伯爵を仲間にしようと考えているのであれば、あれほど軽微な負担である筈がない。

　戦後の抜擢に対して、相応以上の負担を強しいて当然なのだ。

　恐らく、貴族派が伯爵に兵を動かすなと指示したのは、何かの偶ぐう然ぜんで武功を挙げられないようにする為ためだと考えられる。戦場にさえ出さなければ、周囲の人間から認められる武勲など立てられるはずがない事を初めから計算に入れているのだろう。

　落ち着いて一つ一つ丹念に考えてみれば、子供でも分かる理屈。

　しかし、亮真に指し摘てきされる今の今まで、そんな当然の理屈にベルグストン伯爵は気がつく事が出来なかった。

（欲に踊おどらされた……）

　己おのれが愚かな欲に取りつかれ、正常な判断が出来ていなかった事をベルグストン伯爵は悟った。

「納なつ得とくしていただけたようですね」

　ベルグストン伯爵の表情から彼の心の内を察し、亮真は満足そうに頷うなずく。

　実際、横で聞いていたメルティナにも非常に理解し易く、反論の余地がないほど完璧な説明だった。

「私はどうすればいい？」

　ベルグストン伯爵は力なく亮真へ尋ねる。

　その顔には困こん惑わくと恐きよう怖ふの色が浮かんでいた。

「そうですねぇ。このまま貴族派に居たところで行く末は見えていますし、今いま更さら騎き士し派に入ったとしても、あの強欲なアーレベルク将軍に使い潰されるのが落ちでしょうしねぇ？　かといって再び中立を宣言すればそれこそ……」

　何処か含みのある言葉。

　ベルグストン伯爵は少し考えてから切り出した。

「王女殿下に助力したとして、その……」

　言葉を濁してはいるが、つまりはルピス王女がベルグストン伯爵にどのような待遇を用意してくれるかという事だ。

「そうですねぇ。勿もち論ろん、財務大臣の椅子などは無理ですが……」

　亮真の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ベルグストン伯爵の顔が曇くもる。やはり、一度ちらつかされた財務大臣の椅子に未練があるらしい。

　だが、次の言葉を聞きベルグストン伯爵の顔に生気が戻った。

「この戦いでルピス殿下が勝てば、貴族派を一掃とまではいかなくても大おお幅はばに削減されるでしょうね……となれば当然、幾いくつかの職が空く事になる訳です。それに、領地の改易もありうるでしょうから、そうなれば……ねぇ？」

　亮真の口から放たれた甘あまく、絡み付く様な誘ゆう惑わくの毒がベルグストン伯爵の心を侵す。

　つまり王女が勝ち貴族派が占しめる多数の職が空く事になった時に、その席に座すわるのは王女に助力した貴族である。

　それも、今王女の支持母体が表向き騎士派である事を考えれば、今から王女派に乗り換えたとしても能力次し第だいで十分に高い地位を望む事が出来た。

　しかも、敵が貴族である為に所領の没収が期待でき、当然ベルグストン伯爵にもその恩恵が受けられると言う訳だ。

（悪くはない……このまま貴族派に加担して飼い殺しになるよりずっと良いし、私を虚こ仮けにした貴族派の連中にも一泡吹かせられる。だが。それはあくまでもルピス王女が貴族派との政争に勝つ事が出来たらの話……勝てなければ今の話はまったく意味が無くなる……それこそ逆に、貴族派に飼い殺しにされた方がマシな可能性だって考えられる）

　欲と保身がベルグストン伯爵の心を揺ゆさぶった。

「御子柴殿……申し訳ないが少し考える時間を頂きたい」

「結構ですよ。ただどれくらい必要ですか？　こちらとしてもあまり時間がないものですから、何日も差し上げるという訳には行きませんよ？」

　亮真としても、今此処でベルグストン伯爵がルピス王女への助力を即決するなどとは考えていない。伯爵にとってみれば一生を左右する大きな賭かけになるのだ。今この場で即答されれば、逆に信用など出来ない。

　しかしその一方で、ベルグストン伯爵の決断を何時までも待つなどと言う事は出来ない。他の中立派を切り崩さなければならないのだから。

「今夜一晩、時間を頂きたい……返事は明日と言う事で、今日は我が屋敷に御泊り頂けないだろうか？」

「良いでしょう。賢けん明めいなご判断をお待ちします」

　ベルグストン伯爵が差し出した右手を握にぎり締しめると亮真は笑顔を浮かべて答える。

　そんな二人の姿をメルティナは無言のままジッと見つめ続けていた。御子柴亮真という男の持つ言い知れぬ恐怖を感じながら。




「あぁ、私はどうすればよいのだろう……」

　返答の期日を明日まで伸ばしたベルグストン伯爵は、自分の執しつ務む室しつに籠こもりただひたすらに自問自答を繰くり返かえしていた。

「あの男……あいつの言う事はおそらく正しい……貴族派からの勧誘を受けた時に何な故ぜ気がつかなかったのだ……」

　悔やまれるのはそこで有る。

　今改めて考えれば何と愚おろかな決断をしたのだと悔くやんでも悔やみきれない。

　十年近い隠遁生活が、鋭するどい刃やいばの様だった自らの知ち恵えを曇らせたとしか思えなかった。

　もしベルグストン伯爵が中立派のままであれば、正直に言ってこの内乱にどちらが勝とうと無関係でいられたのだ。

　中立のままでいれば、領地の加増や王宮の政治に返り咲く事はないにせよ、今まで通りの生活を維持する事は出来た筈だ。

　しかし、甘い言葉に騙だまされて貴族派に加担してしまった以上、ベルグストン伯爵に取れる選せん択たく肢しは二つしかない。

　飼い殺しを覚かく悟ごの上でこのまま貴族派に与くみし続けるか、一発逆転を賭けて騎士派に付くかのどちらかだ。

　今更、中立に戻る事は出来ない。そんな事をすれば、政争に終止符が打たれ国内情勢が落ち着いた段階で、勝者から制裁を受ける事になる。

　しかし、そこまで自分の置かれている立場を理解していても、ベルグストン伯爵は決断する事が出来なかった。

　その最大の理由は、今回の話を持って来た人間が王女派の人間だと言う点だ。

　長い隠遁生活を送りながらも、ベルグストン伯爵はいつの日か再び政治の中枢へと返り咲く為に国内の勢力関係には特に耳を澄ませて来た。

　だから、今の騎士派がルピス王女の支持母体でありながら、その実権はアーレベルク将軍が握っているという事をベルグストン伯爵は十分に理解している。

「あの男はメルティナ殿と一緒に来た……と言う事は、あの男はルピス殿下に直接繋つながっていると見て良い。となれば……今回の勧誘は騎士派ではなく王女派からと言う事だろう」

　アーレベルク将軍の傀儡のままでルピス王女が居るかどうか。

　ルピス王女の決断如何いかんでは、貴族派との戦の後に王女派対騎士派と言う新たな戦いが始まる可能性が有るのだ。

　劣勢な勢力の中にある、さらに小さな派閥からの勧誘である。

　ベルグストン伯爵が躊ちゆう躇ちよするのも当然と言えた。

「もし加担するなら全すべてをなげうつ覚悟がいる……」

　ベルグストン伯爵家と言う家名も、長年積み上げてきた富も、今まで治めて来た領地すらもなげうつ覚悟が必要になるのだ。

「問題は王女殿下が勝てるのかどうかだ……」

　結局、全ての問題はそこに行きつくのだ。

　王女派に加担して勝てるのか勝てないのか。

　ベルグストン伯爵は決して王家への忠誠が薄い訳ではなかったが、自分の家や家族をなげうってまで捧ささげる忠誠心など持ってはいなかった。

　名誉も忠義も無価値とは言わない。

　しかし、それだけでは人は生きていく事が出来ないのだ。

「あの時点では、王女派が勝てる要素など何処どこにもなかったのだ……」

　メルティナの勧誘方法は非常に単純明快である。

　ただひたすらにルピス王女の正当性と王家への忠誠を訴えるだけだった。

　勿論それらは重要な物の一つではあるが、中立派に属する貴族の心を動かす理由には成りえなかった。

　何故か？

　もし、王家への忠誠や王女の正当性を重視する人間であれば、初めから中立派などに属するはずがないのだ。

　そんな人間であるならば、メルティナが勧誘する前に自分からルピス王女の下を訪れ忠誠を誓っていただろう。

　聞きたかったのは、ルピス王女に助力した際にベルグストン伯爵の忠義に対してどのような形で報いてくれるのか。それこそが重要なのだ。

　ルピス王女に加担するのは良い。

　だが、兵を動かすには武具兵ひよう糧ろうを揃える必要があり、膨大な経費が掛かる。

　兵士が手柄を上げれば、恩賞だって出さなければならない。

　いくら階級社会とは言え、決して「御苦労！」の一言で済む訳ではないのだ。

　それがメルティナには分からない。

　彼かの女じよはただ、壊れたレコードの様にルピス王女への忠義を繰り返し訴えるだけ。

　これでは、王家に対して忠義に篤い一部の貴族以外、味方へ引き入れる事は難しいだろう。

　だからこそ、ベルグストン伯爵は王女を見限った。

　側近と言われるメルティナですらこの程度の知恵しか持ち合わせていないのだ。

　王女のそばに優れた人材がいないと判断せざるを得なかった。

　結局のところ、派閥とは人の力。

　優れた人間をどれだけ多く抱かかえ込む事が出来るかどうかが勝敗の分かれ目。

　だから、ベルグストン伯爵がルピス王女を見限り、貴族派からの勧誘に際しこれ幸いと乗ったのは当然と言えた。

　誰だれだって勝てる勝負には参加したい。その上で、権力や領地の加増という目に見える利権を示されれば尚更だ。

　だが、今日の会談を機に、ベルグストン伯爵は大きく悩む事になる。

　今日やってきた王女派の使者、御子柴亮真という男の所為で……。

「あの者が何処の誰かは分からん……だが……切れる。切れすぎるほどに……」

　御子柴亮真。

　優れた知恵者がいないと思われた王女派に突如として現れた謎なぞの男。

（今日初めて会ったが、あの男の状じよう況きよう判断能力は信しん頼らい出来ると言って良い）

　短い時間ではあったが、ベルグストン伯爵の心に強烈な印象を残したのは事実だった。

　人当たりも良いし、外交に限ってだけでもかなりの力を発揮するはずである。

　そうなれば、王女派の未来も大きく変わってくる可能性が出てくる。

　貴族派は、自分以外の中立派貴族にも、同じような報酬をちらつかせて助力を募っている筈だ。

　だが、あの男の話を聞いた後にまだ貴族派を信じる馬ば鹿かがいるとは思えない。

　となれば、中立派の多くが王女派に取り込まれる可能性は大きいと言えた。

　同じように、騎士派の中からアーレベルク将軍に不満を持つものを王女派に鞍くら替がえさせる事も不可能ではないだろう。

　そう、あの御子柴亮真の力が有れば、王女派の力が増し、ルピス王女がローゼリア王国の実権を持つ事も可能かもしれない。

　だからこそ、ベルグストン伯爵は悩むのである。

「あぁ……私は一体どうすれば……」

　突とつ然ぜん、誰かが執務室の扉とびらを叩いた、

　思考の迷路に迷い込んだベルグストン伯爵の意識が、一いつ瞬しゆんのうちに現実へと引き戻される。

「旦那様？　夕食の準備が出来ました。御客様も既すでに食堂の方で御待ちになっております」

　決断の付かないベルグストン伯爵を正気に戻したのは、屋敷のメイドだった。

　改めて窓の外へと視線を向ければ、陽ひはすでに落ち、あたりは闇やみに包まれていた。

　亮真達たちとの会見が終わったのは午後一時過ぎ。

　ベルグストン伯爵は五～六時間もの間、ただ一人執務室で悩み続けた事になる。

「あ……あぁ……今行く」

　それだけ言うと、ベルグストン伯爵は軽く身なりを整え食堂へと向かった。




　夕食を食べ終えて再び執務室へ閉じこもった夫を心配して、ベルグストン伯爵夫人が部屋の中へと入ってきた。

「何だ、お前か……別にどうもしないよ。どうした、こんな夜分に？」

　ベルグストン伯爵は疲つかれを隠すように笑うと、夫人をソファーへ座らせる。

「夕食の時、貴方の様子がおかしかったものですから……何か有ったのですか？」

　夕食に出された鶏とりの丸焼きは、ベルグストン伯爵家の厨房を預かる料理人の得意料理であったが、普ふ段だんの健けん啖たん家かぶりが嘘うその様に伯爵はほとんど手を付けなかった、

　ベルグストン伯爵にしてみれば、とても食事を楽しむような気分ではなかったのだ。

「いや……なんでもない。お前が心配するような事は何もないよ」

　夫人の肩かたを抱だき寄せながら、ベルグストン伯爵は安心させる為に穏やかな微笑みを浮うかべる。

　しかし、長年連れ添った彼女には、ベルグストン伯爵の心に潜む暗い影かげなどお見通しだった。

「いいえ！　そんな筈はありません。連れ添って二十年ですもの……貴方の様子がおかしい事に気がつかない訳がないじゃありませんか！」

　夫人は夫の身を心から案じていた。

　二人は俗にいう政略結婚だったのだが、夫人は今年四十三歳になる夫を深く敬愛していたし、ベルグストン伯爵もまた夫人を深く愛していたのだ。

「今日いらした御客様の所為ですか？」

　今朝まで何でもなかった伯爵が、昼過ぎから急に執務室へ閉じこもったのだ。

　原因が彼らにあると思うのは当然である。

　ベルグストン伯爵の顔色が変わった事を目にし、夫人は不安げに切り出した。

「もしかして……王宮の関係ですか？」

　貴族の正妻である以上、国内の権力闘争と無縁ではいられない。

　夫の決断が家の存続に直結するのだから。

　ましてや、王国の存亡にすら関わる様な話なのだ。

　ベルグストン伯爵の態度を見て夫人は確信した。

「貴方……私達は夫婦ではありませんか……貴方の御力にはなれないかもしれませんが、少しでもその苦労を分かち合えるのなら私にお話しくださいませんか？」

　夫人の真心にあふれた言葉を聞き、ベルグストン伯爵は思わず心の内をぶちまけた。

　誰かに胸の内を聞いて欲ほしかったのだろう。それほどまでにベルグストン伯爵は思い悩なやんでいたのだ。

「私は政治に関して詳しくはありません……」

　ベルグストン伯爵の胸の内を聞いた夫人は、躊躇ためらいながらもハッキリと自らの意見を口にした。「ですが、王女殿下が劣勢である今、貴方が殿下へ誠心誠意お仕えするのであれば、殿下は貴方を粗略には扱わないと思います」

　政治に詳しくないと言いつつも、その見識はベルグストン伯爵家を支える妻として恥ずかしくない物だ。

　そんな妻の言葉を嬉しく思いつつも、ベルグストン伯爵はゆっくりと首を横に振った。

「勿論、それは分かっている。だが、問題なのはそこではない。私が助力したとして果たして王女殿下が勝てるかどうかが問題なのだ！」

　夫人に改めて言われるまでもない。

　劣勢の王女側にはめぼしい人材は居ないだろう。

　だから、勝てばベルグストン伯爵は重用される。

　だが、大事なのは勝てれば……だ。

　負ければ、全てを失う。その恐怖がベルグストン伯爵の心を縛り付けるのだ。

　しかし次の瞬間、夫人の口から放たれた言葉がベルグストン伯爵の心を打ち抜ぬく。

「貴方……貴方が王女殿でん下かを勝たせて差し上げれば良いではありませんか？」

　それはベルグストン伯爵にとってあまりにも予想外な言葉だ。そして、驚きで凍こおりついた伯爵へ、夫人は思いのたけをぶつける。

「貴方は才能豊かな方です。私は貴方に嫁いでから一度たりとも貴方の才を疑った事など有りません……私は貴方がこのローゼリア王国を担う御方だと信じております。だからこそ私は貴方が迷う姿は見たくありません！　かつての様に自信を取とり戻もどしてください！　十二年前の貴方ならば、この様な時に迷いなどしなかった！　そう。かつての貴方なら……」

　長年押し殺してきた激情が、夫人の体を突き動かしていた。

「かつての……私……」

　涙なみだを浮かべる夫人の姿を呆ぼう然ぜんと見つめていたベルグストン伯爵の脳のう裏りに、かつての自信にあふれた自らの姿が甦よみがえる。

　十二年前、当時三十代前半のベルグストン伯爵は、ローゼリア国内でも有数の実力者だった。

　才気に満ちた若き政治家。

　領内の交易を盛んにし、王宮の高級官僚として抜ばつ擢てきもされた。

　しかし、驕おごる平家は久しからずの格言通り、順風満帆に見えたベルグストン伯爵の人生が予想もしない方向へ向かい出したのは、夫人の父親であり伯爵の後うしろ盾だてであったローゼリア王国宰さい相しようエルネスト侯爵がゲルハルト公との政争に敗れた時からだ。

　結果、エルネスト侯爵は領地没収の上、家名断絶。殆どの血族はその際にローゼリア王国内から追放処分となっている。

　エルネスト侯爵の血筋でローゼリア王国内に残っているのは、ベルグストン伯爵家へ嫁いだ夫人と、他家へ嫁いでいた婦人の妹のみ。

　そして、瞬またたく間まにベルグストン伯爵は中央の政治から弾き出された。

　ベルグストン伯爵の才能の有無は問題ではない。

　伯爵がかつての政敵の娘むすめを娶めとっている、ただそれだけの理由でベルグストン伯爵はゲルハルト公から睨まれた。その上、自らの才能に強い自負を持っていたベルグストン伯爵は、今は亡き前国王であるファルスト二世に疎まれていた事も災いする。

　後ろ盾であった義父を失い、国王に疎まれた傲ごう慢まんな若造へ手を差し伸べてくれる有力者など存在しなかった。

　結局、ベルグストン伯爵は王宮から放逐され、領地に引きこもる隠遁生活を余儀なくされたのだ。

　それから十二年、ベルグストン伯爵は、ただ自らの領地を守る事に必死だった。

　中立派に属したのも。目立たず嵐あらしが通り過ぎるのを待つ為である。

　守りの心。

　それは少しずつ、そして確実に、ベルグストン伯爵の牙きばを鈍く錆つかせていた。

「かつての私なら悩まなかった……か」

　ベルグストン伯爵の顔に生気が蘇ってくる。

　夫人の言葉通り、十二年前のベルグストン伯爵なら、この乾けん坤こん一いつ擲てきの賭けを楽しんだ事だろう。自らの能力に絶対の自信を持っていたから。

　ベルグストン伯爵が秀でた能力を持っているかは定かではない。

　しかし、自らを信じられなければ、戦う前から負け犬にしかなれないのだ。

（十二年前の自分が今の立場ならどうしただろう。メルティナの勧誘など待っていただろうか。いや……否だ。私自らが王女派に率先して属し、ルピス殿下の力になっただろう。殿下が勝てるか分からない？　馬鹿が。分からないのならば、何故自分の力で勝たせるのだと思わない！）

　夫人の言葉は、十二年もの間ただ守りのみを考えていた男の心の錆を落とした。

　そしてその瞬間から、ベルグストン伯爵の心には、若き日の野望と自信が蘇ってくる。

「私がルピス殿下に与すれば、有るのは栄光か惨めな敗北かの二つしかない。当然、お前も私と運命を共にする事になる……それでも構わないのか？」

　ベルグストン伯爵は、長年連れ添った夫人へ最後の問いかけをした。

　今更問うまでもない事ではある。だが、これがベルグストン伯爵の夫人への愛情だった。

「構いません。たとえ断頭台の露と消えようと、私は貴方に付いていきます！」

　夫人の確固たる決意を聞き、ベルグストン伯爵の心は決まる。そして一度決断した伯爵はもう迷う事はなかった。

　勝つか負けるかを判断するのではなく、自分の力によってルピス王女を名実ともにローゼリア王国の王とする事に決めたのだから。

「私はすぐにエルナンの下へ行く。外出の準備を手伝ってくれ」

「今からですか？」

　夫人はベルグストン伯爵の言葉に怪け訝げんな顔をした。

　既に二十時を過ぎた時間である。外出するにしても、あまりにも遅すぎる。

「そうだ。御子柴殿には返答を明日まで延ばしてもらっている。だが、明日ただ単に助力すると言うだけではつまらないではないか」

　エルナン・ゼレーフ伯爵。

　ベルグストン伯爵領と境を接する中立派の貴族の一人だ。

　そして、ベルグストン伯爵夫人の妹を妻に迎えた人物でもある。

（私が貴族派から王女派に寝ね返がえったところで功績となるのは御子柴殿のみ……だが私がエルナンを王女派に引き込めば、それは私の功績となる。それにエルナンとは義兄弟……唯ゆい一いつ信しん頼らい出来る人間だと言って良い）

　王女派に加担すると決断したベルグストン伯爵の頭脳は、若き日の切れ味を取り戻していた。

　ベルグストン伯爵が今の状態で王女派に寝返っても、評価されるのは伯爵を寝返らせた御子柴亮真だけだ。

　決して、寝返ったベルグストン伯爵を評価する人間はいないだろう。

　だが、自分の寝返りと同時に他の貴族を一いつ緒しよに連れて行けばどうか？

　それは、ベルグストン伯爵自身の手柄となる。

　だから、今後の王女派での立場を確保する為にも、決して失敗する訳にはいかないのだ。

「お前は出来るだけ御子柴殿を引き留めておいてくれ。良いな！　私が戻るまでは彼かれらを引き留めておくのだ」

「はい。お気をつけて行ってらっしゃいませ」

　夫人は往年の輝きを取り戻した夫の顔を嬉しそうに見つめた後、深く頭を下げた。




「一体どうなっておるのだ！」

　ローゼリア王国の宰相にして、貴族派の頭首であるフリオ・ゲルハルト公爵は、思わず執務室に備え付けられた黒こく檀たんの机に拳こぶしを叩たたきつけた。

　絶対的に有利なはずの自分達の下へ、ここ数日の間に続けて齎もたらされた不快な報告の所為だ。

「そ……それが……」

「それがなんだ。ハッキリと言わんか」

　主人の不興を恐れて言いよどむ側近の態度に、再びゲルハルト公爵の癇かん癪しやくが炸さく裂れつする。

　今年で五十六歳さいになろうかという政治家としては脂の乗り切った年ねん齢れい。

　ところどころ白しら髪がの混じった金きん髪ぱつの髪は後ろへ櫛くしで丁てい寧ねいに撫でつけられており、口元の丹念に手入れされた口くち髭ひげが、彼の神経質な性格を暗示させている。一見、細見で洗練された印象を見る人間に与えるが、今の激昂した姿を見れば、そんな評価は微塵に砕け散るだろう。

　しかし、ゲルハルト公爵の苛いら立だちも、決して理由がない訳ではない。

　正直なところ、ゲルハルト公の側近にも、度重なる予想外の報告に困惑しているというのが現状なのだ、

　彼らの下へ齎されたのは、裏で密約の出来ていた中立派の面々が、ここ一週間程の間に次々と寝返ったと言う事実だけだ。

　しかも、寝返ったのは中級貴族とは言え、それなりに豊かな領地を持つ貴族ばかりである。

　勿もち論ろん、豊かとは言ってもゲルハルト公爵領や、貴族派の中核を担う上級貴族達とは比ひ較かくにならない。彼ら中級貴族の中でも最大であるベルグストン伯爵が動員出来る最大の兵力が、領民兵で一千。騎士で数十と言ったところだろうか。これに臨時雇いの傭よう兵へいが加わる。

　どちらにせよ、兵数でいえば一千を少し超こえるくらいのものか。

　しかし、単体では戦局を左右出来なくとも、数が纏まとまれば厄やつ介かいな事になる。

　昔、日本の戦国時代の中国地方を支配した覇は者しや、毛もう利り元もと就なりが不仲な息子達を諭す為に話したと伝わる有名な逸話。『三本の矢』の訓おしえ。本当に元就がそんな逸話を残したかどうかの真偽はさて置き、結束の重要性を悟らせる逸話である。

　この訓の意味するところは一つ。小さな戦力であろうと、結束されれば大きな力となり得るという事だ。

　勿論、大地世界の住人であるゲルハルト公爵がその訓を耳にした事はないだろう。しかし、長年の経験からゲルハルト公爵は本能的にその事を理解していた。

　だから、ゲルハルト公爵は通常では考えられないほどの高待遇を示し、中立派の中でも特に有力視される貴族達へ謀略を仕し掛かけたのだ。

　餌えさは内乱終結の際の領地加増と破格の地位。その結果、己の境遇に長い間不満を溜めこんできた中立派の面々は面白いほどゲルハルト公爵へと靡いた。

　中立派とは、所しよ詮せん、時勢を読めず政治の中枢からはじき出された人間の集まりにすぎない。

　機会があれば、目の色を変えて飛びついてくる。

　欲に駆られた愚か者を都合の良い様に操るなど、長年、ローゼリア王国の政治を牛耳ってきたゲルハルト公爵にしてみれば簡単な事だったのだ。

　それが、ここにきて急に風向きが変わってしまった。

　しかも、寝返ったのは、どれもかなりの好条件をちらつかせて貴族派に引き込んだ中立派の中でも上位の有力者ばかりである。

（誰かが闇の中で動いている……それもかなりの切れ者が）

　ゲルハルト公爵の政治家としての嗅覚が、姿の見えない敵の暗躍を敏感に感じ取っていた。

　ゲルハルト公爵が中立派の面々に求めた条件は、彼らの持つ兵を動かさない事とラディーネ王女を支持する事。ただそれだけである。

　引きこんだ貴族達のリスクは限りなく少なく、それでいてメリットは大きくしたのだ。

　不遇の日々を送っていた中立派の貴族達は雪崩なだれをうって貴族派に与した。

　勿論、ゲルハルト公爵に彼らとの約束を守るつもりは初めからない。

　今後、彼らを貴族派の一員として味方にする気もない。ただ、近い将来起こる内乱時に、彼らが余計な動きをして戦況を混乱させなければそれで良いのだ。

　そもそも、ゲルハルト公爵が約束した領地の合計を計算した場合、領地の加増分だけで王国の半分以上が費やされる計算になる。

　さらに言えば、この約束には拘こう束そく力がない。

　密談での裏取引。

　契約書を交かわした訳でもない以上、法の庇護は望めない。

　となれば、最後に物を言うのは武力。

　しかし、ゲルハルト公爵の方が強者である以上、騙された事を悟った貴族達が実力行使に踏み切るのは危険すぎる。

　よほど思し慮りよに欠けた愚か者以外は、騙されたと悟り不満を感じたとしても黙だまって頭を下げる筈はずだ。

　欲を捨て、落ち着いて考えれば子供でも分かる理屈だろう。

　そこまで計算した上で用いた謀略。それがこの土ど壇たん場ばになって引っ繰り返された。

（恐らく、誰かに余計な知恵を付けられたのだろう……な）

　ゲルハルト公爵の口元から、鋭い舌打ちが漏もれる。

「分かっているのは二点だけでございます。助力を約束した貴族が次々と王女派へ忠誠を誓っている事。そして……」

　此処で側近は言葉を切った。

　次の言葉を言えば。見かけによらず短気なところのある主が、更さらに怒いかり狂くるう事が分かっていたからだ。

　だが、同時に黙っていても同じ結果になる事は、長年の経験から嫌いやと言うほどに理解出来ていた。

　側近は主の雷が落ちる事を覚悟して己の職務を遂すい行こうする。

「寝返った貴族達の中に、非常に強硬な姿勢を我々に見せて居いる人間がいます……」

「どう言う意味だ？　強硬な姿勢……己の領地の防衛でも固めたか？」

　何ど処こか馬鹿にしたようにゲルハルト公は尋たずねた。

　腹立たしさを感じてはいても、所詮弱者の抵抗と甘く見たのだ。

　しかし、続けられた側近の言葉に、流石のゲルハルト公爵もあせりの色を浮かべる。

「それが……領地の兵をまとめて王都へ入城した模様です……」

「何だと！」

　ゲルハルト公爵は驚おどろきを隠かくせなかった。

　これは決して見過ごせない話だ。

　正直な話、貴族派から寝返ったとしてもゲルハルト公爵はさほど困りはしない。

　だが、中立派の貴族達が領地の兵を王都に入れるとなると、これはまったく状況が変わってくる。

　派閥から寝返る。

　大きな戦力ダウンになると思われがちだが実のところはそうでもない。

　なぜならこの時期に寝返る様な人間は自分が損をする事を極きよく端たんに嫌きらう日和ひより見み主義であることが多い。

　派閥からの餌は貰もらう癖に派閥に対して全く貢献しない人間。

　今回の話で言うならば、王女派の旗は掲かかげても兵や軍資金の提供を行わないなどの非協力的な態度を取る事がほとんどなのだ。そう、少なくとも今までは……

　そして、それが分かっていたからこそゲルハルト公は中立派の貴族を勧誘する際に過度な協力を求めなかったし、敵に回りさえしなければ良いと割り切っていたのだ。

　求めても仕方が無い事が分かっていたから。

　だからこそ、今の報告にゲルハルト公爵は強い危機感を感じていた。

　領地に籠もり、形だけの協力を王女派に見せ内乱と言う嵐が頭上を通り過ぎるのを待つだけだとの判断が見事に外れたから。

「それはどう言う事だ……連中は本心から王女派に属ぞくしたと言う事なのか？　いや、そもそもそれは一体誰だ」

「ベルグストン伯爵、ゼレーフ伯爵を筆頭に、周辺の小貴族達が入城いたしたようでございます」

　何い時つでも潰せる虫けらと侮った報いなのだろうか。

　暗い粘着質の怒りがゲルハルト公爵の心に湧わきあがってくる。

「ぬぅぅぅ……ベルグストン伯爵め！　どこまでもワシに逆らう気か。やはりさっさと始末しておくべきだったか……」

　しかし次の瞬間、ゲルハルト公爵は予想外の知らせに狼ろう狽ばいしたせいか、自分が重大な点を見落としていた事に気がついた。

「いや待て、王女派だと？　騎士派ではなく王女派に属したのか」

　念ねん押おしするゲルハルト公爵の言葉に、側近は表情を強張らせたまま頷いた。

「はい、私も気になって何度も確かく認にんしたのですが、騎士派ではございません……間ま違ちがいなく王女派に属しています……」

　一見すると同じ事のように思えるが、実際のところは全く意味が違ちがう。

　騎士派は間違いなくルピス王女の支持母体である。

　だが、騎士派が王女を支持する理由は、彼女が王女だからでも、ここ数年にわたり近衛騎き士し団だんの団長を務めたからでもない。

　騎士派の長であるアーレベルク将軍がルピス王女を擁よう立りつしているからに他ほかならない。

　純粋にルピス王女へ忠誠を誓っているものなど、末端の下級騎士を除けば近衛騎士団の副団長であるミハイルの他には数えるほどの人数しか居ないのだ。

　部隊を纏める中級以上の騎士の殆ほとんどはアーレベルク将軍の派閥に取り込まれており、それはそのまま発言力へと転化される。

　ルピス王女は騎士派のお飾かざりでしかない。

　だが、数人といえども貴族がルピス王女の支持に回るとどうなるか。

　貴族はその所領の規模に応じて兵力を持つ。経済力に応じて傭兵を雇やとう事も可能だ。

　今報告にあったベルグストン・ゼレーフ両伯爵に、近きん隣りんの貴族達が王女派に与するとなると、ルピス王女は四千近い兵力を持つ事になる。

　勿論、貴族派の筆頭であるゲルハルト公爵の兵力から考えれば六分の一にも満たない兵数でしかない。

　ゲルハルト公爵が私財を投じて作った騎士団二千五百を中核に、広大な領地から農民を徴兵すればゲルハルト公爵家の兵だけで二万五千程にはなる。これに、貴族派の面々が率いる兵と傭よう兵へい達たちを合わせれば、総兵力は六万五千程にまで膨ふくれ上あがるだろう。

　現在、ローゼリア王国の六個騎士団を牛耳るアーレベルク将軍の兵力はおよそ一万五千弱。国境警備などで動かせない兵力を除外しても、およそ八千から一万は動員出来る。

　今回、ルピス王女へ与したとされる中立派の兵を合わせても一万五千に届くかどうかと言ったところか。

　アーレベルク将軍の率いる兵の大半が法術を会え得とくした騎き士しである事を考こう慮りよしても、まだゲルハルト公爵が有利な情勢ではある。

　しかし、気になるのは寝返った貴族達が王女派に属したと言う事実だ。

　ゲルハルト公爵は側近を退室させると、椅い子すに深く腰こしを落ち着け思案にふけった。

（ルピス王女め……まさかアーレベルクから国の実権を取り戻す気か？）

　ゲルハルト公爵の脳裏にその考えが浮うかぶ。

　ベルグストン・ゼレーフ両伯爵の行動を見ると、そうとしか判断のしようがなかった。

　しかし、脳裏に浮かんだその考えをゲルハルト公爵は自分で否定した。

（いや……無理だ。ルピス王女にそのような事が出来るはずがない……）

　ゲルハルト公爵はルピス王女の能力を疑問視している。

　今、王女は二十二歳。

　気さくな性格で、王族にありがちな傲慢さはあまり見受けられない。

　民の生活を第一に考えるその優しさと美貌とが相まって、国民からの信頼は絶大と言って良い。

　近衛騎士団の団長を五年ほど大過なく務めているので、決して無能と言う訳でもないだろう。

　ただし、それには軍事に限ればという但し書きが付く。

　だが、それも致いたし方かたない事だ。

　ルピス王女は、いまだに国政へ参加した経験がないのだから。

　彼女の持つ資質がどうであれ、経験をした事がない物をすんなりと行える筈がないのだ。

　これで知恵者の側近でも居ればまた話が変わるのだが、王女の側近として名が挙げられるのは近衛騎士団の副団長であるミハイル・バーナシュや、側近のメルティナ・レクターを筆頭とした、ごく少数の人間達だけだ。

　しかも、彼らは個人的な武勇はともかくとして、あまり知恵の働く人間ではない事をゲルハルト公こう爵しやく自身も良く理解している。

　仮に政権をとったとしても国を運営する能力はない。

　つまり、ルピス王女独自の力ではローゼリア王国を維い持じする事自体が不可能と言ってよいのだ。

（ルピス王女がせめて軍事か政治どちらかだけでも完全に掌しよう握あく出来ていれば、話はまた違っただろうが……まあ、だからこそアーレベルクもルピス王女を擁立したのだ。自らの権力を更に強化する為に）

　自分と同種の人間であるアーレベルク将軍の考えなど、ゲルハルト公爵には手に取るように理解する事が出来た。

（アーレベルクが王女を見捨てるのは遅おそくても三年以内と言ったところだろう……その後は人知れず殺されるか幽閉されるか。さもなければあの美貌だ。アーレベルクの妾めかけにでもさせられると言ったところか）

　ゲルハルト公爵自身には、あまり王位に対しての執しゆう着ちやく心しんはない。

　どちらかと言えば、名より実を取る性格だからだ。

　それに比べて、アーレベルク将軍は実も名も取る性格である。

　今は実だけで我が慢まんしていても、いずれ名を欲しがる事が眼に見えていた。ローゼリア国王と言う名を……

（まぁ、ワシが勝った場合も死んで頂くしかないから、ルピス王女にとってはどちらが勝とうと同じ事か……）

　すでにラディーネ王女と言う新たな神み輿こしを持つゲルハルト公爵にとって、ルピス王女は邪じや魔ま者以外の何者でもなかった。

　王位を継ぐべき人間が二人もいれば再び戦いくさの火種となるのは目に見えている。

　とは言うものの、実際のところゲルハルト公爵は、自らが擁立したラディーネ王女の真しん贋がんに関してかなり疑問を持っていた。

　確かに亡なき王と同じ銀ぎん髪ぱつを持っているし、顔立ちも似ていない訳ではない。

　王の遺ゆい言ごん状じようも持参してきている為ため、偽物だと決めつける訳にもいかない。

　だが、ゲルハルト公爵自身が政争に勝ち残った策士である為、現在のローゼリア王国の状況に何処か作為的な物を感じているのは事実だった。

　前王が死に、その世よ継つぎが玉座に就つく前に隠し子が見つかる。

　あまりにもタイミングが良すぎると言って良い。

　それでも、ゲルハルト公爵がラディーネ王女を擁立したのは、アーレベルク将軍に対たい抗こうする為にはどうしても王家の血を引く神輿が必要だったからだ。

　もし、神輿を担がないままにルピス王女を擁立する騎士派と戦になれば、反逆者の汚名を着せられてしまう。

　そうなれば、子飼いである貴族派の中からも裏切る者が出かねない。

　ゲルハルト自身は愚かな事だと思っているが、大義名分とは戦においてどうしても必要な物なのだ。

　たとえそれが嘘の大義でも。

（まぁ良い。たとえ偽の王女でもワシが認めれば本物になる……それに偽者なら後で処分する際に楽だしな）

　そこまで考え、ゲルハルトの公爵の顔に笑えみが浮かんだ。

　共に王女と言う大義名分を掲げている以上、問題となるのは純粋な戦力差のみである。

　そして、貴族派の方が数の上では圧あつ倒とう的てきに有利であったし、王女派に多少中立派を取り込まれたところで自分達の有利は動かない。

（問題はなぜ急に王女派が動き出したか、だな……あのミハイルやメルティナにそんな知恵があるとも思えぬし。一体誰が今回の絵を描いた？）

　有利な状況に変化が有る訳ではないので、このまま無視しても構わないのだが、急な王女派の暗躍はゲルハルト公爵にとって決して好ましい事ではない。

「誰か！」

　ようやく思案がまとまったゲルハルトは、隣りん室しつに控える側近を呼んだ。

「お呼びでございますか？」

「うむ。やはり王女派の動向が気になる」

「間者を放ちますか？」

「うむ。金は幾いくらかかってもよい。最高の腕うで前まえを持つ者を雇え」

　側近は思わず驚きの表情を浮かべた。

　自らの主人が決して気前の良い人間ではない事を理解していたからだ。

「そして王女の側近に知恵者が居るかどうか調査させろ……もし、居たら直ちに殺せ！」

　今まで、数多くの政争に勝ちぬく事でのし上がってきたゲルハルト公爵は決して甘あまい判断をしなかった。

　彼は障害を未然に取り除く事で権力を手中に収めてきたのだ。

「かしこまりました」

　側近の男は恭うやうやしく頭を下げると再び部屋を後にする。

「たとえ誰であろうと邪魔する者は殺すだけよ！」

　ゲルハルト公爵はどんな手でも使う覚悟だった。

　この国の支配者と言う甘い果実をその手に入れる為に……




　ゲルハルトが側近に調査を命じてから半月後。

　とある昼下がりの午後。王都ピレウスの城下町を歩く亮真の後ろ姿に路地の物陰から鋭するどい視線を向ける二人の男女が居た。

「あれが今回の標的……ね」

「あぁ、傭兵としてはまだ新米で法術も使えねぇ。お前さんの獲え物ものとしてはちょいと物足りないかもしれないな」

　二人とも人目を避さけるようにローブを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠してはいるが、声の感じから察するに若い女と中年の男のようだ。

「本当にそうかしら。あの身のこなしはタダ者とは思えないけれど？」

　女は疑いの眼差しを男へ向けた。

「俺おれの調べが信じられないとでも言うつもりか？　あいつは間違いなく法術は使えないしランクもＥランクの新米よ。嘘だと言うなら自分でギルドへ行って確かめてこい」

　自らの仕事を疑われ男は腹立たしそうに言い返す。

「あんたは若い者の中では腕利きで通っているが、俺も自分の仕事には自信を持ってやっている。だが、あんたは長おさの大事な跡あと取とり娘だ。もし俺の仕事に不満なら長に言って変えてもらうがどうだ？」

　自らの仕事に強烈な自負を持っているのだろう。

　男の目が糸の様に細まると冷たい光を放つ。

「御免なさい。そう言うつもりで言ったのではなかったのだけれど、もし貴方あなたの気に障さわったのなら謝るわ」

　女は素す直なおに男へ頭を下げる。

　両者の間に沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「悪かったな……俺も言いすぎたようだ」

　男も自分の態度が大人気なかったと感じたのだろう。

　静かに謝罪の言葉を口にした。

「良いのよ、それよりも、あの横にいる二人は？」

　女の視線が、亮真の傍かたわらを歩くサーラとローラの二人へと向けられた。

「あの若いのが連れまわしている奴ど隷れい上がりって話だがな。ただ、二人とも戦いくさ奴ど隷れいとして仕込まれたらしくかなりやるぞ。もし、あの若造を始末する事になった時には注意するんだな」

「分かったわ。ありがとう」

「では、仕事の段取りは俺に任せておけ。準備が整い次し第だい潜り込んでもらうから、今は宿屋で体を休めておくと良い」

　男はそう言うと、路地の奥おくへとその姿を消す。

「御子柴亮真……か」

　一人残された女は小さく亮真の名を呟つぶやくと、通りの人ごみの中へと消えていった。




　西方大陸の歴史の歯車が、再び御子柴亮真と言う青年を中心にして動き出そうとしていた。雲一つない満点の星空。

　ここは城じよう塞さい都市イラクリオンの中央にそびえるゲルハルト公爵の居城。

　青い月明かりの下、少女はバルコニーの手すりに体を預けながら空を見上げていた。

　憂いの浮かんだ瞳ひとみは何を思っての事だろう。

　豊かな胸の谷間に飾られた金のブローチを握にぎりしめながら、少女は己おのれの心の中にある疑問を口にする。

「私は……誰？」

　それはあの運命の日に生まれた疑問。

　そして、数ヶ月たった今なお答えの出ない問い。

　いや、答え自体はすでに出てはいる。

　額に嵌はめた冠かんむりの冷たさこそが全すべての答え。ただ、その答えを少女の心が受け止めきれないのだ。

　少女の丁寧に櫛を入れた銀色の髪を飾るのは、無数の宝石をちりばめた宝冠テイアラ。

　その眩まばゆいばかりの輝きは、このローゼリア王国においてルピス・ローゼリアヌスと、この少女の二人だけが身に着ける事を許された特別な物だ。

（私が王族？　この国の……ローゼリア王国の王となる？）

　その事に思い至るたびに少女の背筋に冷たいものが走る。

　確かに彼かの女じよ自身、王女という地位に憧れや夢を感じていなかった訳ではない。

　父親の顔を知らず、物心つくかつかないかといった幼さで母親を亡くした孤児。そんな天てん涯がい孤こ独どくの身の上であった少女に残されたのは夢を見る事だけだ。
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　自分がどこか裕福な家に嫁ぐ夢。

　顔も知らない父親が実は生きていて、いつか迎えに来てくれるという夢。

　豪ごう華かな食事を腹いっぱいに食べ、絹のドレスに身を包つつむ夢。

　ミスト王国の片かた田舎いなかにある小さな農村。そこを治める領主の屋敷に住み込みで働いていた少女にとって、夢を見る事だけが唯ゆい一いつの幸せだった。

　そう、あの日まで。その夢が現実となったあの日まで、夢は美しくたわいもない空想でしかなかったのだ。

「本当にこのままで良いの？」

　その小さな問いが、やけに自分の耳に大きく響ひびいた。

（良くはないわ……このままじゃこの国は戦になる。私を王にする為に）

　自分の為に多くの人間が血を流し、命を失う。

　その言葉の意味と重みが分からないほど彼女は夢見がちな少女ではなかった。

　本心からいえば、このまま姿を消してしまうのが最も良い選せん択たくに思える。自分にとってもこのローゼリア王国にとっても。

（逃にげ出したい……でも、今いま更さらあの男がそれを許すはずがない）

　だが、そうやって逃げたいと思う一方で、今更後戻りが出来ない事を彼女自身が一番理解していた。

　そう、あの日。屋敷を突然訪ねてきたあの男の話を聞いた時から、彼女の進むべき道は一つしかない。

　貴族派の首領であるゲルハルト公爵に担がれた段階で、彼女に選択の余地など残されていなかった。

　今更。無理に降りようとすれば、ローゼリア王国に争いの種を蒔まいた張本人として責任を取らされる事になる。

　彼女は平民として生まれ育った。それだけに、権力者の身勝手な考え方をいやというほど身に染みて理解していた。

　そして、そんな彼女から見てゲルハルト公爵とは貴族の典型と言える。

（あの人は自分と家名を守る為には手段を選ばない……）

　都合が悪くなれば、ゲルハルト公爵は、平然と全ての責任を少女へ押し付け保身に走る事だろう。

　そうなれば、何の後ろ盾も持たない少女に抗う術はない。

　そして、王族を詐称したとなれば有無を言わさず死し刑けいだ。

（やはり駄だ目めね……今はこのまま何もしないでいるほうがマシだわ）

　だが。頭で理解するのと、心が納なつ得とくするのは別の問題。

　少女の名はラディーネ・ローゼリアヌス。

　二人残されたローゼリア王国の王位継けい承しよう者しやの片割れだ。

　責任と不安という重圧に押しつぶされそうになりながらも、ラディーネは必死で自らの進むべき道を探さぐり続けた。

　己が生き残る為に。







第三章　白き軍神







「貴方あなた達たちの今後の忠誠と働きに期待します」

　謁えつ見けんの間にルピス王女の清らかな声が響くと、玉座の前に立ち並んだ五人の貴族達たちはその場で一いつ斉せいに頭を下げる。

　普ふ段だんなら形ばかりの出兵で日和ひより見みを決め込もうとする彼らだが今回は違う。

　彼らは皆みな、己の領地で徴兵した数百の兵を率い、ありったけの物資を王都へと運びいれてきた。

　何より、彼らの家族を共に引き連れてきたと言う事実が、今回の戦に対する本気を示している。

　ルピス王女の下へと集い始めた中立派貴族達。

　それは、まさにローゼリア王国の夜明けを多くの人間に感じさせる光景だった。

　午後の柔やわらかい日差しが差し込む王城の一室で、三人の男達が談笑していた。

　二人は絹製の豪ごう奢しやな服に身を包んだ、見るからに貴族風の男達だが、もう一人は黒染めの服を着たごく普ふ通つうの青年。

　清潔できちんとした身なりをしてはいるが、その青年はどう見ても貴族に見えない。

　階級社会である大地世界アースの中でも、特に身分に対して厳格なローゼリア王国では、平民と貴族が席を同じくする事は極きわめて珍めずらしい光景だった。

　そして、話の主導権を握るのはこの平民の青年らしい。

「今のところは、上う手まく行っている様ですね……」

　無礼ではないが、平民が貴族に対して言う言葉ではない。

　しかし、青年の言葉を聞いても貴族達の顔に不満や怒りの色は浮うかぶ事はなかった。

　二人の貴族は笑みを浮かべながら互たがいに頷うなずきあう。

「えぇ、私の方は今日までで更に三人が説得に応じています。エルナン、お前の方はどうだ？」

　ベルグストン伯爵の問いにゼレーフ伯爵は口元に生やした髭ひげをひねりながら答える。

「話に乗って来たのは今のところ四人。それに、あと一押しでこちらにつきそうな者達が三人と言うところですか」

　その言葉にベルグストン伯爵は苦笑いを浮かべ首を横に振ふる。

「どうやら、賭かけはお前の勝ちか……」

「えぇ、そのようですな」

「分かった。今度、我わが屋敷で秘蔵のワインを飲ませてやる」

「それは実に楽しみですな。ぜひ妻と一緒にお邪魔させていただきましょう。アレも久しぶりに義姉あね上うえに会いたいでしょうからな」

　ゼレーフ伯爵がニヤリと笑みを浮かべた。

　長年、家族ぐるみでの交流を続けている所せ為いか、ベルグストン伯爵へはかなり気やすい態度を取るこの男の名は、エルナン・ゼレーフ伯爵。

　三十代後半のでっぷり腹の出たいかにも貴族風な中年の男性だ。

　イメージ的には、金髪のカツラを被せた雪だるまと言ったところだろう。

　しかし、この一見冴えない外見の男はなかなか強したたかな人間だった。

　ベルグストン伯爵が鋭利な刀ならば、ゼレーフ伯爵は重じゆう厚こうな鉈なただ。

　彼はベルグストン伯爵と同様、今は亡きエルネスト侯爵にその才能を認められ、侯爵の娘の一人を妻にしたほどの男だったが、侯爵の失脚後はゲルハルト公爵の恨みをかい、この十数年を領地でひっそりと暮らしてきた。

　だが、その胸の中には、自分を目の敵にするゲルハルト公爵への長年の恨みが燃え盛っていたのだろう。

　ベルグストン伯爵と共に親交のある中立派貴族達を訪ね、一ヶ月足らずの間にかなりの数を王女派へと引き入れたのだ。

「お二人とも流石ですね。これほど早く結果が出るとは思いもしませんでしたよ」

　亮りよう真まの言葉にベルグストン、ゼレーフの二人は顔を見合わせると、当然の結果だと言わんばかりに唇くちびるを釣り上げて笑う。

　ベルグストン伯爵がルピスへ忠誠を誓ってからほんの一ヶ月程度しか経たっていないのだ。

　元から中立派貴族達の中で燻くすぶっていた不満に上手く火を点けたとはいえ、伯爵達の手並みは大した成果だと亮真は思うのだが、二人にとっては当然の結果らしい。

「御み子こ柴しば殿が私達を信じて用いてくれたからこそ……ですな。変に枷かせを嵌はめられては私達としても動きようがありませんでした」

「左様エルナンの言うとおりです……結局、どんな名剣けんも使われなければ、一山幾らの駄剣にも劣ると言う事ですよ」

　亮真は二人の言葉に黙ったまま苦笑いを浮かべた。

　自分達を名剣と言い切る所は少しばかり自信過か剰じような気もするが、実際二人が中立派貴族の切り崩しに大きな功績を残している以上、文句は言えない。

　それに、彼ら二人の認にん識しきは正しい。

　どれほど優すぐれた力を持とうと、それを生かす機会に恵まれなければ、何の意味も持たないのだから。

　戦乱の世でしか発揮する事の出来ない力がある。平和な時代でしか活躍出来ない人間も居る。

『治世の能臣 乱世の奸かん雄ゆう』と称せられた三国志の英雄である曹そう操そうの様に、乱世でも平時でもその才能を開花出来ると評価される人間など稀なのだ。

　実際、御子柴亮真自身この大地世界に召しよう喚かんされるまでは、ただの平へい凡ぼんな高校生でしかなかったのだから。

「まぁ、見ていてください。ルピス殿でん下かへ忠誠を誓う貴族は、これからまだまだ増えますよ」

「エルナンの言う通りだ。貴族派に対して恨みを抱だいている中立派貴族は多い。ゲルハルト公爵の詐術を知らされれば、彼らが黙って貴族派に留とどまるとは思えませんからな」

　ゼレーフ伯爵の言葉にベルグストン伯爵は力強く頷く。

　長年、中央の政治から疎外されてきた中立派貴族の恨みは強い。

　その上、貴族派が一掃された後にローゼリア王国の政治を担うのは自分達だと考えている為、王都にやってくる貴族達は通常では考えられないほどの献身さをもって王女に忠誠を誓っていた。

　恨みと利益。その両方が彼ら中立派貴族達の心をルピスの下へと走らせるのだ。

「ところで話は変わりますが、騎士派の切り崩しに手を焼いているようですな」

　話がある程度進んだところで、ベルグストン伯爵は話題を変えた。

「えぇ、良くご存知ですね」

　探るような視線を向けるベルグストン伯爵の言葉を聞き、亮真はため息交じりに頷く。

　貴族達の取り込みが順調に進んでいる一方で、騎き士し達たちの取り込みは、正直に言って暗あん礁しように乗り上げていたのだ。

「それは困りましたね……騎士派の切り崩しは、アーレベルク将軍を排はい除じよした後に、ルピス王女がこの国の実権を握る為には避けては通れませんよ。幾らなんでも今の人数で一国の防衛は無理です。御子柴殿にしてはいささか手際が悪いですな」

　丁寧に整えられた口髭を手でひねりながら、ゼレーフ伯爵は亮真の怠慢を責める。

「エルナンの言う通りです。騎士達を味方に出来なければ、仮にアーレベルク将軍を排除したところで、この王権を維持する事は不可能でしょうな」

　見事なまでの息の合いよう。二人は事前に有る程度の状じよう況きようを把は握あくしていたのだろう。

　二人の指し摘てきを受け、亮真は無言のまま頷いた。

　何な故ぜなら、二人に指摘されるまでもなく、亮真自身もまた同じ事を考え、その対応策に頭を悩ませていたからだ。

　ルピス・ローゼリアヌスがローゼリア王国の国王として名実ともに君臨する為には、幾つかの問題をクリアする必要がある。

　その中でも最も重要なのが、アーレベルク将軍の手から騎士団への指揮権を取り戻す事だ。

　騎士とは、法術を習得した戦士達の中で、貴族や国王など特定の主に仕えている人間を指す。

　騎士を正規社員、傭兵を派は遣けん社員と置おき換かえると分かりやすいかもしれない。

　武法術を駆使して戦う彼らの戦せん闘とう力りよくは強大であり、戦争の主力となる存在だ。

　ローゼリア国内における最大の武装集団であり、最大戦力を持つ彼らを味方に出来なければ、ルピスの王位継けい承しようは砂さ上じようの楼ろう閣かくでしかない。

（改めて言われるまでもない事だけどな……）

　世は乱世である。

　弱肉強食の論理が大地世界の根本であると言って良い。

　国内国外を問わず、ローゼリア王国を食い物にしようと牙きばを研いでいる人間は腐くさる程いた。

　飢うえた狼おおかみにも等しき彼らの牙から国を守るのは容易ではない。

　他国を攻めるには軍事力が必要だが、自国を守る為にも軍事力は必要だった。

　それは、仮に戦端を開く事なく交渉で戦争を回かい避ひする事を選ぶとしても変わらない。

　軍事力の弱い国は、交渉の場においても圧倒的に不利なのだ。

（ルピスとの約束じゃ、戦後この国がどうなるかまでは請うけ負おっちゃいないが……流石さすがに見て見ぬふりをするのは余りに不義理だしな）

　勝ち方を問われないのであれば、亮真は幾らでも策を練る事が出来る。

　極端な話、騎士達を皆みな殺ごろしにして良いのであれば、その方が簡単なのだ。

　しかし、ローゼリア王国の行く末までを視野に入れると、途端に取れる選せん択たく肢しは狭まってしまう。

「やはり、あの二人では駄目な様ですな……まぁ、予想していた通りではありますが」

　ベルグストン伯爵の口から深いため息が零れる。

「初めから、あまり期待してはいませんでしたがね……」

　今更、誰だれと名前を尋ねる必要はなかった。

　ベルグストン伯爵の視線に込められた意味を正確に理解し、亮真は肩かたを竦すくめて首を横に振る。

　メルティナとミハイルの二人を馬ば鹿かだとは言わない。

　上級騎士の家に生まれ、それなりの教育を受けてはいるのだから。

　しかし、騎士である事への誇ほこりや信念といった物が余りにも強い二人は、人の話を聞いたり、人を説き伏せたりすると言う事に対しては呆れるほどに適性がない。

　彼かれらの持つ強すぎる信念が、他者の立場や考えを尊重する事を妨げてしまうのだ。

「しかし、このまま放っておく訳には参りませんぞ？　理由を今いま更さら御子柴殿へ言うまでもありませんが」

　ベルグストン伯爵の眼光が咎とがめるように亮真の顔を睨む。

「確かに伯爵のおっしゃる通りではあります。ですが、彼ら以外に騎士派の切り崩しが出来そうな人間がいますか？　貴族達では話すら聞いてもらえませんよ」

　亮真の言葉に、今度はベルグストン伯爵が口を閉ざして考え込む。

　亮真の指摘通り、騎士は貴族に対して強い敵対心を持っていたからだ。

　それは貴族側にも言える事なのでお互い様ではあるのだが、こういう交渉事を進めるには大きな制約だった。

　仮に、貴族であるベルグストン伯爵が直接説得へ赴おもむいても、おそらく騎士達の殆どが感情的な理由から拒否するだろう。

　最悪の場合、話し合いの場すら設けられない可能性がある。

　そう言う意味から言うと、交渉や説得の適性がないにしても、メルティナやミハイルの二人であれば門前払ばらいを食らう確率は下がる。

　長い沈黙の後、ベルグストン伯爵はようやく口を開いた。

「なるほど……確かに御子柴殿のおっしゃる通り、あの二人以外で適任と思える人間は思い当たりませんな……」

　メルティナとミハイルには荷が重すぎる役目であると、前々から分かってはいた。

　しかし、騎士派の切り崩しはどうしても信しん頼らいのおける人間が主導するしかない。

　そして、出来ればそれなりに知名度のある人間が好ましい。

　ルピスの信頼篤あつき副騎き士し団だん長ちようとして、また、ローゼリア国内有数の剣の使い手として、ミハイルやメルティナには確かな実績が存在する。

　そして何より、ローゼリア王国の建国当時から続くと言う上級騎士の家いえ柄がらは大きな武器になる。

　思慮が浅いという欠点があるにせよ、二人の周囲からの評価は高いのだ。

　能力、信頼、名声。様々な条件を加味していくと、元々王女派に属する人間の絶対数が少ないルピスには二人以外の選択肢が残されていない。

　少しでも使えそうな人材を積極的に使っていくしかないのだ。

「ですが、戦後の事も考えると、やはりあの二人では少々……」

　ゼレーフ伯爵の言葉に亮真は無言のまま頷いた。

　個人的な技量においては、メルティナもミハイルも卓たく越えつした物を持っている事は確かだ。

　しかし、兵の将になる事は出来ても将の将を務めるには心もとない。

　いや、兵の将ですら亮真の目から見ればかなり危あやういと思っている。

「困りましたなぁ……これでは、アーレベルク将軍を排除した途端に、近隣諸国が牙を剥むきかねませんぞ」

　ベルグストン伯爵はため息交じりに首を横に振った。

「ザルーダとミストの両王国はまだしも、南部のタルージャはかなり危険ですな。あの国とは元々南の国境を巡って小競り合いが絶えませんでしたから」

「エルナン……確か、アーレベルク将軍の妻がタルージャの有力貴族の娘むすめだったな」

　ベルグストン伯爵の言葉にゼレーフ伯爵は少し考え込んでから頷く。

「えぇ、たしか前国王の命令だった筈です」

　本来、国策としての婚姻であれば、王族同士の婚姻が望ましい。しかし、年ねん齢れいの釣り合いが取れなかったり、適当な未婚の人間が居ない場合は有力者の血縁で代用する場合も存在する。

「そうなると最悪アーレベルク将軍が亡命でもした場合、タルージャとは戦端が開かれる可能性があると考えた方が良いだろう……な」

　ベルグストン伯爵は深く溜ため息いきをつくと言葉を続ける。

　考えれば考えるほど、状況は厳しく、残された時間は限られている。

「やはり、あの二人に将軍は無理と判断した方が良いな。無論、地位が人を育てると言う可能性もあるが、それには時間が必要だ……そして、我らには、その時間が無い」

「ですが、他に任せられそうな人間も居ません。それとも、お二人には心当たりがおありですか？」

　亮真の言葉にベルグストン伯爵は押し黙だまった。

　話は再び振り出しへと戻もどってしまった。まるでメビウスの輪の如く、出口の見えない迷路。

　ルピスがローゼリア王国の国王として名実友に君臨する為には、野心家であるアーレベルク将軍はどうしても排除するしかない邪魔者だった。

　しかし、アーレベルク将軍を排除した後、騎士団を纏め上げる事の出来る人間がいなければ、好機とばかりに近隣諸国が牙を剥く事は目に見えている。

　だが、ルピスの最も信頼できる部下であるメルティナとミハイルには、人の上に立つ資質が無い事がハッキリとしていた。

　もし彼らに資質があるのであれば、一ヶ月近くが過ぎた今の段階で、未いまだ騎士派の切り崩し工作に対して何の成果も得られていないなどという事はあり得ない。

　沈黙が部屋を覆う。

　やがて、ゼレーフ伯爵がおもむろに口を開いた。

「私に一人だけ、心当たりがあります……」

　その言葉に、亮真はベルグストン伯爵へと視線を向けた。

　しかし、ベルグストン伯爵にも心あたりはないらしい。

　ベルグストン伯爵は静かに首を横に振ると、ゼレーフ伯爵の方へと視線を向ける。

「エルナン、それは一体誰だ？」

　訝いぶかしげな視線を向けるベルグストン伯爵の問いに、ゼレーフ伯爵は声をひそめて答えた。

「分からないか、義兄あに上うえ？　エレナ・シュタイナー様の事だよ」

「本気か……エルナン。あの方は……」

　余りにも予想外の名前だったのだろう。ベルグストン伯爵の顔に驚おどろきの色が浮かんだ。




　数日後、亮真はメルティナやミハイルと共に、陽ひが差し込む王城の一室で、一人の老婦人と顔を合わせていた。

　ソファーにゆったりと腰を落ち着け、紅茶の入ったカップを優ゆう雅がに口元へと運ぶ彼女は、五十代半ばから六十代前半ぐらいだろうか。

　若い頃ころは、さぞ美しかったであろうウェーブ掛った艶あでやかな金色の髪かみには、ところどころ白いものが混じっていた。

　服装は、上品で丁てい寧ねいな仕上がりの絹製ではあるものの、決して華美なものではない。

　少し裕福な平民階級の女性。

　亮真の前に腰を下ろした彼女の装いからはそんな印象を受けた。

　彼女の名はエレナ・シュタイナー。

　今から十数年前。ホドラム・アーレベルクの前にローゼリア王国の将軍だった人間。

（さて、後はどうやって話を持っていくか……だな）

　亮真の視線が、穏おだやかな笑みを浮かべるエレナの顔へと向けられた。

「ほ、本日は……よ……ようこそおいで下さりました！」

　所々言葉につかえながらようやくそれだけ言うと、メルティナは勢い良く頭を下げる。

　余よ程ほど興奮しているのだろう。メルティナの挨あい拶さつはとても見られたものではない。

　顔は紅潮し、肩には無む駄だな力が入ってガチガチに強張っている。

「エレナ様……再びお目にかかる機会に恵まれ、光栄の極みです」

　続いて、ミハイルが悠ゆう然ぜんとソファーに腰こし掛かけるエレナへ深く頭を下げた。

　ミハイルは流石に言葉を詰つまらせはしなかったが、普段の傲ごう慢まんさなど欠片かけらも見せない丁重な態度だ。

（まぁ、こんなに緊きん張ちようしてれば余計な事も言う暇ひまは無いか……）

　亮真は、普段では考えられないような態度を取る二人の姿へ冷めた視線を向けながら、紅茶の入ったカップを口元へと運ぶ。

　もっとも、二人が緊張するのも無理はない。

　何しろ、エレナ・シュタイナーは、文字通りローゼリア王国が誇る生きた伝説なのだから。

　一週間前、ゼレーフ伯爵から彼女の事を聞いた亮真は、エレナ・シュタイナーに関しての情報を集めた。

　もっとも、彼女の事を調べるのに大した労力は必要なかった。

　何しろ、エレナ・シュタイナーの名を知らないローゼリア国民は存在しないと言っても過言ではなかったのだから。

　それこそ、街中で遊ぶ子供達にエレナの名を聞いても、彼女を知らない者は居なかったらしい。

　平民出身でありながらローゼリア王国の将軍にまで上り詰めたエレナには逸話が数多い。

　そんなエレナが持つ最大の武勇伝こそがノティス平原の戦いである。

　今から十三年前、西方大陸統一の野望に燃えるオルトメア帝てい国こくは、その強大な国力を背景にザルーダ王国への侵略を開始した。

　西方大陸中部を手中に収めた帝国に対し、三分の一ほどの国土しか有しないザルーダ王国には、近きん隣りん諸国へ援軍を求める以外に活路がなかった。

　ローゼリア王国もその求めに従い、四個騎き士し団だん一万の精兵を派遣した。

　それを率いた将軍こそ、エレナ・シュタイナーである。

　そして、ザルーダ軍を率いるベルハレス将軍と共に、ノティス平原に布ふ陣じんしザルーダ王国内へ進攻しようとしていたオルトメアの兵を逆に夜襲を掛かけこれを打ち破った。

　この奇き襲しゆうによって、オルトメア軍の指揮官を討ち取り、オルトメア帝国の魔まの手からザルーダ王国を救ったのだ。

　文字通り救国の英雄である。

「フフフ……そんなに緊張する事はないわ。お茶でも飲んで落ち着きなさい。ミハイル、貴方もいい加減お座りなさいな」

　エレナは、メルティナへティーカップを差し出しながら、立ったまま何い時つまでもソファーに腰掛けようとしないミハイルを促うながした。

「は、はい！　失礼しました！」

　促されるままにメルティナはティーカップを呷あおると、次の瞬しゆん間かん、体を屈めて口元を手で押さえる。
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　まだ湯気がたつほど熱い淹いれたての紅茶だ。温度を考えずに勢い良く呷った所為で口を火傷やけどでもしたのだろう。

「まぁ、彼女は放って置くとして……エレナ様、今日はわざわざおいでくださりありがとうございます」

　亮真は薄うつすらと涙なみだを浮かべるメルティナを無視して話を切り出した。

「先日、お手紙を頂いた時には驚きましたけどねぇ。何しろ私が騎き士しを引退して既すでに十年以上ですから……」

「ご無理を聞いて頂き感謝に堪えません」

　亮真は、もう一度感謝の言葉を口にした。

「まぁ、引退したとはいえ、王族であるルピス殿下より直筆のお手紙を頂いたからには、参上しない訳にもいきませんからね」

　そう言うと、エレナは穏やか微笑みを浮かべて肩を竦める。

「そうですか。エレナ様にそう言って頂ければ、ルピス殿下へ無理を言って手紙を書いて頂いた甲か斐いがございます」

　亮真の言葉に、エレナは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

　一国の王女に手紙を書かせたというのだから、彼女の疑問も当然かもしれない。

「そう言えば、まだ貴方のお名前をお聞きしてなかったわね」

　エレナの心に亮真への興味が湧いたようだ。

「これは申もうし遅おくれました。私の名は御子柴亮真と申します」

　エレナの顔に驚きが走った。

「あら……そう、貴方が……あまり策士って感じはしないわね」

　確かに、亮真の体格と筋肉を見ればどう見ても肉体派だ。

　少なくても外見や印象からは頭で勝負するタイプには見えない。

「私の事を御存じなのですか？」

　エレナの意外そうな態度に亮真は首を傾げた。

「あら、当然でしょう？　引退したとはいえ私はこの国を愛していますからね。大たい抵ていの事なら知っていますよ。騎士を引退してから十年以上も経つのに、私を忘れないでくれる人も居ますから……彼らが私に土産みやげ話をしてくれるのですよ」

　エレナの顔を見て、亮真は彼女が未だに騎士派の人間と連絡を取り合っている事を確信した。

（成る程……流石は元将軍って訳だ。それなら話は早い……渡りに船って奴やつか……）

　今でこそ、騎士派はローゼリア王家に対して絶対的な忠誠を誓っている訳ではないのだが、これは王家に対して野心を持つアーレベルク将軍が騎士派の筆頭だからである。

　元々、騎士団は王国と王族に忠誠を誓うものであり、独立心旺盛な貴族達に対しての対抗手段だったのだ。

　職の為、生きる為にアーレベルク将軍に従っては居ても、内心不満を持っている騎士は亮真が考えている以上に多いのかも知れない。

　エレナは恐おそらく、そう言った騎士達の不満の受け皿になっているのだろう。

「そうですか。ローゼリアの白き軍神に名前を覚えていただけるとは光栄ですね」

　亮真の言葉にエレナはやや顔を歪ゆがめた。

「あら……古い事を御存じなのね。もうずいぶん昔の事だわ。私がそう呼ばれたのは……」

「あまりこの呼び名が御好きではないようですね？」

「昔の事ですからねぇ……ところで、私が呼び出された理由をお聞きしていなかったわ」

　あまり触れられたくない話題なのだろう。エレナは話題を変えた。

「単刀直入に申しましょう。我々は貴方にルピス王女に助力して頂き、再びこの国の将軍位に就ついて貰もらいたいと考えています」

　その瞬間、エレナの表情が強張った。

　これ程ほど端たん的てきに亮真が理由を切りだすとは思ってもみなかったに違ちがいない。

「あら……まぁ、本当に単刀直入ね……」

　エレナは黙ったまましばらく考え込むと、ニヤリと唇を釣り上げて笑う。

「でもまぁ、分かりやすくて良いわね。私は好きよ、貴方みたいな子」

　何ど処こか亮真を値踏みするような口調と視線。

「それはありがとうございます。して、ご返答は？」

　亮真はエレナの視線を平然と受け流すと返答を促す。

「あら、今度は少し減点かしらね。幾ら私のようなお婆ばあさんでも女ですからね。女性を口説こうと言うのならば、そんな風に答えを急かすものではありませんよ」

　からかう様な視線を向けるエレナに亮真は苦笑を浮かべ頭を下げた。

「おぉ、これは失礼しました。確かに性急な御お誘さそいはマナーに反しますね……とはいえ、我々には時間があまり有りませんしね」

　亮真の鋭い視線がエレナの顔に突つき刺ささる。

　その視線に込められた無言の圧力にエレナは一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。

「マナー違反云うん々ぬんはもちろん冗じよう談だんですけれど……ルピス殿下に一度お会いしてからでないと、お返事のしようがないと思うのですけど、どうかしら？」

　エレナは自分の態勢を立て直そうと、話を切り返す。

　だが、亮真の予想外の言葉に、話の主導権は再び亮真の下へと奪い返された。

「おや、エレナ様は王女殿下にお会いになるおつもりだったのですか？……正直に言って無駄な時間は我々には無いのですが……ね」

「「「なっ！」」」

　無礼などと言うレベルを遥はるかに超こえた言動。

　これでは、ルピス・ローゼリアヌスはただの操り人形に過ぎないと言うに等しい。

　亮真の口から放たれた言葉に、エレナ、メルティナ、ミハイルの三人の口から思わず驚きの叫さけびが漏もれた。

「きっ、キサマ！　殿下を愚ぐ弄ろうするつもりか！」

　亮真のあまりな物言いに激げき昂こうして椅い子すから立ち上がりかけたメルティナの顔に、亮真の冷たい視線が突き刺さる。

「黙らなければ殺す！」と言う、強烈な意志表示。それは彼の眼を見た人間にとって何よりもハッキリと分かるサインだった。

　腰こしを浮かしかけたメルティナは、亮真の眼光に射竦められ、再び椅子へと押おし戻された。

「失礼しました……どうも彼女はこういう交渉事に慣れていないようで……」

　メルティナが押し黙った事を確かく認にんし、亮真はエレナへ頭を下げた。

「驚いたわ……お若いのに大した気迫ね」

「恐れ入ります。何しろこっちは命が懸かかっていますからね」

　エレナは大きく深呼吸をすると、表情を一変させた。

　亮真に向けられたその目は、一欠片の嘘うそも許さないと語っている。

「それで？　何故、私がルピス殿下に会う事が無駄なのかしら？」

　エレナの強い視線を正面から受け、亮真は肩を竦めて答えた。

「ルピス殿下と会う程度の事でエレナ様の助力が頂けるくらいなら、とっくの昔にエレナ様ご自身が自発的に城へ出向かれていた筈はずですから……違いますか？」

　十年以上も前に引退した人間である。それを再び現役に戻そうと言うのだ。

　並みの条件では無理に決まっている。

　そしてエレナには金も名声も価値が無い。

　将軍位まで上り詰めたエレナは金に不自由はしないだろうし、救国の英雄以上の名誉など有りはしない。

　王家への忠誠心と言う点でも駄目だ。

　もしそれで説得出来るのならば、一いつ介かいの平民から将軍位にまで上り詰めたほどの人間だ。既にルピス王女かラディーネ王女のどちらかに仕えているだろう。

　それをせずに、市井に埋うもれたまま今まで暮らしていたと言う事は、どちらに正当性が有るかの判断が出来ないと言う事だ。

　あるいは、エレナにとってローゼリア王家の正統性などに興味は無いと言う事だろう。

「そう、確かに大した判断力だわ……でも、不思議ね。そこまで分かっていてなぜ私を呼び出したのかしら？」

　亮真の答えに、エレナはため息を一つ吐つく。

「どうしても助力して頂かなくてはいけないので」

　亮真の言葉にエレナの顔が曇った。

「あら？　それは無む理り矢や理りに言う事を聞かせると言う事かしら……それは少し私を見くびりすぎていると思うわ」

　利でも駄目、道理でも駄目ならば実力行使しか残らない。

　エレナの顔に侮ぶ蔑べつの表情が浮かんだ。

「私が買い被かぶりすぎたかしら。ルピス王女に策士が付いたと聞いてかなり期待していたのだけれど？」

　落胆の視線を向けるエレナに向かって、亮真は首を横に振った。

「御冗談を……そんな失礼な事は考えた事もありませんよ」

「では、どうするつもりなのかしら？」

　エレナの疑問に亮真は笑いながら答えた。

「金でも名誉でも動かない。でも、貴方あなたはルピス殿下からの手紙を受け取り王城へとやって来られた。と言う事は交渉の余地が有ると言う事でしょ？……おそらく貴方には何か希望がお有りのはずだ。それも、貴方個人ではかなえる事が出来ない相当に難しい希望が……ね」

　亮真の言葉は部屋の空気を支配した。

　誰もが驚きで言葉も出ない。

「そぅ……成る程ね。確かに貴方はキレ者だわ」

　ようやくエレナの口から小さな呟きが漏れた。

　そしてその呟きによって、亮真の推測が正しかった事が分かる。

「ならば教えてくれるかしら？　私が何を望んでいるかを……その答えによっては……良いわ、ルピス王女へ力を貸してあげる」

　亮真を睨むエレナの眼光に暗い炎ほのおが宿っていた。

「分かりました……正直に言って私には貴方の望みに関して予想がつきます」

　亮真の言葉にメルティナとミハイルは驚きの表情を浮かべたが、エレナはさもありなんと言った顔つきをしている。

「当然でしょうね……それくらいの事が予想出来ないのなら見込みが無いわ」

「とは言っても、まだ確証は無いのですがね」

「ふぅん……慎しん重ちようなのか腰こし抜ぬけなのか判断に迷うところね……」

　顎あごに手を当てて考え込む振りをしながら、エレナの視線が亮真へ突き刺さる。まるで、亮真の心の奥おく底そこまで見通そうとするかの様に……

　亮真の心に僅わずかでも怯えや躊ちゆう躇ちよが混じっていれば、決してエレナは彼を認めないだろう。

　亮真は怯ひるむ事なくエレナの視線を真まっ直すぐに受け止めた。

　自らの価値を証明する為ために……

「まぁ、知略で勝負するならそれくらいの慎重さは必要か……良いわ。考える時間を少し上げる。その上で答えを聞かせて頂ちよう戴だい」

　エレナは亮真の瞳ひとみに映る意思を見た。そして、彼に懸けてみる気になった。

　自らの命を……

（この子が……この子こそが私が待ち望んだ最後の欠片？……十年以上も待ち望んでようやく現れた最後の……）

　彼女が騎士を引退してから十年以上の月日が流れた。

　だが、彼女自身は騎士を引退したつもりはない。あくまでも引退させられたのだ。

　あの男。ホドラム・アーレベルクの策さく謀ぼうによって。

（ローゼリアの白き軍神？　ご大層な異名ね……全く笑ってしまうわ……己おのれの家族すら守れない軍神だなんて……）

　エレナの口元が嘲ちよう笑しようで歪む。

　そう、確かにエレナは軍神と呼ばれていた。

　ローゼリア王国は勿もち論ろん、近隣諸国にまでその名声は轟とどろいた。

　誰もがエレナを称しよう賛さんし崇拝した。

　しかし、エレナは知らなかった。

　己のすぐ後ろに、自分と家族を狙う刃やいばが忍び寄っていた事を。

　自らの名声が高まれば高まるほど、その名声を妬ねたむ者が居いると言う事を。

（この子に私の願いが見通せるなら……それほどの思し慮りよが、知ち恵えがあるのならば……私は……私は望みが果たせる！）

　エレナの瞳に期待と不安が浮かんだ。

　自らの望みが果たせるかもしれないと言う期待と、再び時節を待たなければならないのではないかと言う不安が。

　亮真にはエレナの心のざわめきが感じ取れていた。

　エレナが自分に対して大きな期待を寄せていると言う事を。

　そして、その期待に応えられるかどうかに、今後の全すべてが懸かっている事を。

　亮真は事前に調べたエレナに関しての知識と、実際に彼かの女じよに会った事によって得た情報をすり合わせて仮説を組み上げていく。

（やはり、ホドラム・アーレベルク将軍への復ふく讐しゆう……だろうな）

　騎士を引退して十年以上の年月が過ぎているにもかかわらず、エレナの体から発散される意志の強さと覇は気きはまるで現役の将軍を見ているようだ。

　未だに騎士達に対して影えい響きよう力りよくを持つと言う点を考え合わせると、復讐の機会を待っていると言うのが一番しっくりとくる理由だ。

　それに、ローゼリアの白き軍神と言う異名を口にした時のエレナの表情。

　自分の異名に関して嫌けん悪お感を持っている様に亮真の目には映った。

（だが、確証は……ない）

　エレナがローゼリアの将軍を辞め、市井に埋もれた理由は未だに不明だ。

　当時の事情を知る人間は固く口を閉ざし沈ちん黙もくを守っている。

（後は勝負するしかないか……）

　亮真は覚かく悟ごを決めた。

　仮説は、所しよ詮せん仮説でしかない。

　いくら仮説を積み重ねようと確証など得られる筈もないのだ。

　ならば、自分が事前にエレナを調べた事によって得た知識と、実際に会った印象から導き出された答えを信じるしかない。

「ホドラム・アーレベルク将軍への復讐……ですか？」

　亮真の言葉にエレナは暗い笑えみを浮かべた。

「何故そう思うの？」

「お会いした時に感じました。貴方は騎士を引退していないと。だから、修練を怠っていないし騎士派の情報にも詳くわしい。だが、実際には十年以上も前に騎士を引退されている……と、なれば貴方は自分の意思で引退していないと言う事になる。そして、貴方が引退した後にアーレベルク将軍がその座に座すわった……先日、将軍とは実際に顔を合せましたが、特権意識に凝り固まった人間だとすぐに分かりました。……そして失礼ですがエレナさん……貴方は元々一介の平民だ。貴族でも騎士の家系でもないただの平民。そして俺おれの知る限り、アーレベルクと言う人間に貴方を認めるだけの度量はない」

　亮真はここで大きく一息つくと、憐あわれみにも似た視線でエレナの顔を見つめる。

　苦く悶もんに満ちたエレナの表情から、自分の仮説が正しかった事を悟さとったのだ。

「貴方の事を知ってから俺は色々と情報を集めました。ですが、貴方が引退された頃の状況は今でも殆ほとんど伝わっていません。恐らくですが、誰かが話を広めないように押さえつけている。と、なれば、怪あやしいのは貴方の後を引き継いで将軍の地位を得たアーレベルク将軍しか残りませんからね」

　部屋の中を沈黙が支配した。

　あまりの話に、メルティナとミハイルの二人は言葉もない。

　ローゼリアの白き軍神を心の底から敬愛する二人にとって、とても直ぐには信じられない話だった。

「そう、そこまで分かっているのね……貴方、やっぱりキレ者ね」

　地の底から響ひびく様な怨えん嗟さに満ちた声。

　ついにエレナは押し隠していた憎にくしみを漏らした。

「私の望みはホドラム・アーレベルクとその家族の首よ……アイツは……アイツは夫と娘の敵なの……」




　十数年前、エレナ・シュタイナーはローゼリア王国の将軍であった。

　平民から騎士、そして将軍へ……

　類たぐいまれな能力と実績が、エレナを軍の最高位へと押し上げた。

　ローゼリア王国の民は誰しもがエレナを敬い慕った。

　しかし、エレナを平民出身と妬み疎んじる者達たちも確実に存在したのだ。そして、初めはほんの小さな感情だったそれは、彼女が出世していくのに比例して大きく濃くなっていった。強烈な光には必ず暗い影かげが存在するのと同じ様に……

　その者の名をホドラム・アーレベルクと言う。

　ホドラムは恵めぐまれた体格を持っていた。

　騎士に必要な武術の才にも優れていた。

　嫡男に生まれ、代々上級騎士を排出してきた名門と呼ばれるアーレベルク家当主という地位も約束されていた。

　ほぼ騎士として完璧であったホドラム・アーレベルクが唯ゆい一いつ持たなかった物。

　それは自制心である。

　なまじ人よりも優れている為、ホドラムは満足すると言う事を知らなかった。

　騎士としてほぼ頂点と言ってよい騎士団長という地位に就きながら、ホドラムは更さらに上を渇望したのだ。

　そう、ローゼリア王国軍の最高位。将軍である。

　ローゼリア王国に存在する六個騎士団の内、国王直属の近衛、親衛の二個騎士団以外を統括する者。

　いや、場合によっては、国王より近衛、親衛両騎士団の指揮権を委譲される事まで考え併せると、ローゼリア王国の軍事全てを握ると言っても過言ではない。

　将軍は最終的には王より任命されると言う形式をとってはいるが、この職に就くためには前任の将軍から引退時に後任として指名されるのが条件だった。

　何しろ一国の軍事を一身に背負うのだ。

　実績や能力は当然の事。人柄から思想、血縁者まで徹底的に調べられ、最終的に国王の承認の下、その職責に就く事になる。

　しかし、最も重要視されるのは、やはり周囲からどれだけの人望を得ているかという事。騎士達からどれだけ信頼されているかという点が最も重く見られるのだ。

　ホドラムは先々代の将軍が引退する時に、自分へ人望が集まっているかの様に見せかける為に様々な工作をした。

　買収、脅迫、そして昇しよう進しんの約束。まさに形なり振ふり構わぬ裏工作を画策したのだ。

　しかし、後任に選ばれたのはエレナだった。

　彼女の人当たりの良さとローゼリアの白き軍神という名声。

　公正無私な態度は、まさにローゼリア騎士の鑑かがみとも言うべき存在だった。

　先任の将軍がエレナを指名したのも当然と言える。

　だが、ホドラムは諦あきらめなかった。彼の驕おごり高ぶった選民意識が、平民出身者であるエレナが自分の上に立つ事を許容しなかったのだ。

　ホドラムはエレナを引きずり下ろす為に様々な裏工作を施した。

　暗殺から汚職の捏ねつ造ぞうまで、考えられるあらゆる事をだ。

　だが、エレナはその全てを切きり抜ぬけた。

　騎士団に居る同どう僚りようや友人達も彼女を助けた。

　そして、業を煮にやしたホドラムの牙は、遂ついにエレナの家族へと伸のびたのだ。




　その日、エレナは地方の小領主が起こした反乱鎮圧の為に二ヶ月ほど空けた我わが家へ帰り付いた。

　だが、玄関の扉とびらを開けても誰も出迎えに来ない。

　平民出身とはいえ、エレナはローゼリア王国の軍を束ねる将軍である。

　対外的な目もあるのでそれなりに立派な屋敷を構えていたし、使用人もかなりの数が居た。

　なにより自分が帰宅した時には必ず飛び出してくる十歳さいになる愛娘の姿もない。

　不ふ審しんに思いながらもエレナは家族が集まる居間の方へと進んだ。

　そして、扉を開けるとそこには……。

「私が最初に見つけたのは夫の首だったわ……」

　扉を開けたエレナの眼に飛び込んできたのは、真っ赤に染まった室内と、テーブルの上に置かれた夫の生首だった。

　激しい拷ごう問もんの末に殺されたのだろう。彼は苦悶の表情を浮うかべてテーブルの上に鎮ちん座ざしていた。

　そのあまりの光景に、エレナの脳は現実を受け止められなかったらしい。

　エレナの記き憶おくが残っているのは、それから数日後に副官の家のベッドの上で目覚めたところからだ。

　将軍は決して楽な仕事ではない。

　戦いくさの最中であれば指揮官として山の様な仕事をこなさなければならないし、戦がなくとも、騎士達の訓練結果を確認し、周辺諸国の動向に心を砕かなくてはならない。

　遠征から帰ったと言っても、屋敷でゆっくりと出来るのは帰き還かんしたその日だけ。

　次の日からは報告書の作成といった事務処理が山のようにある。

　だから帰還の翌日、軍部へ何時までも顔を出さないエレナを不審に思い、副官が彼女の家を訪ねてくれたのが良かった。

　副官がエレナを発見した時、彼女は居間の中央で夫の首を胸に抱だいたまま座り込んでいたらしい。血の錆さびた鉄の様な匂においと、腐り始めた首の悪臭が漂ただよう中を、虚ろな目をしたまま。

　正気を失ったエレナを自分の家へ連れて行き、副官は同どう僚りよう達たちと共に彼女の屋敷へ戻った。

　犯罪現場とは言え、一いつ般ぱんの警備隊に任せるのは危険すぎた。

　現場の惨さん状じようから、どう見ても野盗の襲しゆう撃げきなどではないと感じたのだ。

　そして、副官の判断は正しかった。

「手紙がね……置いてあったの。娘は預かったって言う。条件は私が騎士を引退する事」

　悔しさで身が斬られる程ほどなのだろう。

　エレナの言葉の一言一言には、恐ろしいまでの怨念が感じられた。

「私はね……平民から努力して将軍にまでなったわ……貴方には想像できるかしら？　私がどれだけの犠ぎ牲せいを払って将軍にまで上り詰めたか。基本、騎士は男の仕事だしね……」

　男女差別というより適性の問題かもしれない。

　筋力と言う点で、女性は男性に一歩も二歩も後れをとる。

　仮に法術によってその差を埋める事が出来たとしてもだ。

　当然、エレナは男社会の手痛い洗礼を受けた。

　だが、彼女は女性らしさを最大限に使う事で男性以上の力を示したのだ。

　個人の武勇ではなく集団としての力。騎士は戦場で戦う時、一対一で戦う事を美徳とし、一人を複数で囲む事に嫌悪を示す。

　しかし、騎士の誇りと言えば聞こえはいいが、効率が悪いのは事実だ。

　だから、エレナは騎士の連れん携けいを提案した。

　初めは騎士の誇りに凝り固まり反対した者達たちも、エレナの人柄と戦場での効果を目のあたりにする事により、少しずつ理解を示し始めた。

　それはエレナの努力による成果だ。

「それを捨てる事の意味が貴方に分かる？」

　エレナの問いに亮真は首を横に振った。

　想像は出来る。

　だが、それを口にするほど亮真は恥知らずではなかった。それを真に理解出来るのは同じ立場に立った事がある人間のみだ。

「それでも、私はあの子の為にならば、将軍の地位など惜しくはなかったわ……娘が無事に帰ってくるなら……」

　四十歳を過ぎたころに授かった娘だ。

　騎士としての職務の所せ為いで、三十歳を過ぎてから結婚したエレナは、自分の子供を持つ事を諦めていた。

　現代日本と違い医療技術などたかが知れているこの大地世界では、高齢出産などまず出来ない。

　だからこそ、子が宿った事を知った時のエレナの喜びは格別だった。

　諦めていた女性としての喜びを知る事が出来たのだから。

「だから、私は友人や同僚達の言葉を無視して騎士を引退した……今にして思えば甘あまい判断だったとは思うけど、他に選せん択たくの余地はなかったわ……」

「戻ってこなかったのですね……」

　亮真の問いにエレナは無言のまま頷うなずいた。

「そして、この一件自体を私は同僚や部下に頼たのんで隠ぺいして貰ったの。下手に犯人を刺激したくなくて。警備隊へ事件を報告していなかった事も幸いだったわ……でも、一ヶ月が過ぎ二ヶ月が過ぎ……一年待っても娘は戻ってこなかったわ……そして、その間にあの男が将軍の座に就いた」

　事件自体を被ひ害がい者が隠ぺいしたのであれば、この話が一般に広がっていないのも当然である。

　ここで、亮真はエレナへ疑問を投げかけた。

「それは、どういう事です。将軍の位は前任者の指名が必要なのでは？」

　少なくとも、表向きはそう言う事になっているはずだ。

　しかし、エレナは首を横に振った。

「基本的には確かにそうね……でも、前任者が後任を指名しないで死ぬ事も有るから……そういった場合は騎士達の投票で決める事になっているの……」

　エレナは娘を心配するあまり塞ぎがちになったらしい。そんな状じよう況きようで後任人事など考えられるはずもない。

　そうなれば、ホドラムの裏工作が効果を発揮する。

　エレナの副官や友人達がこぞって反対したらしいが、黙もく殺さつされたらしい。

　元々、名門の家柄であるのも有利に働き、ホドラムはあっさりとローゼリア王国の将軍に就いた。

「娘の帰りを待って五年が過ぎたわ……私は内心諦めていたの……夫の敵を討ちたくても相手も分からない。連れ去られた娘の行方を捜したくても手がかりもない……生きる事自体が苦痛で仕方なかったわ」

　当然だろう。

　子供は親にとって宝に等しい。

　いや、自分の命と言っても過言ではないのだ。

「ホドラム将軍を疑わなかったのですか？」

「疑わなかった訳じゃないけれど……ね」

「確証が持てなかった？」

　亮真の言葉にエレナは無言のまま頷く。

　当時、エレナの存在を邪じや魔まに思っていた国は多い。

　他国の軍事力が高まる事を放置している君主などいないのだ。

　それは、オルトメアの侵略に対して共に戦ったザルーダやミストであっても同じだった。

「貴方ならば耳にした事があるかもしれないわね？　五年前に国内で暗躍していた奴ど隷れい商人の一人が処刑されたと言う話を」

　エレナは、予想外の話に茫ぼう然ぜんとしているメルティナへと話の矛先を向けた。

「え！……は、ハイ！……そこまで詳しくは知りませんが……」

　大地世界において奴隷の売り買い自体は違法ではない。

　だが、それはあくまでも戦の過程で捕虜になった敵国の人間、借金が返済出来なくなった人間などの条件が付く。

　少なくとも、自国の街の住民を攫さらって奴隷とするなど、どこの国だろうと許されはしない。

　しかし、いつの時代にも馬ば鹿かな人間と言う物は居る。

　節度を守って商売をすれば見逃してもらえるものを、大っぴらにやる。

　五年前に斬首となった商人もそんな馬鹿な奴の一人だ。

「そいつはね、金になるならどんな人間でも売り買いしたの。それこそ王都の住人から何から手当たり次し第だいにね……そして、自滅したのよ」

　有力貴族の血縁者を攫った事がその商人の命取りになった。

　それも王家とも血縁関係を持つほどの。

　王国の警備関係者に金をばらまいていると言う自信がその大胆な行動の源だったらしいが、自分と付き合いの有る貴族や有力者以上に力を持つ者を怒らせれば行く末は見えている。

「そいつを捕ほ縛ばくしたのは騎士団だったの。それなりに大きな私兵団を持っている奴でね……警備隊では手が出せなかったというわけよ」

「そこで、娘むすめさんの行方が分かったという訳ですか？」

「そう……何しろ色々と噂うわさの多い奴でね、騎士団の方で拷問に掛けたわ」

　亮真の問いに答えるエレナの口調は静かだが、その内容は陰いん惨さんなものだった。

「そして、そいつが拷問の末に吐いたのが私の家族の暗殺だったというわけよ……」

　実際にその商人が請うけ負おったのは暗殺者を集める仲ちゆう介かい役の様な仕事だったらしいが、エレナにとっては敵と同じ事だ。

「拷問の指揮を執とった騎士が私の元部下だったおかげで、私は直接そいつに会う事が出来たわ」

　簡単に言うが相当に危ない橋を渡っていた。

　エレナが将軍のままでいるならともかく、引退してから当時ですでに五年以上が過ぎている。

　元将軍とはいえ、一いつ般ぱん人じんでしかないエレナと犯罪者を会わせるなど……

「成る程……そこで聞いたわけですか。ホドラム将軍が黒幕だったと……」

「えぇ」

　短い言葉だが、それが全てを物語っていた。

「何な故ぜ、今まで待ったのですか？」

「簡単よ……その話は所詮表に出せない話だったの……出したところで握り潰つぶされてこっちに暗殺者が送り込まれるだけ。私が引退してから、ホドラムの権勢は大きく成り過ぎていた。奴隷商人の証言だけでは彼かれを失脚させる事が出来ないほどに……」

　沈黙が部屋を支配した。

　誰だれもがこれ程深い因いん縁ねんだとは思いもしなかった。

　ミハイルもメルティナもあまりの話に言葉もない。

「そう言う事でしたか……」

　亮真の口も重くなる。

　有る程度の予想はしていたがこの恨みは深すぎる。

（まいったな……こりゃメルティナに騎士派を任せるより不味まずいか？）

　恨みは人を動かす強烈な原動力になるが、恨みに囚われすぎた人間は、いつか暴発する。

　エレナ自身が勝手に潰れるだけなら構わないが、亮真達を巻き込んでもらっては困るのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。貴方が心配しているような事はしないわ……私が欲ほしいのホドラムとその家族。ただそれだけなの」

　エレナは顔色から亮真の抱いた懸念を理解した。

　だからこそ、自分の望みを正直に口にしたのだ。

（成る程……こっちの懸念は理解出来ているのか……確かに彼女の能力も人間性も悪くない……後はこっちが腹をくくるだけか……）

　エレナが求める人材で有る事に変わりはない。彼女の持つ能力と実績は他に比ひ肩けんする者が居ないのだ。

　後はエレナの望みを叶え、ホドラムとその家族を彼女へ差し出すかどうかでしかない。

　法に則のつとれば復讐は悪である。

　それは、大地世界の法であろうと変わらない。

　だが、そんな事はエレナ自身も十分に理解している。だからこそ彼女は何年も機会を待ったのだ。自分が復讐を行える好機を。

　エレナは自らの売値を提示した。後は亮真がそれを払はらうかどうかでしかない。

（他に選せん択たく肢しはないか……アーレベルク将軍の家族が気の毒と言えば気の毒だが……まぁ、仕方がないか）

　凄惨な復讐劇になる事は予想がついたが、亮真はあっさりとホドラム・アーレベルクとその家族を見限った。

　現状ではエレナの他に適任者が居ないのだ。

　亮真はエレナの復讐を悪だと批判する気も、正義だと肯こう定ていする気もない。

　問題なのはただ一つ、どちらがより自分にとって利を齎もたらすかと言う事だけだ。

（俺は良いとしてだ……問題はルピス王女か……）

　亮真自身は見て見ぬ振りをするとして、後はルピス王女である。

　亮真がルピスと出会ってから、既に一ヶ月以上が経たっている。

　おおよその人柄を把は握あくするには十分な時間と言えよう。

（良くも悪くも理想を追い求め過ぎる……そんな人間に報ほう酬しゆうとしてホドラムへの復讐を認めさせられるか？……無理だな……だがどうする？……ここで断ればエレナさんは間ま違ちがいなく貴族派へ向かうだろうし……）

　ルピスにこの話をした場合、彼女は間違いなく法に照らした処罰をと言うだろう。

　私し怨えんを晴らすことを認めるとは思えない。

　だが、それではエレナの恨みは消えないのだ。

　エレナの行動原理は復讐である。

　勿論、ローゼリア王家への忠誠は有るだろうが、彼女の憎悪はそれを上回るだろう。

　もし仮にエレナへ亮真達より先に貴族派が声を掛け、彼女の言い値を貴族派が払うと言えば、彼女は躊躇する事なく貴族派へ加担するだろう。

　エレナにとって大切なのは、自分の手でホドラムを殺す事。それも恐らく、ただ殺すだけでは済まさない筈だ。

（仕方が無い……俺が被るか……）

　亮真はここで腹を括くくった。

　王女の裁断を仰がずにエレナの復讐を認める事にしたのだ。

「良いでしょう……そちらの要求を呑みます」

「「な！」」

　メルティナとミハイルの口から驚おどろきと非難の声が上がるが、亮真は黙殺した。

　交渉事には波が有る。

　此こ処こで王女の裁断を仰ぐので時間をくれなどと言えばエレナの熱が冷めてしまう。

　今この場で決断するしかないのだ。

「良いの？　王女殿でん下かに相談しないで？」

　エレナは探さぐるように亮真を見た。

「えぇ。今回の話に関しては全て私に一任して頂いていますからね……確かに越権行為と言われかねませんが……そこは私が何とかします。ご安心ください」

　亮真の言葉を聞きエレナはジッと亮真の眼を見つめる。

　一片の嘘でも有れば許さないと。

　どれほど見つめあっただろうか。

　エレナの表情が緩ゆるむ。

「良いでしょう、貴方を信じますわ。御子柴殿」

　信しん頼らいの証なのか、エレナは遥かに年若い亮真へ敬意を表した。

「ありがとうございます。エレナ様」

「それで、私は何をすればいいの？　騎士派の切り崩しでいいのかしら」

　エレナの問いに亮真は考え込んだ。

「実際のところ、どれくらいの人間がアーレベルク将軍に対して不満を感じているのですかね？」

　これによって、だいぶ話が変わってくる。

　無論、あの傲ごう慢まんな性格のアーレベルク将軍を尊敬していると心から言える人間は少ないだろうが、それでも、憎まれているとは限らない。

　だが、亮真の考えは杞き憂ゆうだったようだ。

「そうねぇ……大よそ、全体の三分の二は確実に不満を持っているわ……それも、殺意を感じる程に……ね」

「三分の二！」

　エレナの言葉に亮真の口から驚きが漏れた。

　過半数以上が不満を持っているのにホドラムが派は閥ばつの長おさで居られるはずがない。

「それは、幾いくらなんでもあり得ないでしょう？」

　亮真の疑問にエレナは笑みを浮かべて言った。

「そう、確かに普ふ通つうなら無理ね……でも彼はそれを成し遂げたのよ。騎き士し同士の相互監視によってね」

「相互監視ですか？」

「密告を奨励したと言えば分かりやすいかしら？」

　地球でもこの制度を導入している国はある。

　ソ連崩壊前の共産主義圏はほとんどがこの制度を導入しているし、今現在でも政権維い持じに必要な大事なシステムとなっている国は多い。

　システムを簡単に説明すれば、それは裏切りの奨励である。

　同僚や家族がふとした時に漏らした不満を上司に報告するのだ。

　そして、密告の対価として組織の中で昇進したり報奨金を貰ったりする。

　このシステムは人間不信に陥りやすい。

　それは至極当然の事だ。

　人間、誰でも現状に対して不満や愚ぐ痴ちがあって当たり前だ。極自然な行為と言って良い。

　自分の人生に何の不満も持たない人間など恐らく存在しないだろう。

　だが、それを口にすれば誰かに聞かれ密告され、自分が殺されかねないのだ。

　同僚にも友人にも、親兄弟にさえ心は開けなくなる。

「成る程……なら確かに切り崩しやすいでしょうね」

　このシステムの弱点は、強固な割にたった一人の人間が勇気を出しただけで崩壊する可能性がある脆ぜい弱じやくさだ。

　強固なのに脆弱と言うのも変な話だが事実である。

　問題は、その勇気ある最初の一人が出にくいと言う事だ。

　誰だって不満を持ってはいるがそれを他人に話せないのだ。

　話すには命を懸かける覚悟が居る。

　だからこそ、このシステムは強固である。

　だが、たった一人の人間が不満を他人に言えばどうだろう。

　勿論、話す人間を選ぶ必要はあるが、高い確率で不満を共有出来る。

　そして、その不満はお互たがいが言葉を交わすうちに高ぶり、遂には器から溢あふれ出す。

　そうなれば、もう誰も彼らを止められない。

　押さえつけられていた不満は、溶岩のように荒れ狂いながら噴き出す事になる。

　そして、今回はその口火を切る人間が目の前に居る。

　ローゼリア王国の誇ほこる英雄が焚たき付けるのだ。

　さぞや、盛大に不満の炎が燃え上がる事だろう。

　あまり頭が良いとは言えないメルティナやミハイルは何の事だか分からない様だが、亮真の脳のう裏りにはハッキリとしたイメージが浮かんだ。

「良いでしょう。手段はエレナさんにお任せします。ただ……状況の報告だけはしっかりと行ってください」

「えぇその辺は信頼して下さって構わないわ。老いても私は元将軍ですからね」

　エレナは、自分へ向ける亮真の信頼に対して深く頭を下げた。




「一つお聞きしていいですか？」

「あら、改まって何かしら？」

　会談を終え部屋を出て行こうとするエレナの背中に亮真は問いかけた。

　不謹慎だと分かってはいたが、どうしても問わずには居られなかったのだ。

「娘さんは……」

　亮真の問いに、エレナはしばらく無言のままだった。

　余よ程ほど、口にするのがはばかられる話だったのだろう。

　亮真は自分の浅はかさを悔くやんだ。

「娘はね……攫われた後、散々に犯されたせいで気がふれたらしくて……売り物にならないからと……殺されたわ……その奴隷商人にね……」

「すみません。無神経な事を聞きました」

　絞しぼり出すように告げられたエレナの言葉に、亮真はただ頭を下げる以外に術がなかった。

　ある程度の予想が付いた事とはいえ、娘を失った親の口から聞く言葉は重い。

（俺は馬鹿だ……聞かなくていい事を聞いてしまった……）

　単純な好奇心からの言葉と言う訳ではないが、それでも、聞くべきではなかっただろう。

「良いのよ……気にしないで……でもね……だからこそ私は引けないの……絶対に！」

　亮真はただ無言のまま立ちすくんだ。

　部屋を出ていくエレナの背に、猛たけり渦巻く憎ぞう悪おの炎が確かに見えたから。







第四章　力の証明







　太陽がようやく中天に差さし掛かった頃ころ。

　昼日中から酒を酌み交わす男達の喧けん騒そうに混じって、一人の女が声を張り上げた。

「ゴラン、こっちだよ！」

　ローゼリアの首都、ピレウスの城下町。

　その一角を占しめる貧民街の酒場の片かた隅すみで、リオネは入口に立って店内を見回す男の顔を見ると、ワインの入ったグラスを掲げた。

　ゴランと呼ばれた男の歳は三十代半ばから四十位と言ったところだろうか。

　身長は百九十センチを超こえ、全体的にがっしりとした体格をしていた。

　袖そでなしの服から突つき出でた二の腕うでは、丸太の如き太さを周囲に見せつけている。

　ゴランはリオネの声がした方に顔を向けると、小さく頷いた。

　日に焼けた茶色の髪かみを短く刈り込み、顎あごには豊かな髭ひげを生やしているその風体はとても堅気の人間には見えない。

　ところどころ金属で補強された革の鎧よろいを身に着け、背中には巨きよ大だいな戦斧を背せ負おったその姿は、どう見ても山さん賊ぞくと言ったところだ。

　いや、服装だけが問題なのではない。

　その体からは、長い戦場暮らしで染みついた獣けものの様な精気が放たれていた。

　どう見ても荒事を生なり業わいとしてきた人間。

　一般人がゴランの姿を見れば、確実に視線を背けその場から逃のがれようとするだろう。

　もっとも、この店にいる人間は一度だけゴランの姿へ目を向けると、直ぐに興味をなくした。なぜなら、皆みなこのゴランと呼ばれた男が同業者だと感じ取ったのだ。

　この店の名は森しん緑りよく亭てい。王都ピレウスを拠きよ点てんにする傭よう兵へい達たちが好んで使う酒場の一つだ。

「あそこの卓に麦酒エールを頼む」

　傍かたわらを通りかかったウェイトレスに注文を頼むと、ゴランはリオネの座る卓に向かって歩き出した。

「久しぶりだねぇ。元気だったかい？」

　リオネはからかう様に笑みを浮かべると、ゴランへ椅い子すを勧める。

「相変わらず汚い面つらだねぇ。それにそんなむさ苦しい恰かつ好こうじゃ酒場の酌しやく婦ふも寄りつきゃしないよ」

「お前も相変わらずのようだな。紅べに獅じ子し」

　卓の上に散乱した酒瓶の数と軽口に苦笑いを浮かべながら、ゴランはリオネの前に腰こしを下ろした。

　紅獅子の名は、リオネの率いる傭よう兵へい団の名であると同時に、リオネ自身を指す異名だ。







[image: ]







　燃える炎ほのおの様に赤い髪を振り乱し、戦場を駆け抜けるリオネはまさに獅子と呼ばれるにふさわしい。彼女を知る傭兵は皆、その姿に見惚れたものだ。

「お前に呼び出されるとは珍めずらしい事もあるものだ」

　運ばれて来た麦酒を一息に飲み干すと、ゴランは探るような視線をリオネへ向けた。

　ゴランは紅獅子と比肩するほどの名声と規模を持つ傭兵団、北風の旅団の頭かしら。

　戦場では、過去幾いく度どとなく顔を合わせてきた間柄だが、こういった形で呼び出された覚えはない。

「まぁ、ちょいとばかり面めん倒どうな事に巻き込まれてね。腕利きで信用出来る傭兵を集めているのさ。あんたの体が空いていて丁度良かったよ」

「面倒事だと？」

　苦笑いを浮かべるリオネの言葉に、ゴランは首を傾げた。

　傭兵にとって面倒事と言えば依い頼らい人にんに裏切られたという場合が殆どだ。

　しかし、一流の傭兵ほどそう言った契約や人間関係と言った部分はキチンとしている。

　ゴランは、紅獅子と呼ばれ同業者達から一目も二目を置かれるこの赤髪の女に限ってと思いつつも重い口を開いた。

「依頼人に裏切られでもしたか？」

「あぁ、そんなところさ」

　グラスの中の生なま温ぬるくなったワインを一息に飲み干すと、リオネは卓の上に叩たたきつけるように置いた。

「なら、俺など呼び出さずに早くギルドへ行くべきだな。俺に手伝える事など何もないと思うがな？」

　ギルド。

　和名でいえば同業者組合と言ったところだろう。

　商人ギルド、工業ギルド、実に様々なギルドが存在するのだが、こと大地世界アースでギルドと言った場合は冒ぼう険けん者しやや傭兵など、荒事や命の危険が高い地域に出向く事を生業とする人間達の為ための組合を指す事が多い。

　ギルドの仕事は円滑な依い頼らいの配分と、依頼人との間にもめごとが起きた際の調停役。

　ゴランの指し摘てき通り、仮に依頼人と揉もめたのならば第一に頼たよるべきはギルドだった。

「まぁね、ちょいと事情があってギルドには頼れないのさ」

　リオネの答えにゴランの顔が歪ゆがんだ。

「慎しん重ちようなお前らしくもないな。まさかとは思うが、ギルドを通さずに依頼を受けたのか？」

　ギルドを仲介した依頼は全て、ギルドが依頼人の経済力や依頼内容に嘘うそがないかを確かく認にんしてくれる。

　その代わり、ギルドを通した依頼は全て仲介料を取られた。

　無論、ギルドと言う巨大な組織を運営していく上で欠かせない経費だが、それでも報酬額を減らされるとなれば命を懸かけて働く側から見ると素す直なおには納なつ得とくできない。

　安全を取るか、目先の金を優先するかと言う事だが、中には金を優先させギルドを通さないで依頼を受ける人間も出てくる。

　だが、そう言った依頼には落とし穴がある事が多い。

　報酬を値切られる程度ならばまだいい。

　報酬の支払い自体を拒否してくる場合もあるだろうし、酷ひどい依頼人になると後腐れなく始末をつけようと命を狙ってくる場合すら有り得る。

　だから、依頼人との間に余程強固な信頼関係が構築されている場合を除いて、一人前の傭兵ならギルドを通さずに依頼を受ける事はあり得なかった。

　西方大陸に張はり巡めぐらされたギルドという巨大な組織の保障があって、初めて傭兵達は戦場に出て命を懸けることが出来るのだ。

　捨て駒ごまにされるかもしれないという恐きよう怖ふを打ち消して……

「いや、別にそう言う訳じゃないのさ。依頼自体はギルドを通した真っ当な依頼だったんだけれどもねぇ」

　リオネの言葉にゴランは何かを感じたのか眉まゆを顰ひそめて頷いた。

「分かった。かなり込み入った事情があるらしいな……まずは、もう一杯酒を頼むとしよう。話はそれからだ」

　長い話になると感じ、ゴランはウェイトレスを呼ぶために空いたジョッキを高々と掲げた。




　リオネの話を聞き終え、ゴランは腕を組んだまま宙を睨む。

　その顔は能面のように何の感情も浮かんではいない。

「と言う訳で、ゴラン、あんたと北風の旅団の力を借りたいのさ」

　リオネの話が終わり、両者の間を沈ちん黙もくが支配する。

　そして長い沈黙の後、ようやく開かれたゴランの口から深いため息が漏もれた。

「紅獅子。今、お前から聞いた話が全て本当だと仮定してだ……ギルドマスターの一件だけでも相当厄やつ介かいだろうに、その上、ローゼリアの内乱に首を突っ込んでいるとはな……普ふ段だんの様に仕事として戦場に出るという訳ではないのだろう。幾ら紅獅子と呼ばれるお前とはいえ、一いつ介かいの傭兵には荷が重すぎるんじゃないのか。もし、俺がお前の立場なら、ギルドの始末人が来る前に中央大陸へでも逃にげ出すがな」

　昔馴染みであるリオネを信頼はしているが、彼かの女じよが話した内容が問題だった。

　絶対中立を表看板にするギルドとはいえ、人間が運営する以上、コネや便べん宜ぎを図はかると言った事は当然の様に存在する。

　真に絶対中立など存在しえないのだ。

　世間を知らない子供ならともかく、その程度の事はゴランとしても当然分かっていた。

　俗に言う大人の事情と言う奴やつだ。

　実際、ゴラン自身も懇意にしているギルドマスターに仕事上の便宜を図ってもらった事はあるし、逆に割に合わない仕事を押おし付けられた事もあった。

　しかしその一方で、ゴランの知る限りそこまで露ろ骨こつな騙だましをギルドマスターがしたという話は聞いたことがない。

　リオネの主張が全て本当であるならば、フルザードのギルドマスターはリオネ達を初めから捨て駒にするつもりだったという事になる。

　多少、依頼の難易度や報酬額が事前に聞いていた情報と違ちがっていたと言う程度の話ではない。

　ギルドの根幹理念そのものが問われてくる事案だ。

　無論、それが有り得ない事だと頭から否定をするほどゴラン自身もギルドを信頼している訳ではないが、この場でリオネの話だけを鵜う呑のみにも出来ない。

　そして、ゴランが言葉を濁にごす最大の理由は、それなりに名を売ったとはいえ、何の社会的権力も持たない一介の傭兵風情でしかない自分が首を突っ込むには、あまりに荷が重いと感じたからだ。

　個人的な名声や力量がいくら優れようとも、それが一体何の役に立つのか。

　確かに、リオネやゴランはＡランクと言う、ギルドでも上級のランクに属ぞくしている。

　異名を持ち、同業者達からも一目置かれる存在と言えた。

　彼らの率いる傭兵団も歴戦の勇士と言える人間が揃そろっている。

　仮にどこかの国の騎き士し団だんへ勧誘されるとすれば、全員が小隊長か中隊長クラスは直すぐに務まるだけの力量がある。

　だが、そんなゴランから見ても、リオネが持ちかけてきた話はあまりに危険すぎた。

　特に、ギルドと言う巨大な組織と敵対する事になりかねない点が……

「あぁ、確かにね。普段ならばこんな面倒な話なんか幾ら金を積まれたってお断りさ。ギルドの追手は確かに厄介だけど、最悪の場合、あんたの言う通り他の大陸に逃げ出しちまうって手もあるんだからね。癪しやくに障さわるが、このまま逃げ出すのが一番利口だとは思うよ。だけど、今回はちょいとばかり話が変わっているのさ」

　リオネの言葉の意味を察し、ゴランは眉み間けんにしわを寄せて吐き捨てる。

「まさか、本気でその小僧の口車に乗るつもりか？」

　確かにリオネの話を聞いた限り、少しばかり知ち恵えが回ると言うのは本当の事だろうとゴランは考えていた。

　しかし、幾らリオネが信頼出来ると保証しようとも、ゴランから見ればどこの馬の骨とも分からない怪あやしい小僧としか思えない。

　ギルドのランクがＥランクであると言うのもマイナス要因の一つだ。

　実戦経験の少ない駆かけ出しの言葉を認める事など出来る訳がなかった。

「報酬は弾むよ」

　リオネは笑えみを浮かべながらゴランに向かって片目を瞑つぶって見せる。

「馬鹿な事を……それこそ金の問題じゃないだろう」

「傭兵の癖に金にこだわらないとでも言う気かい？」

　リオネの言葉にゴランは首を横に振った。

　提示された破格の報酬は確かに魅み力りよく的てきではあるが、それに釣られて火か中ちゆうの栗くりを拾う訳にはいかないのだ。

「傭兵にとって真に大切なのは依頼人が信用出来るかと、依頼人が戦争に勝てるかどうかだ……それに比べれば報酬の額などささいな問題だ。そんな事は今いま更さらお前に言うまでもないだろう？」

　傭兵は金で雇やとわれ命を懸ける。

　だからこそ、雇い主に勝ち目があるかどうかと信頼出来るかどうかを重視するのだ。

　人の下に付き従う一兵卒ならば金額だけで仕事を判断しても良いだろうが、騎士団に比べれば小規模とはいえ、まがいなりにも傭兵団を率いているゴランの様な立場の人間にとっては話が変わる。

　部下達たちの命を預かる責任があるからだ。

　どれほど高額な報酬を約束されていようと、雇い主が戦に負ければ報酬も糞くそもない。

　殆ほとんどの場合、戦に負けた雇い主は首だけになっているはずなので、傭兵達の手元に残るのは手付金として事前に支払われる僅わずかな金額だけだし、運が悪ければ敗残兵狩がりにあって命を落とす場合もあるのだから。

　報酬の額を釣り上げるという事は、それだけ危険が大きいという事を示している。

　ゴランが渋るのも当然だった。

　だが、話を持ちかけたリオネの立場からすれば、ゴランが口にした懸念は自分の判断が信用出来ないと言っているに等しい。

「そいつはなにかい。アタイの目が節穴だって言いたいのかい？」

　リオネの目が鋭するどさを増す。

「そうは言わないがね……その若造、ランクは低い上に法術も使えないんだろう？　ましてや戦場に一度も出た事がないって話じゃないか。そんなド素人しろうとと一いつ緒しよに危ない橋を渡れと言う方が無む茶ちやだ。今はまだ表立った動きはないみたいだが、下手をすればギルド全体を敵に回す事にもなりかねないのだぞ？」

　リオネの眼光に気け圧おされたかのように口ごもりながらも、ゴランは必死で反論する。

「まぁ、確かに坊ぼうやは冒険者としても傭兵としてもまだまだ駆け出しさね」

「そんな駆け出しの若造の下で戦えと言うつもりか……それとも、あんたが裏で指揮するというのか？　ならば話は変わるが……」

　傭兵にとって戦は仕事だ。

　だからこそ、彼らの判断に甘さはない。

「勝算が見えないと？」

　リオネの言葉にゴランは腕を組んだまま深く頷く。

「悪いな、紅獅子。いくら馴染みであるあんたの頼みでも、こいつばかりは引き受ける訳にはいかねぇよ」

　ゴラン個人の命だけではなく、傭兵団全体の生死を左右する話だ。昔馴染みだろうと、ここで引く訳にはいかなかった。

　しかし、ゴランの返事を聞いたリオネの顔には笑みが浮うかんだままだ。

「そりゃぁ当然だろうね。アタイだって今この場で話が纏まると思っちゃいないさ」

　ゴランの薄情とも言える返事を聞いても、気を悪くした様子もない。

　だが、次の瞬しゆん間かんリオネの顔に険しさが浮かんだ。

「だけどゴラン……あんたには確か二つばかり貸しがあったはずだよ。まさか忘れちゃいないだろうね？」

　その言葉にゴランの顔が歪んだ。

　傭兵として戦場に出れば、こう言った命の貸し借りは日常茶飯事だ。

　そして、受けた借りを踏み倒すような事は出来ない。

　傭兵として生きていく上で、他の傭兵との間に存在する仁義を忘れれば誰からも相手にされなくなるだろう。

　そして、一度信用を失えば二度と戦場には立てなくなる。

　どれほど強かろうと仲間の助けがなければ戦場では生き残れないのだ。

　最悪、後ろから矢を射かけられないとも限らないのだから。

　ゴランの体から殺気が噴き出した。

「俺おれ達たちに死ねと言う気か？」

　ゴランにとって、進むも引くも地獄への一本道に等しい。

　それでも一国の内乱に首を突っ込み、ギルドマスターに盾たて突く事に比べれば、まだ目の前に座すわるリオネの首を取るほうが簡単だった。

　酒場の喧けん騒そうと熱気を余所よそに、二人の周りだけ空気が凍てついて行く。

　ゴランの手が背負っている戦斧の柄へと延びた。

「フンッ、止めておきな。アタイの腕は知っているだろ？　それに、こんな場所であんたがその自慢の斧を振ふり回したらどうなるか、足りない頭で少しは考えるのだね」

　何い時つの間まにか、リオネの手が腰に吊るした短剣けんの柄を握にぎりしめていた。

　戦斧は確かに破は壊かい力りよくのある武器ではあるが。重くて長い。

　間合いが詰まっているこの状況下で、長柄の武器は不利にしかならなかった。

　つい、場所柄を考えずに使い慣れた戦斧を選び、腰に帯びた長ちよう剣けんへ手を伸ばさなかったゴランの負けだ。

　いくら使い慣れた得物とはいえ、あまりに軽率な自らの判断にゴランは臍をかむ。

　リオネの眼光に射抜ぬかれ、ゴランはしぶしぶと戦斧へ伸のばした手を下ろした。

　しかし、本心から納得している訳ではないのだろう。

　愉ゆ快かいそうにグラスを呷るリオネへ、ゴランは怨念の籠こもった視線を向けた。

（フン……こいつはまた随ずい分ぶんと恨まれたものだよ。じゃぁ、助け船を出してあげるとするかねぇ）

　親の敵かたきを見るような目だが、これもリオネにとっては亮りよう真まと事前に打ち合わせをした予定通りの展開でしかない。

「まぁ、アタイだって悪あく魔まじゃないさ。同じ傭兵団の団長と言う立場だ。これでもあんたの立場は分かっているつもりだよ。何も、あんたへの貸しを盾にしてこんな厄介な戦に参加しろと強要するつもりはないさ」

　悪魔の囁ささやきにも似たリオネの言葉にゴランは首を傾げた。

「どう言う意味だ？」

　いままでの話の展開からすれば、リオネが貸しの話を持ち出した段階で脅おどしをかけてきていると判断するのが普通だろう。

　実際、ゴランもそう判断したからこそリオネを殺す覚かく悟ごを決めたのだから。

「アタイとしては、うちの坊やの話を聞いてやって欲しいのさ。実際に力を貸してくれるかどうかは、坊やに実際に会ってから返事をくれればいい。……どうだい、それで貸しを一つチャラにしてやるよ」

　畳みかける様に出されたリオネの提案にゴランは深く考え込んだ。

　リオネの言葉はゴランにとって実に魅力的な提案に思えた。

「本当にそいつと会うだけで良いのか？」

「あぁ……坊やと実際に会ってみて、あんたがそれでも勝算無しとこの話を断ると言うのなら、アタイも素直に諦あきらめるさ」

　この提案その物はゴランにとって損にはならない。

　会うだけで借りの一つが消えるなら安いものだろう。

「分かった。会って話を聞くだけは聞いてやる」

　結局、ゴランにはリオネの提案に頷うなずくより他に道は残されていなかった。




　話がまとまった後、酒場の出口へ向かうゴランの背中を見ながら、リオネは静かな笑みを浮かべる。

（悪いね、ゴラン……本当はこんな手を使いたくはなかったんだけれどもね。今のアタイ達には手段を選んでいる余よ裕ゆうなんかないのさ。まぁ、これで二つ目の貸しもチャラにしておくから勘かん弁べんしておくれよ）

　ここ数日の間に、リオネは一体何度同じ言葉を思おもい浮かべたのだろう。

　リオネに呼び出され、今日この酒場に姿を現した段階でゴランに選択肢は残されていない。

　それは、今まで呼び出した他の傭兵達にとっても同じ事だ。

　リオネ達が置かれている立場を考えれば、いくら昔馴染みの傭兵とはいえ二の足を踏むのは目に見えていた。

　ならば方法は一つだ。彼らが自発的に参戦するように追い込めば良い。

　ゴランがリオネと酒場で密会した。

　本来ならもっと密談に相応ふさわしい場所を幾らでも用意出来たのに、わざわざ同業者の視線が集まる森緑亭へとゴランを呼び出したのは、この事実をフルザードのギルドマスターであるウォルスへと報告させる為。

　いや、実際にこの情報がフルザードに居いるウォルスの下へと報告されるかどうかは問題ではない。

　実際に、リオネや亮真達の動向を見張る人間がフルザードから派は遣けんされてきている可能性もあるが、今一番大切なのは、ゴラン自身に自分達がウォルスから危険視されるかもしれないと危機感を感じさせる事だ。

　リオネから今回の一件の真相を聞いたゴランを、ウォルスがこのまま生かしておくはずがない。ゴラン達にそう思い込ませる事が出来れば、彼らは必ずリオネ達に加担する事を選ぶだろう。

　自らの命の危険を放置する事は出来ないし、ゴラン個人の力だけで立ち向かうには相手が悪すぎるのだから。

　問題は引っ掛けられたゴラン達の怒いかりをどうやって宥なだめるかだ。

（全く、油断のならない坊やだよ。ここまでは全て予定通りか……だけど、ゴランを本心から納得させられるかどうかはあんた次第だ）

　智ち謀ぼうと言う点において、リオネは亮真の持つ力を疑ってはいなかった。

　しかし、傭兵と言う者は頭でっかちで自ら前線に立って剣を振るわない指揮官を認めはしない。

　金と謀略だけでは心からの信頼は得られないのだ。

　ましてや、策に嵌はめられたと知ったゴラン達の怒りを鎮しずめ、彼らを納得させられなければ戦場へ出る事など出来ない。

（あんたの指示通りお膳ぜん立だては終わった。さぁ、お手並み拝見だよ。坊や……）

　人の悪い笑みを浮かべながらリオネは一息に酒を呷あおった。




「アランド！　お前も紅獅子に呼び出された口か！」

　思わぬところで昔馴染みの顔を見たゴランは思わず叫さけび声ごえを上げた。

「おぉ、ゴランか……フゥ、紅獅子の奴……やっぱりあんたにも声を掛けていたか。昔馴染みへ片っ端から声を掛けたとは聞いていたが、こいつはどうやら本気で内乱に首を突っ込むつもりの様だな……」

　アランドと呼ばれた四十代の中年は綺き麗れいに剃そり上げた禿ハゲ頭あたまをピシャリと叩くと、酒と陽に焼けた赤ら顔を歪めて笑う。

　その言葉で、ゴランはアランドの心中を察した。

「まぁ、リオネ達の立場を考えれば当然だろうな」

　二人の視線が周囲へと注がれた。

　ここは、王都ピレウスの郊こう外がいに設えられた演習場。

　普段であれば煌きらびやかな装備に身を固めた騎士が鍛たん練れんに使うこの場所を、山賊と見紛うばかりに薄うす汚よごれた一団が占拠していた。

　数にして四百人程ほどと言ったところだろうか。

　彼らの装いは個性的と言えた。

　剣や槍やりの長さが違う程度ならまだしも、戦槌や斧に始まり、双剣から鋼棍と言った武具を手にしている人間も居た。

　鎧よろい兜かぶとにしても同じだ。

　革の鎧に金属の鎧、中には鱗うろこの様なものを繋ぎ合せた鎖くさり帷子かたびらの様な物を着ている者までいる。彼らの身に付けた装備はてんでバラバラで、そこに統一性と言うものはない。

　そして、それらの武具に刻み込まれた無数の傷きず跡あとが実戦経験の豊富さを物語っている。

　明らかに正規兵とは異なる一癖も二癖もある人間達だ。

「流石は紅獅子と言ったとこだ」

　顔の広さも傭兵の実力の内だ。

　ゴランの口から感嘆の言葉が漏れた。

「まぁ、半分くらいはボルツの伝つ手てを使ったんだろうが……それにしても、ギルドを通さずに良くこれだけの傭兵をこの短い期間で集めたものだ。それに、粒つぶも揃ってやがる。どいつもこいつも異名持ちか、それにもう少しで手が届くって連中ばかりだ。……流石は紅獅子のリオネと言ったところだな」

　アランドは周囲を見回し呆あきれたように肩を竦すくめる。

「あぁ、そうだな……お前さんの言う通りだ」

　アランドの言葉にゴランは深く頷く。

　ギルドランクは同じと言っても、ゴランにはこれだけの傭兵を集める事は出来ない。幾ら相場以上の金を積んだところで不可能だった。

　だが、ゴランより十歳さい近くも若いあの赤髪の女は、人を引き付ける何かを持っているのだ。

「あの若造と会ったんだろ。ゴラン、お前さんはどう見た？」

　荒あらくれ者である傭兵の多くが、姐あねさん姐さんとリオネを慕うのも、その何かに引き付けられての事だろう。

　そして、そのリオネに見込まれた青年。御み子こ柴しば亮真。

　彼かれらがこの場に集まった最大の理由は、数日前に初めて顔を合わす事になったあの老ふけ顔の青年への期待感だ。

「紅獅子の言う通り、アレは確かに切れ者だ。まぁ、初めに話を聞いた時には首をへし折ってやろうかとも思ったが、上う手まくひっかけられたのは確かだ。可愛気のねぇ若造だが頭は悪くねぇ。それに、ウォルスの野や郎ろうをこのまま放っておいたら、そのうち俺達の方にまで火の粉が飛んで来るだろうからな」

　ゴランの脳裏に、数日前顔を合わした一人の青年の顔が浮かんだ。

　凡ぼん庸ようとも言える人当たりの良い顔立ちだが、それは見かけだけの事にすぎない。

　顔付きからは想像できないほど、御子柴亮真と言う人間は知略に優すぐれている。

　その事は、先日のリオネとの会談で見事に嵌められたゴラン自身が一番良く分かっていた。

　先日の会談で、亮真の口からリオネが酒場へと自分を呼び出した本当の意味を種明かしされた時には殺意が湧いたが、今いま更さら愚ぐ痴ちを言っても過去には戻もどれない。

　リオネに酒場へと呼び出され、のこのこと顔を出した段階で勝敗は既すでに付いている。

　幾ら歴戦の傭兵と威張ってみても、西方大陸全土に根を張り巡らされたギルドの有力者に目を付けられて無事で済む訳がないのだ。

　ゴランはリオネとの会合の後、長年の傭よう兵へい稼か業ぎようで培つちかった自らの伝手を使い情報収集に力を注いでいた。

　その過程で分かった事だが、紅獅子のリオネと彼女が率いる傭兵団が依頼を失敗したという事実はない。

　いや、失敗も何も、フルザードのギルドで依頼を請うけ負おったという履歴自体が存在しないのだ。

　これは、王都ピレウスのギルドに勤める人間へ結構な額の金を握らせ確認している。

　入手経路は違っても、この場に集まった傭兵の多くが同じ情報を得ている筈はずだ。

「そして、同じ結論に至ったって訳だな。ゴラン」

「あぁ、リオネが架か空くうの依頼話をでっち上げたと言うんじゃない限りはな」

「なら……」

　意味ありげなアランドの視線を向けられ、ゴランは深く頷く。

「あぁ、いずれ必ずウォルスの野郎は裏から口くち封ふうじに動くだろうよ。今回の一件を知った人間全てを……。そうでないなら、リオネ達は今頃裏切り者としてギルドの各支部に通達が回っている筈だ」

「今はまだ流れを見ているといったところか」

「恐おそらくはそんなところだろうな」

　アランドの問いにゴランは吐き捨てる様に答えた。

　本来、ギルドを通して請け負った依頼は全て履歴として残される。

　誰だれが何時いつ何処どこで誰から何の依頼を幾らで請け負ったか。

　それらは、傭兵や冒険者をランク分けする上で絶対に必要な情報の数々だ。

　確かに、同業者であるゴラン達では自由に履歴の照会を行う事が出来ないが、彼が金を握らせたギルド職員ならば可能なはずだった。

　その履歴が見つからない理由は二つ。

　リオネ達が架空の依頼を請け負ったとゴラン達を騙したか、ギルドの規約を捻ねじ曲まげる事が出来る人間が依頼自体を隠いん蔽ぺいしたかのどちらかだろう。

　しかし、リオネがゴラン達を騙す必要性は薄いし、本気で騙すつもりならば、もう少し信憑性のある話を作るだろう。

　ならば、答えは一つしか残らない。そして、ギルドを通して行われた依頼の存在を隠かくす事が出来る人間は極きわめて限られてくる。

　証しよう拠こは何もないが、今の状じよう況きようでそれが出来るのは、フルザードのギルドマスターであるウォルス・ハイネケルただ一人だ。

「あの若造の予想通りの展開だな。ゴラン」

「あぁ、生意気な若造だが紅獅子が肩かた入れするだけはある様だな」

「後はあの若造がボランゾの野郎を潰せるかどうか……か。ゴラン、あんたが野郎の事を紅獅子に教えてやったんだろう？」

　アランドの視線が、傭兵達の人垣が作る円の中央に佇たたずむ一人の男の背中へと向けられた。

　所々を金属で補強された革の鎧を着込んだ大おお柄がらな男。

　男の剥き出しにされた丸太の様な二の腕には、黒い蜘蛛くもの刺青いれずみが彫ほり込まれていた。

　傍らに立つリオネも女性としてはかなり大柄な部類に入るはずだが、横に並んで立つとその差は歴然としている。

「あぁ、紅獅子の話を裏取りした時に、ちょいと小耳に挟んでな」

「黒蜘蛛か……一体、誰が雇ったのかは知らねぇが、確かにあの下げ衆すなら殺し屋として最適だろうよ。やっぱりウォルスの野郎か？」

　余程、ボランゾの事を嫌きらっているのだろう。

　男の腕に彫り込まれた蜘蛛を忌いま々いましげに睨みながら、アランドは地面に唾を吐はいた。

　黒蜘蛛のボランゾ。

　傭兵達の間で、金になるならどんな仕事でも引き受けると噂うわさされる悪名高い男の名だ。

「いや、依頼人がウォルスの野郎じゃない事だけは確かだ。フルザードから距きよ離りがある分、いくらギルドマスターとはいっても直接的な手段は使い難いんだろうよ……まぁ、いずれは動き出すだろうがな」

「なら、ローゼリア王国の誰かって事か……」

「あぁ、だろうな。一番臭くさいのは王女と対立している貴族派の誰かだろうよ」

　アランドの問いに、ゴランは髭を捻りながら頷く。

「確かに、いつ襲われるか分からないよりかは幾いく分ぶんマシだろうが、殺し屋と真正面からやり合おうなんてまともとは言えねぇ。しかも、戦場に立った経験もねぇあの若造がボランゾに勝つ見込みは薄い……胸糞悪い下衆だが、あの黒蜘蛛の野郎にはそれだけの実力がある……ゴラン、あんた何だってこんな提案をしたんだ？」

「今更何を言っている？」

　咎とがめる様なアランドの声にゴランは首を振った。

「そうじゃないさ。確かにボランゾの野郎を倒せば一目も二目も置かれるだろうよ。あれを駆け出しの若造と侮あなどる奴も居なくなる。実力を示す事は出来るだろうさ……だが」

　アランドは言葉を濁した。

「そうだな……だが、そんな事は初めから分かっていた事だ、それでも俺おれの話に乗ったって事は若造なりに勝算があるんだろうよ」

「ゴラン、あんたはあの若造が勝つと思っているのか？」

「さぁな。勝負って奴は終わってみなければ分からねぇからな」

　アランドの問いにゴランは肩を竦めると、愉快そうに笑みを浮かべた。




　御子柴亮真は天幕の中に敷かれた毛織物の上に仰向けで寝転びながら、静かに一冊の本を読んでいた。

　陽に焼けて茶色に変色したそれは、古書独特のかびた様な臭いと共に、その本の過ごした悠久の歴史を感じさせる。

「亮真様……そろそろ刻限です」

　耳元を擽くすぐるローラの甘あまい囁きが、読書に夢中の亮真を現実へと引き戻す。

「あぁ、もうそんな時間か……」

　亮真は枕の代わりにしていたローラの腿ももから体を起こすと、大きく伸びをした。

　体中の骨が軋きしむ音が響ひびく。

　亮真が手にしているのは、現代で日常的に目にする糊付けされた製法ではなく、束ねた紙を糸で縫い綴とじた古めかしい物だ。

　本というよりは、書物という言葉の方が相応しいだろう。

　インクではなく黒々とした墨で書かれたそれは、明らかにこの大地世界アースで作られた物とは違っていた。

　李り衛えい公こう問もん対たい。

　有名な孫そん子しや呉ご子しと言った兵法書と並び、武経七書の一つに数えられる兵法書だ。

　唐の時代に造られたこの書は、中国歴代の有名な兵法家や将軍が登場する対話型の読み物で、兵法書の中でも特に読むには手頃なものと言える。

　もっとも墨で書かれたこの書を実際に読める人間は、地球でもごく限られている。

　楷かい書しよとはいえ、一いつ般ぱん的てきな漢字だけで書かれている訳ではない。その上、中国語だ。

　大学で中国の古典文学でも専攻していない限り読むのは不可能だろう。

　ましてや、ここは大地世界。地球ですらないのだ。

　王都ピレウスの古本を専門に扱う商人の下で、長年埃ほこりを被かぶったまま放置されていたのも当然と言えた。

「枕代わりにして悪かったな」

　読み終えた部分に栞しおりを挟み、亮真はゆっくりと体を起こす。

「いえ。私の腿で良ければ何時でもお使いください」

　ローラへの礼に、亮真はその銀ぎん髪ぱつの頭を優やさしく撫でた。

「随分と御熱心に読んでいらっしゃいましたが……本当に体を動かさなくて宜しかったのですか？」

　傍らに控ひかえていたサーラが、心配そうな表情を浮かべながら準備していたグラスに水を注いで亮真へと差し出した。

　日本語に訳された物は何回か読んだ事があったが、中国語で書かれた原文を読めるのはこの世界に来たおかげだ。

（この世界の文字が読み書き出来るのと同じ理由だろうな……こいつを上手く使えばかなり面白い事になるが……まぁ良い、先に一仕事済ますか……）

　恐らく、大地世界へと召しよう喚かんされた際に、言語に関して何か特別な処理が組み込まれているのだろう。

　興味は尽きないが、亮真は目の前の戦いへと頭を切り替えた。

「あぁ。問題ない」

　サーラの文法術によって冷やされた冷水が亮真の喉のどを癒し、文字で火ほ照てった頭の中を冷ましていく。

　飲み干したグラスをサーラへと返すと、両目を閉じた亮真はゆっくりと肩を回す。

　普段と何も変わらない感覚。

　祖父より常在戦場の考えを叩きこまれて来た亮真にとって、戦いの場所や時を選ぶという意識はない。

　不意打ちも騙し打ちも、防げない方が悪い。

　そう言う教育を、亮真は幼い頃から叩きこまれて来た。

　それは、スポーツでは決して育まれない思想だ。

　実戦を想定する以上、準備運動を事前にしていなければ防戦する事が出来ないと言うのでは意味がない。

　いきなり襲おそいかかって来た敵へ、これから準備運動をするからちょっと待ってくれと言う訳にはいかないのだから……

「リオネさんのお陰かげでお膳立ては既に終わっているからな……後はちょいと連中に見せつけてやるだけだ……」

　人間も獣も本質的には何も変わらない。強者の前に弱者は平ひれ伏ふす。

　ただし人間が相手の場合、下手な見せつけ方をすると逆に反発を招く事も亮真は過去の経験から嫌というほど理解していた。

　大切なのは、標的にする人間を周囲がどの様に見ているのかを意識する事。そこさえ注意すれば亮真の思い描く通りの結果が手に入るだろう。

（異世界だろうと相手が人間なら何も変わらねぇ。あの時と同じ様にすれば良い）

　ボランゾに関しての情報はリオネを通じて手に入れている。

　性格や考え方から善悪の基準、そして戦せん闘とうスタイルにまでほぼ完璧に……だ。

　勝敗は既に見えていた。

　傲ごう慢まんな人間を逆に叩き潰つぶした時の暗い爽快感。

　子供の頃ころの記き憶おくが脳のう裏りに浮かび上がり、亮真は唇くちびるを釣り上げると静かに笑った。

　日本とは違い、今度は手加減をする必要がないのだから。

（ゾクゾクしてきやがる……怖こわい？　いや、俺は殺し合いを楽しいと思っているのか？）

　武む者しや震ぶるいと言うより、亮真の心を満たすのは甘い歓喜。

　力を隠して生きる事を余儀なくされてきた日本では決して得られる事のない解放感。

　亮真は何時しかこの大地世界で生きる日々に馴染んでいた。今はまだ彼自身が自覚していなかったとしても。

「ですが……」

　亮真は不安げな表情を浮かべながら傍かたわらに控えるローラの肩を優しく叩いく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。さっさと終わらせてくる。最近、体を動かしてないから丁度良い運動さ。あぁ、こいつを預かっておいてくれ」

　そう言って手にしていた本を差し出す亮真の目には不安も揺ゆらぎもない。

　ただ鋼の様な意志だけがその瞳ひとみに浮かんでいる。

「「御武運を」」

　普段と何も変わらない亮真の言葉に、美しき双子の姉妹は静かに頭を下げると、逞たくましいその大きな背中の後に続いた。




「ようやくお出ましか。女を二人も侍はべらせて現れるとは良い御身分だな」

　穏おだやかな笑え顔がおを浮かべながら目の前に立つ亮真に向かって、ボランゾは低く重苦しい声で忌々しげに吐き捨てる。

　確かに、照りつける太陽の下で長々と待たされたボランゾにすれば、嫌味の一つも言いたくなって当然だろう。

　横に立つリオネが苦笑いを浮かべて首を横に振る。

　亮真が現れるまで、相当八つ当たりをされていたようだ。

「約束の刻限にはまだ余裕がある筈ですがね……だよな？」

　しかし、亮真は怒りの籠もったボランゾの視線を平然と受け止めながら、後ろに控えるローラへと視線を向けた。

「はい。約束の正午までは、まだ幾いくらか余裕がございます」

　その言葉に導かれるかの様に、城じよう壁へきの向こう側から正午を告げる鐘の音が聞こえて来る。

「あぁ、ちょうど正午の様ですね。では、早速始めますか。時間も惜おしいですしね」

　そう言うと、亮真は上着を脱ぎ後ろに控えるローラへと手渡す。

　確かに、約束の時間に遅れた訳ではないので亮真が謝る必要はないのだが、ボランゾからすれば、礼れい儀ぎを弁えない若造の驕り切った態度にしか見えない。

　物もの腰ごしは柔やわらかだし言葉づかいも丁てい寧ねいではあるが、その態度の一つ一つがボランゾの心をささくれだてる。

「なるほど、確かに駆け出しの若造にしては良い体格をしてやがるし、度胸の方も悪くねぇ様だ。てめぇの力を過信するのも分からなくはねぇな」

　鍛きたえ抜かれた亮真の体にボランゾは目を細めて呟つぶやいた。

　亮真の見事に分かれた腹筋は、力を込めれば鉄の板にも等しいだろう。

　胸板は分厚く、腕うでは丸太の様に太い。

　そして、鋼の様な筋肉の上にうっすらと張り付く脂肪。正に戦士の体だ。

　無言のまま二人のやりとりを見守る傭よう兵へい達たちの間からも、感嘆のため息が漏れる。

　だが、その一方で、ボランゾは自らの優位を確信していた。

　身長、体重、そして体格。そのどれを見ても、亮真はボランゾには及およばない。

　力とは筋力の合計値であり、体格はその人間が持ち得る筋力の最大上限値を決める。そして、その全てにおいて御子柴亮真はボランゾよりも劣るのだ。

「まぁ、体格や筋力が全てじゃないですがね」

　意味ありげに釣り上げられた唇に浮かんでいるのは嘲ちよう笑しよう。

　暗にボランゾを筋力だけの馬ば鹿かだと揶や揄ゆしている。

　挑発的とも言える亮真の目に浮かぶ光は、ボランゾを微塵も恐れてはいない。

　亮真の不敵な態度に、爬は虫ちゆう類るいの様な無機質なボランゾの目が一層鋭さを増す。

　二メートル二十センチはあろうかという身長に、鋼の様な筋肉を纏まとわせた巨人が放つ威い圧あつ感かんは半はん端ぱではない。

　女子供ならその視線を向けられただけで泣き出しかねないほどの迫力だ。

　だが、亮真は唇を釣り上げたまま小さく頭を下げると、無言のまま背中を向けた。

「本当に大した度胸だな。とても駆け出しの新人とは思えねぇ……良いだろう。同業の誼よしみで苦しまずに始末してやろう思ったが……止めだ。その舐なめた態度の褒ほう美びに、てめぇの手足を圧へし折ってから芋いも虫むしみてぇに踏み潰してやるぜ」

　そう低く呟くと、ボランゾは傍らに佇むリオネへ殺意の籠もった視線を向けた。

「紅べに獅じ子し……約束通りお前達は手を出すなよ」

「あぁ、今更言われなくたって分かっているよ。あんたの事だ。どうせ、保険を掛かけて来たんだろう？」

　その言葉にボランゾは唇を釣り上げて笑うと周囲を見回した。

　リオネの言葉が正しい証拠だ。

　この場に居る傭よう兵へいの中に自分の仲間を紛まぎれ込ませているのだろう。

「当たり前だ。何の保障もなく他人の口約束を鵜呑みにするほど俺は馬鹿じゃねぇさ」

　そんなボランゾの言葉に、リオネはさも心外だと首を横に振った。

「酷い事を言うねぇ。そんなにあたいの言葉が信用出来ないなら、あんたは何でこの話に乗ったんだい？」

「なぁに、幾ら俺でも城に籠もられていちゃ手が出せねぇからな。俺も暇ひまじゃねぇ。駆け出しの若造一人殺すだけの仕事に、何時までも時間を割くつもりはねぇんだ」

　ボランゾの言葉にリオネは納なつ得とくした。

　確かに、ボランゾの腕は悪くないが、この巨きよ体たいだ。城に忍び込んで標的を殺すといった仕事には向かないだろう。

　となれば、獲え物ものが巣穴から飛び出てくるのをジッと待つしかないが、それには時間が掛かる。

　幾らでこの仕事を請け負ったのかは知らないが、ボランゾの性格では早くケリをつけようとこの話に乗って当然だった。

「なるほどね……あんたにとってもゴランの提案は渡りに船だったって訳だね……」

「まぁ、そう言う事だな……全く、馬鹿な若造だぜ。自分から殺されに来るんだからな」

　そう言って不敵な笑みを浮かべるボランゾを、リオネは冷めた目で見つめた。

「二人とも良いかい？」

　リオネの問いかけに亮真とボランゾの二人は無言のまま頷く。

　睨にらみ合う両者の距離は十メートルほどだろう。

（若造が舐めた口を叩たたきやがって……）

　ボランゾは腰を低く落とし、亮真を睨みつける。

　巨体を包つつむ革かわ製せいの鎧よろいを亮真が脱げと言わない所がさらにボランゾの癇かんに障った。

　しかし、ボランゾは自分から鎧を外すとは言わない。

　腹立たしいとはいえ、自分の有利を態わざ々わざ捨てる必要はないからだ。

（馬鹿が。棒立ちのままで俺とやり合う気か……やはり駆け出しのド素人だ。組み討ちの経験もねぇ癖に俺へ戦いを挑むとはな）

　両手をだらりと下げたまま棒立ちの状態で静かに佇む亮真の姿に、ボランゾは嘲あざけりの笑いを浮かべる。

　ボランゾには、亮真の姿が哀あわれな小羊にしか見えていなかった。

　武具の規制が少ないこの大地世界において、素手で戦う機会は少ない。

　警察力が低く、街中においても治安が決して良い訳ではない。ましてや、怪物モンスターと呼ばれる強きよう靭じんな生命体の徘はい徊かいする大地世界アースでは、争いを日常としないただの農民でも護身用に短剣の一本も持っているのが常識だった。

　つまり、圧あつ倒とう的てきに素手で戦う機会が少ないのだ。

　武器の携帯に関して厳格な法の規制がない以上、それは当然と言える。

　そんな中、最も素手で戦う機会が多いのが戦場だった。

　勿もち論ろん、初めから素手で戦場に向かう馬鹿は居ない。

　だが、一部の武器を除いて、どんなに優れた高級な武具でも使えば必ず消耗する。

　刃は物は敵を切るたびに刃こぼれし、血や脂あぶらによってその切れ味を落とす。

　いや、乱戦ともなれば、何かの弾みで手から武器が離はなれてしまう事も珍めずらしくはない。

　そんな時、最後にモノを言うのは鍛え上げられた己おのれの肉体のみ。

　実際、ボランゾは戦場で幾いく人にんもの敵をその手で屠ほふってきたのだ。

「良いだろう。なら、始めな！」

　リオネの声が演習場に響き渡った

　その瞬間、ボランゾの巨体が大地を滑る様に駆け抜け、一いつ瞬しゆんのうちに二人の間合いが詰まる。

（せいぜい、惨めに鳴き叫べ。俺を舐めた罰だ）

　冷れい酷こくな笑みを浮かべたまま、体重二百キロ近い巨体がまるでボクシングの軽量級選手以上のスピードで駆け抜けたのだ。

　物理的に有り得ない現象。武法術による身体強化は明らかだった。

　だが、亮真の顔には動どう揺ようの欠かけ片らもない。

　あるのは、決して揺らがぬ凍てついた氷の心。

「死ね！　糞くそ餓が鬼き」

　憎ぞう悪おと殺意の籠もった罵ば声せいと共に、大きく振り被られたボランゾの右拳こぶしが亮真の顔面へと突つき出される。

　岩すらも砕こうかという程に、硬く握り込まれた剛拳。

　周囲を囲む傭兵達が息を呑む。

　当たれば、亮真の顔面は石榴ざくろの様に弾けていただろう。

　しかし次の瞬間、彼等の予想は覆された。

　大きく振り被られた拳は、動作の起こりを亮真にハッキリと伝えてしまう。

　確かに武法術は人に人以上の力を与えはする。

　だが、人体の基本構造が変化する訳ではない。

　関節部分の可動域が武法術によって広がる訳ではないし、人体の急所が消えてなくなる訳でもない。

　法術によっていくら身体能力が強化されていようと、タイミングさえ分かっていれば避よける事は決して不可能ではないのだ。

　亮真はボランゾの肩の動きに合わせて、左足を一歩前に踏み出すと、体を捌さばいて側面へと回りこんだ。

　まるで、一トントラックが真近を通り過ぎた様な風圧が亮真の体を襲う。

　確かに凄すさまじい威力の拳だ。

　だが、スピードを出した車が急には止まれないのと同じで、繰り出した拳に込められた力が強ければ強いほど、避けられた際に体勢を整える事が難しくなる。

（ここだ！）

　亮真は、拳を避けられ体勢の崩れたボランゾの右手首を掴むと胸むな元もとへと引き込む。

　そしてそのまま、右側へと体を移動させ、掴んでいる手首の関節を極めながら後方へ一気にボランゾの体を引き落とす。

　幾いく度どとなく祖父に叩きこまれて来たタイミング。

　日々の稽古の中でしか使えなかった技わざだが、相手がボランゾの様な人間ならば容易に技が掛けられる。

　所しよ詮せん、亮真から見れば力自慢の素人でしかない。

　確かにボランゾは歴戦の傭兵だ。多くの敵をその手で殺してきた経験を持っているし、それだけの実力も持ち合わせている。

　だが、この場は戦場ではない。

　一対一で正面から戦うのと、戦場の様な乱戦の中で全方位を警けい戒かいしながらではおのずから戦い方は変わってくるのだ。

「何だと！」

「馬鹿な！　あの巨体が……」

　柔じゆう道どうで言う隅落としに似た技法。もっとも、それを知る人間はこの場にはいない。

　彼らにしてみれば正に魔ま法ほうだろう。

　亮真がわざわざ打撃ではなく投げ技を選んだ理由がそこにある。

　勝負を見守る傭兵達の口から驚おどろきの叫び声が上がった。

　ボランゾの巨体が空中で一回転すると、そのまま後頭部から地面へと叩きつけられる。

　稽古ならば引き手を引いて頭を浮かせてやるのだが、実戦ならそんな事はしない。

　容よう赦しやなく地面へ叩きつけられた衝しよう撃げきにより、意識が朦もう朧ろうとするボランゾの目は光を失っていた。

　鍛え上げてきただけあって、二百キロ近い体重が掛かっても首の骨は折れていない様だったが、脳を鍛える事は出来ない。

　大地に大の字になって横たわるボランゾ。

（終わりだ）

　そこへ、止とどめとばかりに無言のまま亮真の右足がボランゾの喉へと襲いかかる。

　異様な感かん触しよくが亮真の足の裏から伝わった。

　ボランゾがどれほど強靭な肉体を持っていようと意味はない。

　人体の急所の一つである喉を、百キロを超こえる亮真の下段蹴げりが踏み砕くだいたのだ。

　気道はおろか、頚けい椎ついすらも踏み砕かれ、ボランゾは微かすかに全身を痙けい攣れんさせるとそのまま永遠に動かなくなった。

　静寂が演習場を支配する。

　誰も口を開く事はない。

　一瞬の攻防。

　リオネが開始を宣言して僅わずか数十秒程の勝負。

　やがて、ボランゾが死んだ事を確かく認にんした亮真は、静かに右手を天へ向かって突き上げた。

「「「「うぉぉぉぉぉぉぉお！」」」」

　やがて、勝利を誇示する亮真の姿に傭兵達の口から雄お叫たけびにも似た歓声が迸ほとばしった。

（全すべては読み通りの展開って事か……）

　傭兵達からの称しよう賛さんの言葉に応えて笑えみを浮うかべる亮真の姿を見ながら、リオネは苦笑いを浮かべた。

　疎まれ、嫌けん悪おされる存在を皆みなの目の前で叩き潰す。

　古今東西を問わず、使い古されたあざとい手段ではあるが、これほど信しん頼らいを得るのに効果的な手段もないだろう。

　その上、生いけ贄にえの獲物は自分自身の命を狙ってきた刺し客かく。

　ゴランの提案はまさに、一石二鳥の策と言える。

　唯ゆい一いつの懸念は亮真が本当に勝てるのかと言う点だけだったが、どうやら無む駄だな心配だったらしい。

（怖い子だよ、こんな牙きばを隠し持っていたなんてねぇ……）

　事前に説明は受けていたものの、これほど圧倒的な勝利になるとはリオネ自身も想像すらしていなかった。

　いや、想像出来る方が不自然とすら言える。

　事実、戦場で相まみえたならば、亮真は絶対にボランゾには敵わないのだから。

　この展開を当然の様に受け止めているのは亮真ただ一人だ。

「今のところ動きはないようだねぇ……まぁ、あれを見せつけられたら黙だまって尻しつ尾ぽを捲まくしかないか……」

　歓声に沸く周囲を油断なく見まわしながら、リオネは小さく呟いた。

　いかに傭兵仲間の間で声望高いとは言っても、リオネの約束に保証などない。

　亮真やリオネ自身にそのつもりがなくとも、ボランゾが騙だまし打ちの可能性を考えない訳がなかった。

　幾らボランゾが亮真との勝負には自信があっても、そう言った危険性を無視してのこのこ現れる様な馬鹿が今まで生き残って来られる程、傭兵稼業は甘くない。

　恐らく、この場に居る傭兵の何人かは、ボランゾと繋つながっていた筈だ。

　そして、ボランゾを雇った黒幕にも……

「これであいつを駆かけ出しと侮る奴やつは居なくなる。全て目論見通りって訳だな」

　突とつ然ぜん、背後から掛けられた言葉にリオネは無言のまま唇を歪める。
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　ゴランの言葉に含まれた意味を敏感に察したのだ。

　しかし、リオネは後ろを振ふり返ることなく答える。

「まぁね。後はあんた達たちの返事を聞くだけさ」

「返事か……今いま更さら必要か？」

　ゴランがおどけた様に肩を竦めると、周囲から笑い声が沸わき上あがった。

　この場にいる誰も、黒蜘蛛のボランゾと単身で戦い勝利出来る人間はいない。御子柴亮真の実力は誰の目にも明らかなのだ。

　しかし、リオネは人の悪い笑みを浮かべる。

「あぁ、ハッキリと言葉にして貰もらいたいねぇ」

　酒場で自分の目が節穴と思われた事を根に持っているのだ。

「分かった分かった。俺おれ達たちが悪かった。お前さんの目は確かだ……」

　ゴランはやれやれと首を横に振ると、ため息交じりに答える。

　それは、御子柴亮真がゴラン達たち傭よう兵へいの心を奪うばった証あかしだった。

「それで？　この後はどう動くつもりだい？」

　何い時つの間まにか亮真の傍らに立つリオネが、そっと彼の耳に唇を寄せる。

「勿論、戦に勝ってルピスをこの国の王にします。その為ためにも皆さんには色々と働いて貰うつもりですよ」

　その答えにリオネの目が鋭く光る。

　亮真の言葉に隠された意味を察したのだろう。

「色々……なるほどね。その為の人手集めって事かい」

「まぁ、そんなところです。今はまだどう動くか決めかねている部分もあるんですが、皆さんに損をさせるつもりはありませんよ。賽さいがどう転がろうと……ね」

　沸き立つ傭兵達からの歓声に応えながら、亮真は冷たい笑みを浮かべた。







エピローグ







　夕日が西の空へ沈みかけていた頃、白はく髪はつを後ろで束ねた一人の老人が木刀を手に、自宅の庭で日課の鍛錬をしていた。

　ただの素振りではない。

　その鋭するどい眼は確かに見えない敵を捕らえており、強烈な殺気を纏った一振り一振りが空を切きり裂さく。

　その姿勢は、単に体を鍛えるとか趣味で武道を嗜たしなむと言う域を超えていた。

　護身術という訳でもない。

　それは、完全に敵の殺害だけを目的とした修練だ。

「お爺じいちゃん……」

　背後から掛けられた鈴の様な声に、御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうの木刀を振る腕が止まる。

　老人と言うにはたくましい二の腕。

　背は百七十半ば程とさほど大きくはないが、肩幅は広く胸板は厚い。

　日々、中に鉛なまりが仕込まれた鍛練用の木刀を振り続けてきた成果だろう。

「飛鳥あすかちゃんか……もうそんな時間か？」

　木刀を縁側に立て掛けると、浩一郎はタオルで顔の汗あせを拭ぬぐった。

　浩一郎の着ている紺色の剣けん道どう着ぎには大量の汗が浸み込み、所々塩を吹いて白くなっている。

「うん、晩御飯の準備は終わったから……」

「そうか……いつも済まぬな。お母さんへもよろしく言っておいておくれ」

　ピンク色の生地の端に子猫がプリントされた愛用のエプロンを外しながら、飛鳥は浩一郎の言葉に頷うなずくと、躊躇ためらいがちに口を開く。

「ねぇ、お爺ちゃん……この間の話、考えておいてくれた？」

　飛鳥の問いに、浩一郎は照れ臭げに指で頬を掻いた。

「一いつ緒しよに住もうと言う話か？　嬉うれしいお誘さそいじゃが遠慮しておこう」

「どうして！　お母さんも是ぜ非ひにって言っているのに……お祖母ばあちゃんだって……」

　飛鳥の叫さけびに、浩一郎は何とも言えない苦笑いを浮かべた。

　無論、その言葉が他のハイエナの様な親族達の様に、浩一郎の持つ財産を目当てにしてのものでない事は分かっている。

　息子夫婦を失い、乳飲み子である亮りよう真まを育てようと悪戦苦闘していた浩一郎を陰日向になって支えてくれたのは、自分の実の妹とその娘むすめ夫婦だ。

　しかし、本当に真心から言ってくれた言葉だと分かっているからこそ、浩一郎は飛鳥の言葉に頷く事は出来なかった。

「済まんな……」

　一緒に住む事が出来ない理由ははっきりとしている。

　しかし、その理由をこの心の優しい娘に言う訳にはいかなかった。

　それでは、この娘やその家族まで災の渦へと巻き込んでしまうかもしれないのだ。

　大切な存在だからこそ、浩一郎は飛鳥の提案を拒むしかない。

「私ね……怖いんだ」

　顔を伏せたまま怯おびえる様な声で飛鳥は呟いた。

　普ふ段だんの勝気とも言える表情は面おも影かげすらない。

「怖い？」

　浩一郎は答えを半ば予想しながらも、飛鳥へ静かに尋たずねた。

「お爺ちゃんも亮真みたいに突然居なくなっちゃいそうで……」

　御子柴亮真が、突然通っていた高校から姿を消して半年以上が経とうとしている。

　ごく普ふ通つうの公立学校で白昼堂々起こった神隠し。

　それでも、事件性はないとして警察は何も動かない。

　確かに、昼休み中の短い時間で、学校という閉へい鎖さされた環かん境きようでは外部の人間に攫さらわれた可能性は低いと言える。

　ましてや、百九十センチを超える長身と、百キロを超える巨漢と言って良い青年が対象となれば尚更だ。

　通報を受けた警察が御子柴亮真と言う青年を、犯罪の加害者になる可能性はあっても、被ひ害がい者になる可能性は低いと判断したのは当然と言えた。

　毎年、多くの人間が様々な事情から行方不明となる。

　苛いじめや人間関係からくるストレス、金銭的トラブルなど事情は様々だが、警察へ届け出が出されるものだけでも年間で十万人近い人間が行方をくらましているのだ。

　警察の立場からしてみれば、明確な事件性があるのならともかく、単なる失踪などいちいち取り扱っていられないと言うのが本音なのだろう。

　無論、これがもっと幼い少年少女ならまた対応も変わるのだろうが、相手が巨漢の高校生となれば誘ゆう拐かいの可能性は低い。結果として対応の優先順位は低くなる。

「済まんな……」

　もう一度、浩一郎は同じ言葉を繰くり返かえした。

　実の孫娘にも等しい飛鳥の悲しむ顔に、浩一郎はただ謝罪の言葉を口にするしかない。

　御子柴亮真が消えた理由も、どこへ消えたのかも、浩一郎には分かっていた。

　しかし、それを今言葉にして伝えても、誰も信じはしないだろう……

　異世界に召喚されたなど主張したところで、何も変わりはしない。

　何しろ、裏大地世界リアースである地球から大地世界アースへと自力で渡わたる方法など、未いまだ発見されていないのだから。

　恐らく、異星人にでも誘拐されたと主張した方がまだ信ぴょう性がある。

　浩一郎の心の中に、亮真の穏やかな笑顔が浮かんだ。

　時代錯誤とも言える技わざの数々を叩きこみ、武人としての心を鍛えながら育てた最愛の孫。

　そんな日が来なければと祈いのる一方で、万が一にもその日が来た時には、自らの身を守り生き残れるようにと教え込んだ技術と知識が、必ずや亮真を助けると確信している。

（ワシの所せ為いだ……済まん、亮真。お前の父と母だけではなく、その子供であるお前にまで重い代だい償しようを払わせる事になった）

　全ての発ほつ端たんが己にある事を知る浩一郎は、ただ静かに沈ちん黙もくを守る他に術すべはなかった……







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。一巻からご購入いただいた読者の方、お久しぶりです。

　作者の保利亮太と申します。




　それではまずあとがきから読まれる方の為に、第二巻の内容と作者が何故こんな話を作ったのかに関してざっと。

　まず、第二巻の基本コンセプトですが、派閥争いという点が最も大きいでしょう。

　人間社会に限らず、動物社会においても複数の個体が集まり群れを形成すると、どうしても派閥と言うものが生まれてしまいます。

　これは古今東西を問わず、いかなる集団においても必ず発生した物です。

　身近な例を挙げると、学校が一番理解しやすいのではないでしょうか。

　たとえば、特定の学校を卒業した人間が入る派閥は学閥と呼ばれます。ですが、その同じ学校の卒業者の間でも、卒業年度において当然派閥が生まれます。

　また、同じ卒業年度でもクラスが違えば、やはり派閥は変わってくるかもしれませんし、所属した部活動でも変わるでしょう。

　極端な話、友人や知人と言うくくりも大きな意味では派閥と判断出来る訳です。

　昨今、政治の世界ではこの派閥が問題となり、自由な政治と言う名目の下、無所属などと言う事を全面に出す政治家も多い訳です。実際、皆様の中には派閥と聞くと眉を顰める方もいらっしゃるかと思います。

　勿論、派閥には多くの問題点があるが故にそういった風潮が生まれたのですが、その一方で、派閥の持つ利点を切り捨ててしまっているという視点もあります。

　また、民主主義は特にその数の力が顕著に出る政治形態ではありますが、別に封建制や絶対君主制と言った政治形態であっても数の力が存在しない訳ではない点もアピールしたい部分です。大抵のお話しですと、絶対的な王様が権力を振るう構図も多いですが、実際にそんなイメージ通りの王様がどれほどいたのかは歴史の大きな疑問です。

　そういった人の世の理ことわりに重点を置いたのが今回の第二巻から続くローゼリア王国の内乱に関する物語になります。

　さて、政治の話も重要ですが、何よりも大切なのは第二巻で、ようやく戦記物の要素である戦争や謀略と言う要素が出てきたという点でしょうか。

　まぁ、それでもまだ主人公の活躍は裏方の謀略などで、読者の皆様の期待するような戦いの爽快感と言うのはまだ少ない所が悩みどころではあるのですが、それも作品の個性と思って気長に待って下さると幸いです。

　Ｗｅｂ版を読んで下さるからは分かると思いますが、一応、三巻目以降はもう少し戦記物っぽくなる予定ですので。




　さて、次に読者の皆様が一番気になる三巻目に関しての話です。

　一応、このあとがきを書いている状況ですと、第二巻が十二月後半での発売と聞いております。

　一巻の発売が九月でしたので、大体三ヶ月に一冊のペース。今のところ年に四冊出せる計算です。

　今後もこのペースで出せるかは関係者の皆様の都合もあるので見通しは不明ですが、、さほど続きをお待たせしないで済むのではないかと考えています。私自身は是非とも年四冊のペースで出したいと思っていますし。

　まぁ、それも全ては読者の皆様が本作品を楽しんでくださればですが……

　やはり、作者としては読者の皆様の反応と言うのが一番怖い訳です。

　とまぁ、そんな事ばかり考えていると気分が暗くなってしまうのでこの辺で。




　最後に本作品を出版するに際してご助力いただいた関係各位、そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様へ最大限の感謝を。

　今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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